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第 Ⅰ 章 

水 中 武 器 用 語          

魚 雷          

 

1. 適用範囲 この規格は，水中武器のうち魚雷及びその発射装置に関する主な用語と，その意

味について規定する。 

この規格でいう水中武器（underwater  weapon）とは，目標を水中で破壊する目的で作られた

弾薬及びその訓練の目的で作られた弾薬並びにこれらの弾薬を発射，投射又は投下する目的で作

られた器材で，広義には，掃海器材なども含む。 

備考 目標とは，水上艦船，潜水艦，水中航走体，水中敷設物及び水中構築物をいう。 

 

2. 分 類 用語の分類は，表 1 による。 

表 1 用語の分類 

分       類 分  類  番  号 

種類に関する用語 1000 ～ 1029 

外観・構成に関する用語 1030 ～ 1099 

爆発系に関する用語 1100 ～ 1149 

推進系に関する用語 1150 ～ 1249 

操舵系に関する用語 1250 ～ 1289 

誘導制御及び管制系に関する用語 1290 ～ 1349 

訓練・試験・調整に関する用語 1350 ～ 1399 

指揮関連装置に関する用語 1400 ～ 1429 

発射関連装置に関する用語 1430 ～ 1499 

性能・諸元に関する用語 1500 ～ 1929 

操法に関する用語 1930 ～ 1999 

 

3. 用語・意味 用語及び意味は，次のとおりとする。 

なお，対応英語を参考として示す。 

備考 1. 用語欄に，二つ以上の用語を併記してあるものは，同義語であって，記載の順序は，

使用の優先順位を示すものではない。 

2. 意味の文章中で，用語の後に丸括弧を付けて番号を記載してあるものは，この規格

の中で規定している用語を引用していることを示す。 

 

関連規格 次に示す文書は，最新版とする。 

NDS F 8750 魚雷調定用ケーブル 

NDS Y 0001 弾薬用語 

NDS Y 0006 火器用語（弾道） 

NDS Y 0011 水中音響用語－現象 

NDS Y 0012 水中音響用語－機器 
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a) 種類に関する用語 

番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 0 0 0 

 

魚雷 

 

推進機構，管制機構及び自動操縦機構で水中

を自走し，狙った目標に命中又は至近距離を

通過する際，爆発し，目標を破壊する水中武

器。 

 備考 付図 1 参照 

torpedo 

1 0 0 1 ホーミング魚

雷 

魚雷においてホーミング装置(1290)などによ

って，目標に対して自己誘導を行なう魚雷。

homing torpedo 

1 0 0 2 実装魚雷 

 

本体(1034)に実用頭部(1031)を装着して，実

戦に使用する状態の魚雷。 

warshot torpedo 

1 0 0 3 訓練用魚雷 

 

本体(1034)に訓練用頭部(1033)を装着して，

訓練に使用する状態の魚雷。 

exercise torpedo 

1 0 0 4 ダミー魚雷 魚雷形状，寸法，質量を実装魚雷(1002)に近

似するように作られた器材。部分的に電気回

路，計測回路が内臓されることもある。擬製

魚雷ともいう。 

dummy torpedo 

1 0 0 5 熱機関魚雷 熱機関で推進器(1163)を回転させて推進する

魚雷。エンジン魚雷ともいう。 

heat engine torpedo 

1 0 0 6 電池魚雷 

 

動力源に電池を使用し，電動機で推進器

(1163)を回転させて推進する魚雷。 

electric torpedo 

1 0 0 7 長魚雷 潜水艦から発射する魚雷。 

 備考 付図 1 参照 

heavy weight torpedo 

1 0 0 8 短魚雷 航空機及び水上艦から発射する魚雷。 

 備考 付図 1 参照 

light weight torpedo 

1 0 0 9 ペイロード 搬送対象弾頭のことで，アスロックでは魚雷

のことをいう。 

pay load 

1 0 1 0 アスロックミ

サイル 

魚雷投射ロケット(1436)などのペイロードと

して魚雷を組み込んだ形態の総称。 

ASROC missile, 

anti submarine 

rocket missile 

1 0 1 1 ＶＬＡ 

(ぶいえるえー) 

垂直に発射するアスロックミサイル(1010)。

 

vertical launch 

ASROC 
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b) 外観・構成に関する用語 

番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 0 3 0 頭部 魚 雷 の 前 部 を 構 成 す る 区 画 で ， 先 端 部

(1035)，実用頭部(1031)［又は訓練用頭部

(1033)］などの総称。 

備考 付図1参照 

torpedo head 

1 0 3 1 実用頭部 

 

さく薬(1125)を充てんした区画。 

備考 付図1参照 

warhead 

1 0 3 2 起爆装置室 

 

実 用 頭 部 (1031) に 設 け ら れ た 起 爆 装 置

(1100)取付け用の区画。 

exploder cavity 

1 0 3 3 

 

訓練用頭部 訓 練 及 び 試 験 に 使 用 す る た め 実 用 頭 部

(1031)の代わりに装着し，記録器(1356)，浮

上機構などを収納する区画。 

備考 付図1参照 

exercise head 

1 0 3 4 本体 魚雷から実用頭部(1031)又は訓練用頭部

(1033)を除いた組立て品。ただし，電池，燃

料などは含めない。 

備考 付図1参照 

main assembly 

1 0 3 5 先端部 魚雷の先端に装着される区画。ホーミング魚

雷(1001)では，送受波器(1291)などを収納す

る区画。 

備考 付図1参照 

nose section 

1 0 3 6 音響ゴム 送受波器アレイ(1297)の振動子前面を覆う

ゴムのこと。 

acoustic rubber 

1 0 3 7 胴部 魚雷の頭部(1030)と尾部(1040)の間にある

円筒の区画。推進動力装置，自動操縦装置，

電池，燃料などを収納する区画。 

備考 付図1参照 

mid section 

1 0 3 8 気室 高圧気体を貯蔵する容器。 

 

air chamber 

1 0 3 9 スクープ 海水を導入するため外皮(1045)に装着され

た構造物。 

scoop 

1 0 4 0 尾部 魚雷の後部を構成する流線形又は円すい台

形の区画。ひれ(1041)，かじ（舵），推進器

(1163)などが取り付けられている。 

備考 付図1及び付図2参照 

afterbody 



 

Y 0041 

 

6 

番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 0 4 1 

 

ひれ 外殻(1044)の一部で，尾部(1040)の外側に雷

軸(1506)と平行に設けられた安定板。通常雷

軸に対して十字形に取り付けられる。 

備考 付図2参照 

fin 

1 0 4 2 

 

導流環 ひれの効果及び尾部の強度を増すため，ひれ

(1041)の外周に取り付けられた円環。 

備考 付図2参照 

shroud ring 

1 0 4 3 スラストラグ

溝 

魚雷に魚雷投射ロケット(1436)を固定する

ために，魚雷の尾部の外周部に設けた溝。 

備考 付図2参照 

thrust lug groove 

1 0 4 4 外殻 魚雷の外形を形成する構造物。外皮(1045)，

リブ，隔壁，機器の取り付け座，ひれ(1041)

などからなる。 

備考 付図2参照 

hull 

1 0 4 5 外皮 外殻 (1044)のうち，魚雷の外周を構成する

部分。 

備考 付図2参照 

shell 

1 0 4 6 導子 発射管内における魚雷の位置及び姿勢を規

制するため，外皮(1045)に突出した小形の案

内片。維持導子，尾部導子などがある。 

備考 付図11参照 

guide stud 

1 0 4 7 接合環 外殻(1044)の各区画を接合するために，区画

の端面に設けられた環状の部分。接合方式に

は，フランジ式，ら環式，バンド式及び斜め

ボルト式がある。 

備考 付図 2 参照 

clamping ring, 

joint ring 

1 0 4 8 深度圧導入口 
魚雷の航走深度(1555)を検知するために，外

皮(1045)に設けられた海水圧の導入口。 

sea water inlet port 

1 0 4 9 調定接栓 魚雷調定用ケーブル(1456)を接続するため

に，魚雷側に設けられた接栓。 

fire control 

receptacle 

1 0 5 0 発射用接栓 魚雷内の火工品と点火装置までの電路を接

続する接栓。 

arming plug 

 

1 0 5 1 短絡接栓 魚雷の整備過程で火工品の発火を防止する

ために，火工品と点火装置までの電路を遮断

し，火工品側のラインを短絡する接栓。 

short plug 
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c) 爆発系に関する用語 

番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 1 0 0 起爆装置 さく薬火薬系列を起爆させる最初の構成部

品として使用する装置。 

起爆器(1110)及び伝爆薬筒(1121)からなる。 

備考 NDS Y 0001参照 

exploder, 

exploder mechanism 

1 1 0 1 着発信管 魚雷が目標に衝突したときの衝撃によって

作動する信管。 

備考 NDS Y 0001参照 

impact fuze, 

purcussion fuze 

1 1 0 2 慣性信管 目標に衝突したときの慣性力によって作動

する信管。 

inertia fuze 

1 1 0 3 慣性スイッチ 目標に衝突したときの衝撃加速度で作動す

るスイッチ。 

inertia switch 

1 1 0 4 衝撃感度 衝撃に対する感度。 

備考 NDS Y 0001参照 

impact sensitivity 

 

1 1 0 5 近接信管 磁気信管(1108)と音響信管(1109)を総称し

たもの。 

備考 NDS Y 0001参照 

proximity fuze 

1 1 0 6 近接起爆距離 近接信管(1105)が目標の近接を検知して作

動する距離。 

proximity range 

1 1 0 7 感応起爆 近接信管(1105)の作動によって起爆するこ

と。 

influence firing 

1 1 0 8 磁気信管 目標の接近を磁気によって感知して作動す

る信管。 

備考 NDS Y 0001参照 

magnetic influence 

fuze 

1 1 0 9 音響信管 目標の近接を反射時間など音響センサによ

って感知して作動する信管。 

acoustic influence 

fuze 

1 1 1 0 起爆器 衝撃や感応（磁気，音響）などによってさく

薬火薬系列を作動させる機械的及び電気的

装置。 

exploder mechanism 

inert assembly 

1 1 1 1 フィンスイッ

チ 

ひれ(1041)に取り付けられ，水流によって作

動する安全スイッチ。 

fin velocity switch 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 1 1 2 安全ピン 信管に使用される安全装置の一種で，外部か

ら挿入して安全解除を防止するためのピン。

主として輸送，貯蔵など取扱い間の安全のた

めに使用される。 

safety pin 

1 1 1 3 安全かん 起爆装置(1100)の構成品で，射出されるまで

起爆装置を安全側に機械的に固定する棒。 

bore rod 

1 1 1 4 アーミング装

置 

電気的，機械的に火薬系列を形成させ，起爆

可能な状態にする装置。安全機構の最終段階

を構成する。 

arming device 

1 1 1 5 自滅スイッチ 起爆装置(1100)を手動で起爆不能にするた

めのスイッチで起爆可能な状態に復帰させ

ることはできない。 

sterilization switch 

1 1 1 6 安全スイッチ 起爆装置(1100)を起爆不能にするためのス

イッチで，条件を解除すると起爆可能な状態

に復帰できるスイッチ。 

safety switch 

1 1 1 7 誘爆防止装置 航走中の魚雷の近くで水中爆発が起きても

起爆装置(1100)が作動しないように，一時的

に発火機能を停止する装置。 

anti-induced 

 explosion 

 mechanism 

1 1 1 8 伝爆機構 起爆装置(1100)の発火信号で，実用頭部

(1031)のさく薬(1125)を爆発させるための

電気雷管及び伝爆薬の火薬系列機構。 

explosive train 

1 1 1 9 電気雷管 電気によって起爆薬(爆粉)に点火する構造の

雷管。 

備考 NDS Y 0001参照 

electric primer 

1 1 2 0 撃発信管 撃針などの打撃作用によって作動する雷管。

 

percussion primer 

1 1 2 1 伝爆薬筒 火薬系列の働きを完全にし，その効力を増大

させるために，雷管とさく薬の間に入れて使

用する，さく薬よりも鋭敏な爆薬と金属部品

などとの組合せ品。 

備考 NDS Y 0001参照 

booster 

1 1 2 2 スクイブ 少量の火薬を充てんしたもので通常，電気的

に点火され，熱(炎)を生成する電気信管の点

火などに使用する。 

備考 NDS Y 0001参照 

squib 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 1 2 3 イグナイタ 1.点火に使用する化学的，電気的又は機械的

装置の総称。 

2.信管の雷管の火炎をより大きくするため

の薬剤を有する装置。 

備考 NDS Y 0001参照 

igniter 

1 1 2 4 点火薬 発射薬系列中の雷管と発射薬との中間に使

用する火薬。 

備考 NDS Y 0001参照 

igniter 

1 1 2 5 さく薬 破壊効果を生じさせるために，実用頭部

(1031)に，てん薬した爆薬。 

備考 NDS Y 0001参照 

high explosive, 

bursting charge 

1 1 2 6 成形さく薬 モンロー効果（ノイマン効果）を利用して，

先端にＶ形中空などを有する爆薬。 

備考 NDS Y 0001参照 

shaped charge, 

cavity charge, 

hollow charge, 

lined charge 

d) 推進系に関する用語 

番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 1 5 0 主機関 高温高圧ガスまたは蒸気などを使用する魚

雷推進用機関。 

main engine 

1 1 5 1 二重反転機関 同心二重反転推進軸を直接駆動する機関。シ

リンダブロック及び斜板がそれぞれ回転可

能な構造になっている。 

備考 付図3参照 

counter rotating 

 engine 

1 1 5 2 シリンダバレ

ル 

エンジンの構成部品で，シリンダを保持する

たる状の金物。シリンダブロックとも言う。 

備考 付図3参照 

cylinder barrel 

 

1 1 5 3 発停装置 魚雷の発停(1563)を制御する一連の機構。発

動機構，距離車機構，発動弁，発停スイッチ

などからなる。 

start/stop mechanism 

 

1 1 5 4 圧力シリンダ 圧縮ガスを封入した円筒状の圧力容器。 

 

pressure cylinder 

1 1 5 5 一液燃料 燃料と酸化剤を組み合わせた燃料で，自身の

分解によって，主機関の駆動に適した高温ガ

スを発生する液体化合物又は液体混合物。 

mono fuel, 

mono propellant 



 

Y 0041 

 

10 

番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 1 5 6 燃焼室 燃料を燃焼させて，主機関(1150)の駆動に必

要な燃焼ガスを発生させる室。 

combustion chamber 

1 1 5 7 熱気管 燃焼室(1156)から主機関(1150)までの燃焼

ガスの通路。燃焼室の一部を形成する場合も

ある。 

hot gas pipe 

1 1 5 8 主電動機 魚雷の推進を主目的とした電動機。 

 

main motor 

1 1 5 9 二重反転電動

機 

同心二重反転推進軸を直接駆動する電動機。

電機子及び界磁部がそれぞれ回転可能な構

造になっている。 

備考 付図3参照 

counter rotating 

  electric motor 

1 1 6 0 主電池 推進動力源として使用される電池。 

管制電池(1299)と一体で構成される場合も

ある。 

main battery 

1 1 6 1 実用電池 実装魚雷(1002)に使用する主電池(1160)。 

 

warshot battery 

1 1 6 2 訓練用電池 訓練用魚雷(1003)に使用する主電池(1160)。

 

exercise battery 

1 1 6 3 推進器 魚雷を航走させるために主軸の回転力を推

力に換える機構。 

備考 付図 4 参照 

propeller 

 

1 1 6 4 二重反転推進

器 

同心二重反転推進軸に取り付けられた一組

の推進器(1163)。 

備考 付図3及び付図4参照 

counter rotating 

  propeller 

1 1 6 5 ポンプジェッ

ト 

シュラウド(1166)内部の推進器(1163)が回

転して前方側から海水を吸い込み後方側に

高速のジェットで吹き出し，推進効率を向上

させる装置。 

備考 付図4参照 

pump jet 

1 1 6 6 シュラウド 推進器(1163)周りの海水を整流するととも

に、推進器の回転音が外部に伝搬するのを抑

制する機構。 

備考 付図4参照 

shroud  
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e) 操舵系に関する用語 

番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 2 5 0 ワイヤディス

ペンサ 

長魚雷(1007)を有線で誘導するための電線

繰出し装置。電線コイルとそれを保護するケ

ースなどからなり，魚雷内部に装着するもの

と水中発射管(1447)の内部に装着するもの

とがある。 

wire dispenser 

1 2 5 1 コースジャイ

ロ 

設定した魚雷の針路と雷軸方向(1506)との

ずれを検出するためのフリージャイロ。 

course gyroscope 

1 2 5 2 ＡＣＲ装置 

（えーしーあーる） 

発射した魚雷がエネイブル距離(1518)に達

する前に設定範囲以上変進した場合，発射艦

艇保護のために，魚雷の推進装置を停止させ

る信号を出す装置。 

anti-circular 

  run mechanism 

1 2 5 3 深度検出器 深度に相当する圧力を検出する装置。 

 

depth sensor 

1 2 5 4 アンチブロー

チスイッチ 

魚雷が海面に跳び出すのを防ぐために，ある

深度以浅になると潜入するように命令を出

す跳出防止スイッチ。 

anti-broach switch 

1 2 5 5 ピッチレート

ジャイロ 

魚雷のピッチ角速度を検出するためのレー

トジャイロ。 

pitch rate gyroscope 

1 2 5 6 コースレート

ジャイロ 

魚雷のヨー角速度を検出するためのレート

ジャイロ。 

course rate gyroscope

1 2 5 7 ロールレート

ジャイロ 

魚雷のロール角速度を検出するためのレー

トジャイロ。 

roll rate gyroscope 

1 2 5 8 ピッチペンジ

ュラム 

魚雷のピッチ角を検出するための振り子。 pitch pendulum 

1 2 5 9 ロールペンジ

ュラム 

魚雷のロール角を検出するための振り子。 roll pendulum 

1 2 6 0 縦かじ（舵） 魚雷の水平面運動を制御するかじ（舵）。通

常，縦ひれに取り付けられ，油圧，空気圧，

電動機などによって駆動される。 

備考 付図2参照 

rudder 

1 2 6 1 横かじ（舵） 魚雷の垂直面運動を制御するかじ（舵）。 

通常，横ひれに取り付けられ，油圧，空気圧，

電動機などによって駆動される。 

備考 付図2参照 

elevator 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 2 6 2 可動ひれ 縦及び横のひれ(1041)が動き得るようにな

っていて，それぞれ縦舵(1260)及び横舵

(1261)の働きを兼ねるひれ。 

movable fin 

f) 誘導制御及び管制系に関する用語 

番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 2 9 0 ホーミング装

置 

目標に誘導するために必要な目標情報を検

出するセンサ，検波器，目標識別装置及びそ

れらの総称。 

homing device 

1 2 9 1 送受波器 送波及び受波を目的とした電気音響変換器。

送波用と受波用の振動子(1294)が同一であ

ることが多い。 

備考 NDS Y 0012参照 

underwater acoustic 

  transducer, 

sonar transducer 

1 2 9 2 送波器 送波を目的とした電気音響変換器。 

備考 NDS Y 0012参照 

underwater sound 

  projector 

1 2 9 3 受波器 受波を目的とした電気音響変換器。 

ハイドロホンということもある。 

備考 NDS Y 0012参照 

hydrophone 

1 2 9 4 振動子 振動素子を主体として構成された最小単位

の電気音響変換器。 

備考 NDS Y 0012参照 

transducer element 

1 2 9 5 送受信器 送信器(1296)と受信器(1298)の組立品。 

 

transmitter and 

  receiver assembly 

1 2 9 6 送信器 送波器(1292)に送り出すための電気信号の

形成，電力増幅などを行う電気回路装置。 

備考 NDS Y 0012参照 

transmitter 

1 2 9 7 送受波器アレ

イ 

多数個の振動子からなる音響窓の配置構造，

配置面。 

 備考 音響窓：NDS Y 0012 参照 

transducer array 

1 2 9 8 受信器 受波器(1293)から電気信号を受け，目的とす

る情報を得るための電気回路装置。 

備考 NDS Y 0012参照 

receiver 

1 2 9 9 管制電池 管制系の構成品及び操舵装置などの電源と

して使用する専用の電池。 

control battery 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 3 0 0 海水電池 海水を流入させることにより電力を発生す

る電池。 

sea water battery 

1 3 0 1 熱電池 化学的に発熱させることにより電力を発生

する電池。 

thermal battery 

1 3 0 2 アーミングワ

イヤ 

魚雷の発動を防止する安全機構が解除され

ないように発射時まで保持して，発射又は投

下時に引き抜かれるワイヤ。 

arming wire 

1 3 0 3 管制器， 

管制盤 

魚雷の姿勢制御及び運動制御を行うととも

に，ホーミング装置(1290)からの情報をもと

に目標に誘導するための航走制御を行う装

置。 

control unit 

1 3 0 4 発動管制 魚雷が発動(1564)する時に，管制器(1303)か

ら操舵及び動力装置の作動などの制御を行

うこと。 

fire control 

g) 訓練・試験・調整に関する用語 

番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 3 5 0 航走プログラ

マ 

魚雷をプログラムによって航走させるため

の制御信号を発生する装置。 

exercise programmer 

1 3 5 1 重錘放出機構 負浮量の訓練用魚雷(1003)及びダミー魚雷

(1004)を回収するために，取り付けたバラス

トを放出し浮力を得る機構。 

備考 1504参照 

lead drop mechanism 

1 3 5 2 浮上位置表示

器 

訓練用魚雷(1003)の発射において，航走終了

後，その魚雷の浮上位置の発見を容易にする

ための装置。電波,音響，海水着色などの方

式がある。 

EOR locator 

1 3 5 3 ピンガ a) 位置計測用ピンガ 

音響追跡レンジ(1369)における発射に

おいて，魚雷に取り付けられる音響パル

ス発生装置。 

b) 位置表示用ピンガ 

訓練用魚雷(1003)の発射において，航走

終了後に魚雷の発見を容易にするため

に，魚雷に取り付けられる音響パルス発

生装置。 

 

pinger 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 3 5 4 浮上装置 負浮量の訓練用魚雷(1003)の発射において，

その魚雷を浮上させるための装置。浮袋

(1355)によって浮力を発生する方式と重錘

放出機構(1351)などバラストを放出して浮

力を得る方式がある。 

refloat device 

1 3 5 5 浮袋 負浮量の訓練用魚雷(1003)の発射において，

魚雷を海面に浮上させるため，ガスを装気し

て，浮力を得るための密閉された袋。 

buoy 

1 3 5 6 記録器 訓練用魚雷(1003)において航走状況，目標検

出情報などを収録する魚雷内蔵レコーダ。航

走データ記録器と音響データ記録器がある。

data recorder 

1 3 5 7 ガス発生器 負浮量の訓練用魚雷(1003)の発射において，

魚雷を海面に浮上するため，ガスを発生し

て，浮袋(1355)に装気する装置。 

gas generator 

1 3 5 8 自沈装置 航走終了後，浮上した訓練用魚雷(1003)が回

収不能な場合，機密保持のために，一定時間

経過後，意図的に沈める装置。 

scuttling device 

1 3 5 9 魚雷標的 訓練発射又は試験発射された魚雷の音響ホ

ーミング装置(1290)又は起爆装置(1100)の

性能を確認するための標的。 

torpedo target 

1 3 6 0 自走標的， 

移動標的 

魚雷用レスポンダ(1361)を搭載し，推進器を

有し自立して航走する水中航走体のことで

魚雷標的(1359）の一種。 

self propelled target

1 3 6 1 魚雷用レスポ

ンダ 

魚雷標的(1359)に装備され，アクティブホー

ミング魚雷の放射する周波数帯の水中音響

信号を受信して，これに応答した疑似反射音

波を水中に放射する装置。 

torpedo responder 

1 3 6 2 プリセッタ 魚雷外部から，所定の航走諸元を電気的に設

定する器具。 

presetter 

1 3 6 3 ＶＡＮＤシス

テム 

(ばんど) 

魚雷及び格納容器の真空試験(1367)と窒素

封入を行う装置。 

VAND system, 

vacuum and nitrogen 

  distribution 

1 3 6 4 パネル試験 魚雷の音響パネル，管制パネルなどの機能及

び性能を単体で確認する試験。 

panels test 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 3 6 5 システム試験 魚雷の各区画を切り離した状態で電気的に

接続し，機能及び性能を確認する総合試験。 

systems test 

1 3 6 6 デッキ試験 魚雷を組み立てた状態で，機能を確認する最

終的な総合試験。艦船又は航空機に搭載する

前に行う。 

deck test 

1 3 6 7 真空試験 魚雷の内部を減圧した後，規定時間放置し，

その内圧を計測して魚雷の気密状態を確認

する試験。 

vacuum test 

1 3 6 8 気密試験 魚雷の内部を加圧又は減圧した後，規定時間

放置し，その内圧を計測して魚雷の気密状態

を確認する試験。 

airtight test 

1 3 6 9 音響追跡レン

ジ 

ピンガ(1353)の音響パルスを受信して，雷道

(1522)を外部から計測するための諸装置及

び設備。 

acoustic tracking 

  range 

h) 指揮関連装置に関する用語 

番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 4 0 0 魚雷発射指揮

装置 

ＴＤＣ 

(ていーでいー

しー) 

目標の方位，距離などの情報，自艦情報など

を基に，攻撃に関する各種の計算を行い，発

射に必要な諸元を送出するとともに，魚雷の

発射管制を行う装置。有線誘導を行うものも

ある。 

torpedo direction 

  controller 

1 4 0 1 雷種発信盤 魚雷発射指揮装置(1400)の構成機器で，発射

管に装てんされた魚雷の種類を表示すると

ともに，発射信号盤(1402)に送信する装置。 

torpedo type 

  transmitter 

1 4 0 2 発射信号盤 魚雷発射指揮装置(1400)の構成機器で，発射

管の選択信号，発射信号などを整備信号盤

(1403)へ送信するとともに，整備信号からの

応答を受信する装置。 

firing indicator 

1 4 0 3 整備信号盤 発射管側に装備され，魚雷発射指揮装置

(1400)からの信号を受けて“発射始め”，“発

射用意”などの命令を表示盤に表示するとと

もに，対応する発射管及び魚雷側の各種操作

の完了を魚雷発射指揮装置に送信する装置。 

sequence indicator 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 4 0 4 魚雷調定管制

装置 

ＥＳＣ 

(いーえすしー) 

魚雷発射指揮装置(1400)からの調停信号，発

射信号などを中継又は手動によって魚雷に

送信する装置。 

electric setting 

  controller 

1 4 0 5 応 急 送 信 盤 魚雷発射指揮装置(1400)及び魚雷調定管制

装置(1404)が使用不能になった場合の非常

用として，発射管側で直接魚雷に調定信号，

発射信号などを送信する装置。 

emergency local 

  controller 

1 4 0 6 魚雷管制パネ

ル 

魚雷の所定の航走諸元を遠隔操作によって

電気的に設定する航空機搭載用機器。 

torpedo control panel

1 4 0 7 Ｌ Ｃ Ｃ Ｐ 

(えるしーしー

ぴー) 

アスロックランチャシステムの構成機器で，

ランチャの各種機器の起動，ランチャの旋回

及びふ仰操作（ローカル），ガイドの制御，

表示などを行う装置。 

launcher captain 

  control panel 

1 4 0 8 Ｌ Ａ Ｍ Ｓ 

（らむす） 

アスロックランチャシステムの構成機器で，

ランチャ及びミサイルを使用せずにシステ

ムの操作訓練を行う装置。 

launcher and missile 

  simulator 

1 4 0 9 誘 導 電 線 発射母艦から発射した魚雷の航走を遠隔で

操作するために，魚雷と母艦を接続する水中

の信号ケーブル。 

guidance wire 

  harness 

i) 発射関連装置に関する用語 

番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 4 3 0 魚雷エアスタ

ビライザ 

魚雷投射ロケット(1436)又は航空機を使用

して短魚雷を発射する場合に，所要の着水姿

勢と着水速度を保たせ，着水衝撃を緩和する

ために魚雷の後端に取り付ける装置。傘体と

エアスタビライザ分離機構(1431)からなる。

torpedo air stabilizer

1 4 3 1 エアスタビライ

ザ分離機構 

魚雷エアスタビライザ(1430)の構成品で魚

雷が着水したときの衝撃などによって，エア

スタビライザを魚雷から分離する機構。 

air stabilizer 

  release mechanism 

1 4 3 2 パラパックナ

ット 

エアスタビライザ分離機構(1431)の構成品

で，魚雷推進軸に装着して魚雷と結合する部

品。 

parapack nut 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 4 3 3 推進器バッフ

ル 

短魚雷を航空機などから発射する場合，飛し

ょう中の風圧による推進器(1163)の回転を

防止するために使用する円筒形の覆い。 

propeller baffle 

1 4 3 4 サスペンショ

ンバンド 

短魚雷を航空機に懸架するために取り付け

るバンド。 

suspension band 

1 4 3 5 リリースワイ

ヤ 

短魚雷を航空機に懸架中に，サスペンション

バンド(1434)などを投下時まで保持して，投

下時に解除するためのワイヤ。 

release wire 

1 4 3 6 魚雷投射ロケ

ット 

艦艇などから発射した後，空中を飛しょうし

て，所定の位置まで魚雷を搬送するために使

用するロケット。ロケットモータ，エアフレ

ーム(1438)及び ISA(1439)からなる。 

torpedo throwing 

  rocket 

1 4 3 7 ノーズキャッ

プ 

魚雷投射ロケット(1436)又は航空機を使用

して，短魚雷(1008)を発射する場合に，飛し

ょう中の空気抵抗及び着水時の衝撃を緩和

するために，魚雷の頭部(1030)に装着する覆

い。着水時の衝撃によって飛散する。 

nose cap 

1 4 3 8 エアフレーム 魚雷投射ロケット(1436)の構成品で，魚雷と

ロケットモータを結合するひれ付きの円筒

部分。魚雷の飛しょう姿勢を安定させるため

に使用し，所定の位置まで飛しょうした後，

魚雷と分離する。 

air frame 

1 4 3 9 ＩＳＡ 

(あいえすえー) 

魚雷投射ロケット(1436)の構成品で，魚雷と

ロケットモータの点火及び離脱並びにエア

フレーム(1438)の分離を行って魚雷の飛し

ょう距離を制御する装置。 

ignition and 

  separation assembly

1 4 4 0 ＲＡＳＰ 

（らすぷ） 

ISA(1439)の構成品で，ロケットモータの離

脱及びエアフレーム(1438)の分離を設定す

る装置。 

range and air frame 

  separation 

  programmer 

1 4 4 1 ＭＳＥＢ 

（むせぶ） 

ISA(1439)の構成品で，ロケットモータを離

脱させる火工品。 

motor separation 

  explosive block 

1 4 4 2 ＡＳＥＢ 

（あせぶ） 

ISA(1439)の構成品で，エアフレーム(1438)

を分離する火工品。 

air frame separation 

  explosive block 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 4 4 3 スラストニュ

ートラライ

ザ 

運搬中，格納時など又は発射前に誤ってロケ

ットモータに点火した場合，推力を打ち消す

ために，魚雷投射ロケット(1436)のロケット

モータノズルの外部に取り付けられる噴射

ガス偏向板。装てん時に使用され，装てん後

取りはずされる。 

thrust neutralizer 

 

1 4 4 4 水上発射管 水上艦艇に装備される発射管。 

備考 付図5及び付図12参照 

over the side torpedo

（OTST） 

1 4 4 5 連管 a)  一組の集合タンク(1453)及び射出筒

(1452)によって作動する水中発射管の

１群。 

b) 水上発射管の場合，連装発射管の１基。

通常，“右連管”，“左連管”と呼ばれる。

group of underwater 

  torpedo tube 

1 4 4 6 維持装置， 

固定機構 

発射管内において，魚雷を定位置に保持する

ための装置。 

stop bolt 

1 4 4 7 水中発射管 潜水艦に装備される発射管。 

 備考 付図6及び付図12参照 

underwater torpedo 

  tube, 

submerged torpedo tube

1 4 4 8 前扉 

（ぜんぴ） 

水中発射管(1447)の管口の扉。外水圧に耐え

る構造になっている。 

備考 付図6参照 

muzzle door 

1 4 4 9 後扉 

（こうひ） 

水中発射管(1447)の装てん口の扉。発射時の

圧力に耐える構造になっている。 

備考 付図6参照 

breech door 

1 4 5 0 導子溝 発射時に，導子を案内するため，発射管内上

部に設けられた溝。 

guide slot 

1 4 5 1 水密帯 発射海水の漏えいを少なくするために，発射

管口の近くに設けられた，魚雷と水中発射管

(1447)との間げきを狭くした部分。 

water proof band 

1 4 5 2 射出筒 水中発射管(1447)から魚雷を発射するため

に必要な水圧を発生する装置。発射空気筒，

水圧筒，給水筒などからなる。 

ejection pump 

1 4 5 3 集合タンク 水圧筒からの水流を各発射管に導くための

タンク。 

備考 付図6参照 

impulse tank 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 4 5 4 門扉 

（もんぴ） 

水中発射管(1447)の前扉と連動して開閉す

る船体の一部分。船体の水流抵抗を増さない

構造となっている。 

shutter 

1 4 5 5 発射きょう 

 

上下左右にガイドレールを有し，所要の発射

機構を備えた，箱状の簡易水中自走発射装

置。魚雷の各種発射試験に使用される。 

launch cage 

1 4 5 6 魚雷調定用ケ

ーブル 

魚雷と発射管制装置など外部の装置を接続

して，発射前の各種電気信号などの授受を行

うケーブル。 

備考 NDS F 8750参照 

torpedo control cable

  assembly, 

torpedo preset cable 

1 4 5 7 Ａケーブル 

（えー） 

魚雷と水中発射管(1447)の後扉(1449)とを

接続する魚雷調定用ケーブル。発射によって

切断される。 

A-cable 

1 4 5 8 ＶＬＳ 

(ぶいえるえす) 

水上艦艇に装備され，ＶＬＡ(1011)及び対空

ミサイルなどを発射する垂直発射装置。 

vertical launching 

  system 

1 4 5 9 ＤＡＣ 

(だっく) 

ＶＬＡ(1011）の構成品で，ミサイルの姿勢

制御，ロケットモータの分離指令などを行う

装置。 

digital autopilot 

  controller 

1 4 6 0 ＴＶＣ 

(てぃぶいしー) 

推力制御装置のことをいい，魚雷投射ロケッ

ト(1436)のロケットモータの推力を偏向す

る装置。 

thrust vector control

1 4 6 1 キャニスタ 飛しょう体の収納，貯蔵，運搬に使用すると

共に垂直発射装置に搭載し，飛翔体の発射に

おいては関連システムからの各種信号の授

受を行うもの。 

canister 

1 4 6 2 ＰＨＳＴ 

(ぴーえいちえ

すてぃ) 

キャニスタ(1461)の輸送，保管においてキャ

ニスタの取扱いを支援するための器材。 

packing handling 

  shipping 

  transportation 

j) 性能・諸元に関する用語 

番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 5 0 0 直径 胴部(1037)の外径。 

備考 付図1参照 

diameter 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 5 0 1 全長 頭部(1030)の先端から尾部(1040)後端まで

の長さ。 

備考 付図1参照 

length overall 

1 5 0 2 質量 発射状態に組み立てられた魚雷の質量。 

 

weight 

1 5 0 3 排水量 魚雷を海水中に全没させた場合の，魚雷が排

除した海水の質量。通常，海水比重は 1.025

が使用される。 

displacement 

1 5 0 4 浮量 海水中に全没，静止させた魚雷に働く，浮力

と重力との差。上向きの力を正，下向きの力

を負で表す。 

buoyancy 

1 5 0 5 航走後浮量 訓練などで，回収を必要とする魚雷におい

て，計画された航走終了後の浮量。 

buoyancy after run, 

end blind buoyancy 

1 5 0 6 雷軸 魚雷前後方向の中心軸。 

備考 付図11及び付図13参照 

torpedo axis 

1 5 0 7 トリム 魚雷の前後方向のバランスのことであり、魚

雷の雷軸(1506)上に投影した重心と浮心と

の距離で表す。 

重心に対して浮心が頭部側にある場合をア

ップトリム，尾部側にある場合をダウントリ

ムと呼ぶ。 

trim 

1 5 0 8 ヒール 魚雷のロール方向における固有の傾き。 

 備考 付図 11 参照 

heel 

1 5 0 9 けん(巻）引力 魚雷のローリング復元能力を表す値。魚雷を

ロール方向に 90゜回転させるのに要する魚

雷外周の接線方向の力で表される。 

pull around 

1 5 1 0 雷速 魚雷の航走中の速力。通常，平定雷速(1512)

をいう。 

torpedo speed 

1 5 1 1 管口雷速 発射管から魚雷を発射した場合，魚雷の最大

径の後端部が発射管口を通過したときの速

力。 

muzzle velocity 

1 5 1 2 平定雷速 魚雷の加速又は減速状態が終わって，ほぼ一

定になった雷速(1510)。 

steady state speed, 

velocity 

1 5 1 3 平均雷速 魚雷が航走した距離を，魚雷発動後の航走時

間で除した値。 

average speed 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 5 1 4 航走距離 発射又は投下された魚雷が自力で航走した

延べ距離。 

torpedo run, 

running range 

1 5 1 5 直進距離 魚 雷 が ジ ャ イ ロ 信 号 に よ っ て 直 進 航 走

(1530)する距離。 

straight run range 

1 5 1 6 最大航走距離 魚雷が有効に航走できる最大距離。 

 

max range 

1 5 1 7 初走距離， 

リーチ 

魚雷が発射されてから，調定斜進角(1604)に

よって変針を開始するまでの直進距離。 

備考1. 付図7参照 

  2. 1526参照 

reach 

1 5 1 8 エネイブル距

離 

魚 雷 が 発 動 (1564) し て か ら エ ネ イ ブ ル

(1646)になるまでの距離。 

enabling distance 

1 5 1 9 初探知距離 魚雷が目標を初めて探知(1698)して予測点

追尾(1705)を開始するときの魚雷と目標と

の距離。 

initial contact range

1 5 2 0 最大探知距離 ホーミング魚雷(1001)が，目標を探知(1698)

できる最大距離。 

maximum range of 

  detection 

1 5 2 1 ホーミング距

離 

ホーミング魚雷(1001)が定められた条件下

で目標を探知(1698)できる最大距離。 

maximum homing range 

1 5 2 2 雷道 空中雷道(1523)と水中雷道(1524)の総称。 

備考 付図13参照 

torpedo trajectory 

1 5 2 3 空中雷道 水上発射管(1444)などから発射後又は航空

機から投下後，魚雷が着水までに描く経路。 

備考 付図8及び付図12参照 

air trajectory 

1 5 2 4 水中雷道 魚雷が水中を航走して描く経路。 

単に雷道と呼ばれることもある。 

備考 付図8及び付図12参照 

underwater trajectory

1 5 2 5 初期雷道 発射された魚雷が，最初の調定深度(1559)で

安 定 航 走 (1532) に な る ま で の 水 中 雷 道

(1524)。 

備考 付図8及び付図12参照 

initial trajectory 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 5 2 6 斜進雷道 発射管の向きと異なる方向に航走するよう

に設定された魚雷が，発射後設定された方向

になるまでの経路。 

 備考 付図 9 参照 

trajectory from launch

  direction to heading

1 5 2 7 水平面雷道 水平面に投影した水中雷道(1524)。 

備考 付図9参照 

azimuth trajectory 

1 5 2 8 垂直面雷道 魚雷深度の時間的変化の記録。深度記録とも

いう。 

備考 付図9参照 

vertical trajectory 

1 5 2 9 航走パターン あらかじめ決められたプログラムに従って

航走する水中雷道(1524)。 

run pattern 

1 5 3 0 直進航走 コースジャイロ(1251)又は方位角センサで

方向制御を行い，決められた方向に向かって

直進的に航走すること。 

straight run 

1 5 3 1 ジャイロ航走 コースジャイロ(1251)からの操舵信号によ

って縦舵サーボを操作して航走すること。 

gyro run 

1 5 3 2 安定航走 魚雷がじょう(擾)乱を受けても，その原因が

消滅した場合は，設定された針路及び深度に

速やかに収束して航走すること。 

steady run 

1 5 3 3 定深航走 一定の深度で安定航走(1532)すること。 

備考 付図9参照 

constant depth run 

1 5 3 4 プログラム航

走 

あらかじめ設定された順序に従った雷道

(1522)及び雷速(1510)で航走すること。 

programed run 

1 5 3 5 蛇行航走， 

スネーク航走 

水平面雷道(1527)を蛇行形にしたプログラ

ム航走(1534)。 

備考 付図9参照 

snake run 

1 5 3 6 旋回航走 水平面雷道(1527)を円形にしたプログラム

航走(1534)。 

circular run 

1 5 3 7 スパイラル航

走 

水平面雷道(1527)をうず巻き形にしたプロ

グラム航走(1534)。 

spiral run 

1 5 3 8 ヘリカル航走 ホーミング魚雷(1001)の探索パターンの一

種で，ら（螺）旋状に航走すること。 

helical run 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 5 3 9 探索航走 目標を探知(1698)するまで，内蔵プログラム

又は外部からの指令によって，目標を探索

(1688)しながら航走すること。 

search run 

1 5 4 0 有線誘導航走 魚雷が母艦又は母機と電線などによって接

続された状態で情報を交換しながら目標に

命中するまで又はホーミング航走(1541)に

移行するまで航走すること。 

wire-guided run 

1 5 4 1 ホーミング航

走 

ホーミング装置(1290)によって，目標に向か

って航走すること。 

homing run 

1 5 4 2 犬追いホーミ

ング航走 

魚雷が，目標音の到来方向に向かうホーミン

グ航走(1541)。 

trailing edge homing 

  run 

1 5 4 3 出会いホーミ

ング航走 

魚雷が時々刻々の目標の情報を得て，予測命

中点に向かうホーミング航走(1541)。 

target prediction 

  homing run 

1 5 4 4 盲目航走 目標を追尾中に，ホーミング魚雷(1001)が目

標に十分接近した場合，ホーミング機能の一

部を休止したままで数秒間航走すること。 

blind run 

1 5 4 5 水面航走 操舵系などの故障によって，魚雷が水面を航

走すること。 

surface run 

1 5 4 6 偏斜 魚雷が設定された針路から外れて航走する

ことで角度又は距離で表される。 

sideways creep, 

sidewise creep 

1 5 4 7 最大航走深度 魚雷が有効な航走を保証された最大深度。 maximum operational 

  depth 

1 5 4 8 探索深度 

ＳＤ 

(えすでぃー)， 

初期探索深度 

ＩＳＤ 

(あいえすでぃー) 

魚雷が発射後に旋回探索(1692)又は蛇行探

索(1690)を行う，設定された深度。 

なお，深度をら旋状に変化させて探索を行う

場合，最初の探索深度(ＳＤ)を初期探索深度

(ＩＳＤ)という。 

備考 付図10参照 

search depth, 

initial search depth 

 

1 5 4 9 上方探索深度 浮潜探索(1694)を行う場合の設定最小深度。 search ceiling 

1 5 5 0 下方探索深度 浮潜探索(1694)を行う場合の設定最大深度。 

備考 付図10参照 

floor search depth 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 5 5 1 探索傾度切換

え深度 

浮潜探索(1694)を行う場合，浮潜探索角

(1597)を変更させる深度。 

備考 付図10参照 

the depth switching  

  the pitch angle 

1 5 5 2 上方制限深度, 

シーリング 

魚雷が，それ以上浅くは航走しないように設

定された深度。 

備考 付図10参照 

ceiling 

1 5 5 3 下方制限深度 魚雷が，それ以上深くは航走しないように設

定された深度。 

備考 付図10参照 

floor 

1 5 5 4 ストレータム 自艦の安全又は訓練発射における標的保護

のために，選択される魚雷の航走深度層。上

方制限(above limit)，下方制限(below)及び

制限なし(no limit)に選択できる。 

stratum 

1 5 5 5 航走深度 魚雷が航走する海面からの深度。 running depth, 

operating depth 

1 5 5 6 最小運用深度 魚雷が航走する海面からの深度で運用上の

最浅深度をいう。 

minimum operational 

  depth 

1 5 5 7 投下（発射）

最小深度 

海底に衝突させることなく魚雷を航走させ

るために投下（発射）時に必要な最小深度。

 備考 付図 8 及び付図 12 参照 

minimum depth for 

  launching 

1 5 5 8 圧壊深度 魚雷の外殻(1044)が外水圧で破壊する深度。

 

burst depth, 

crush depth 

1 5 5 9 調定深度 予め設定する航走初期の探索深度(1548)。 

 

set depth 

1 5 6 0 アーミング 起爆装置(1100)が安全状態から起爆待機の

状態に移ること又は移った状態。 

備考 NDS Y 0001参照 

arming 

1 5 6 1 艦底起爆方式 魚雷を水上艦船の艦底通過時に爆発させる

方式。 

firing under surface 

  vessel bottom 

1 5 6 2 感応距離 近接信管(1105)が，目標を感知して起爆でき

る距離。 

infuence firing range

1 5 6 3 発停 発動(1564)と自停(1565)のこと。 

 

start and cut-off  

1 5 6 4 発動 魚雷の動力装置が，作動を開始すること。 start 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 5 6 5 自停 内蔵機器の作動によって，推進軸の駆動が停

止すること。 

cut-off 

1 5 6 6 距離自停 航走距離(1514)を設定しておき，推進軸が，

その距離に相当するまで回転すると自停

(1565)に導く作動。 

range cut-off 

1 5 6 7 時間自停 

ＴＣＯ 

(てぃーしーおー) 

航走時間(1555)を設定しておき，設定時間に

なると自停(1565)に導く作動。 

timer cut-off 

1 5 6 8 過浅自停 

ＣＣＯ 

(しーしーおー) 

航走深度を制限しておき，魚雷がその制限深

度を超えて浅くなると自停(1565)に導く作

動。 

ceiling cut-off 

1 5 6 9 深度自停 

ＤＣＯ 

(でいしーおー) 

航走深度(1555)を制限しておき，魚雷がその

制限深度を超えて深くなると自停(1565)に

導く作動。 

depth cut-off 

1 5 7 0 近接自停 

ＡＣＯ 

(えーしーおー) 

訓練発射において，魚雷が目標に衝突するの

を避けるために，目標との距離を測って自停

(1565)に導く作動。 

attack cut-off 

1 5 7 1 直撃自停 

ＨＣＯ 

(えいちしーお

ー) 

訓練発射において，魚雷が目標に衝突するこ

とにより自停(1565)に導かれる作動。 

hit cut-off 

1 5 7 2 訓練自停 自停(1565)のうち訓練発射において，魚雷を

確実に回収することや自艦や僚艦に衝突さ

せないことを目的に条件を定めて自停させ

ること。 

exercise cut-off 

1 5 7 3 冷走 燃焼ガスによらないで，圧縮空気などで直接

主機関を駆動して，航走させること。 

cold run 

1 5 7 4 熱走 燃焼ガスによって，主機関を駆動して，航走

させること。 

hot run 

1 5 7 5 自冷航走 訓練用魚雷(1003)の訓練発射において，動力

装置冷却のために航走すること。 

cooling run 

 

1 5 7 6 軸端出力， 

軸出力 

推進軸後端における出力。推進器入力に等し

い。 

shaft out-put 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 5 7 7 比動力 燃料と酸化剤又は一液燃料を使用する魚雷

において，出力と燃料などの消費率との比を

表す数値。 

比動力（α）は，次の式で表される。  

 

  

 

ここに α：比動力(m) 

Ｐ：軸出力(kg･m/s) 

Ｆ：燃料消費率(kg/s) 

Ｏ：酸化剤消費率(kg/s) 

specific power 

1 5 7 8 ハードスター

ト 

a)  活性化された電池の全電圧を，瞬時に印

加して魚雷を発進させること。全電圧起

動ともいう。 

b)  燃料が着火の瞬時に燃焼室圧力が異常

に上昇すること。爆燃(1579)ということ

もある。 

hard start 

1 5 7 9 爆燃 液体燃料が過熱され，爆発的に燃焼する異常

事象。 

explosive combustion 

1 5 8 0 調和圧力 圧力制御弁によって一定に調整された圧力。

 

regulated pressure 

1 5 8 1 調圧 調和圧力(1580)に調整すること。 

 

pressure regulation 

1 5 8 2 射入 魚雷が着水(1584)又は射出後，調定深度

(1559)に達するまでの状態。 

 備考 付図 8 及び付図 12 参照 

water entry 

1 5 8 3 射入角 射入(1582)のときのピッチ角。 

 

initial dive angle, 

initial climb angle 

1 5 8 4 着水 魚雷が，空中から水中に突入すること。 

備考 付図8参照 

water entry 

1 5 8 5 着水角 魚雷の着水時において，魚雷の先端が水面に

接したときの雷軸(1506)と水面との角度。 

備考 付図8参照 

angle of entry 

1 5 8 6 潜入角 魚雷が斜め下方に向かって航走するときの

ピッチ角。 

dive angle 

OF
P
+

=α
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 5 8 7 初 期 潜 入 角 魚雷が着水(1584)又は射出後，最初の調定深

度(1559)に達するまでの潜入角。 

備考 付図8及び付図12参照 

initial dive angle 

1 5 8 8 浅深度初期潜

入角 

初期探索深度(1548)を浅深度に調定した場

合の潜入角。 

shallow initial dive 

 angle 

1 5 8 9 深深度初期潜

入角 

初期探索深度(1548)を深深度に調定した場

合の潜入角。 

deep initial dive 

  angle 

1 5 9 0 浅深度探索潜

入角 

探索傾度切換え深度(1551)以浅での潜入角。 

 

shallow search dive 

  angle 

1 5 9 1 深深度探索潜

入角 

探索傾度切換え深度(1551)以深での潜入角。 

 

lower search dive 

  angle 

1 5 9 2 上昇角 魚雷が斜め上方に向かって航走するときの

ピッチ角。 

climb angle 

1 5 9 3 初期上昇角 潜水艦から発射された魚雷が，発射深度より

浅い調定深度(1559)に向かって上昇すると

きのピッチ角。 

備考 付図12参照 

initial climb angle 

1 5 9 4 浅深度探索上

昇角 

探索傾度切換え深度(1551)以浅での上昇角。 shallow search 

  climb angle 

1 5 9 5 深深度探索上

昇角 

探索傾度切換え深度(1551)以深での上昇角。 lower search climb 

  angle 

1 5 9 6 自由浮潜角 安定航走条件を判定するために使用される

量。深度誤差１ｍを与えた場合に，横舵角が

０゜となるためのピッチ角。 

free pitch angle 

1 5 9 7 

 

浮潜探索角 

 

浮潜探索(1694)時のピッチ角。 

 

search angle 

 

1 5 9 8 上方深度回復

角 

魚雷が浅深度を探索上昇中に，上方制限深度

(1552)を超えた場合の潜入ピッチ角。 

ceiling recovery 

  angle 

1 5 9 9 蛇行角 蛇行航走(1535)中における魚雷の基準方位

と瞬時航走方位とがなす最大角度。 

snake angle 

1 6 0 0 安定航走角 定深航走(1533)中の魚雷が，水中重量と揚力

とをバランスさせるために取るピッチ角。 

steady run angle 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 6 0 1 傾走角 直進魚雷を，目標に向かって上昇又は潜入さ

せるときの雷道(1522)と水平面とがなす設

定角度。 

vertical frajectory  

  angle 

1 6 0 2 斜進角 自艦の艦首尾線と，魚雷が発射後変針すべき

方位とがなす角度。 

備考 付図7及び付図9参照 

gyro angle 

1 6 0 3 最大調定斜進

角 

調定可能な斜進角(1602)の最大値。 

 

maximum heading 

  angle 

1 6 0 4 調定斜進角 発射管軸方位と，魚雷が発射後変針すべき方

位とがなす角度。 

備考 付図7参照 

heading relative to 

  launch direction 

1 6 0 5 緯度修正 ジャイロ航走(1531)を行う魚雷において地

球の自転によって生じる針路差を，緯度に応

じて修正すること。 

latitude correction 

1 6 0 6 ケージング ジャイロのジンバルが自由に回転しないよ

うに，基準位置に保持すること。 

caging 

1 6 0 7 アンケージン

グ 

ケージングを解いて，ジンバルを自由にする

こと。 

uncaging 

1 6 0 8 輪転初回転 高圧空気，スプリングなどのエネルギーを使

用して，瞬時に高速回転を与えて起動する方

式のジャイロにおいて，そのエネルギーが断

たれた直後のロータの回転速度。 

initial gyro rotor 

  r.p.m 

1 6 0 9 制止秒時 初期雷道(1525)を良好に保つために，発進直

後魚雷の舵を一定に保持する時間。 

brake seconds 

1 6 1 0 制止回転数 制止秒時(1609)を推進軸の回転数によって

設定している場合，その間の推進軸の総回転

数。 

brake r.p.m 

1 6 1 1 初度角 制止秒時(1609)中の設定舵量。 

 

initial steering angle

1 6 1 2 最大操舵量 可動操舵角の上限（下限）値。 

 

maximum  steering  

  angle 

1 6 1 3 水平操舵 魚雷のヨー軸回りの運動を制御するために

かじを動かすこと。 

azimuth steering 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 6 1 4 垂直操舵 魚雷のピッチ軸回りの運動を制御するため

にかじを動かすこと。 

pitch steering 

1 6 1 5 止転操舵 ロール修正(1626)のために，かじを動かすこ

と。 

roll stabilizing 

1 6 1 6 ピッチレート 魚雷のピッチ軸の回りの旋回角速度。 pitch rate 

1 6 1 7 ロールレート 魚雷のロール軸の回りの旋回角速度。 roll rate 

1 6 1 8 ヨーレート旋

回率 

魚雷のヨー軸回りの旋回角速度。 yaw rate 

1 6 1 9 探索航走傾度 探索航走(1539)中の魚雷の設定ピッチ角。 search angle 

1 6 2 0 跳出 航走中に，魚雷の全体又は一部が水面から露

出すること。 

broach 

1 6 2 1 水平探索ドリ

フト 

魚雷が，水平探索(1691)中に起こした深度変

化量。 

flat search drift 

1 6 2 2 レート積分モ

ード 

検出した角速度（レート）を遂次積分して姿

勢角あるいは方位角を検出する姿勢角セン

サの演算モード。純慣性モードということも

ある。 

rate integral mode 

1 6 2 3 レベリングモ

ード 

レート積分モードの演算結果が，重力加速度

による姿勢角に収束する姿勢角センサの演

算モード。 

leveling mode 

1 6 2 4 反跳 着水時に魚雷が水面で跳ねる現象。 

 

surface bounce 

1 6 2 5 キムラブロー

チ 

着水直後の短時間内に魚雷が海面に現れる

又は跳出(1620)する事象。 

米海軍技師キムラ氏がこの運動制御特性を

解析したことでこの名がつく。 

Kimura broach 

1 6 2 6 ロール制御止

転， 

ロール修正 

航走中のロール角を小さくするために，魚雷

のロール角及びロール角速度を検知し，魚雷

に止転舵を取らせること。 

roll control, 

roll correction 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 6 2 7 ヒール修正 魚雷のヒール(1508)を少なくするための操

作。バラスト調整，航走試験の結果による推

進器(1163)の形状修正，ひれ取り付け角など

の修正，航走中に魚雷の操舵系による自動的

修正などの方法がある。 

heel correction 

1 6 2 8 内方傾斜 魚雷が旋回中，内側にヒール(1508)が発生す

ること。 

inner heel 

1 6 2 9 外方傾斜 魚雷が旋回中，外側にヒール(1508)が発生す

ること。 

outer heel 

1 6 3 0 縦横舵干渉作

用 

魚雷がロールしたために，縦舵(1260)が垂直

成分，横舵(1261)が水平成分を生ずる干渉作

用。 

excessive rolling 

  steering effect 

1 6 3 1 転動 魚雷が，正常航走可能な限度を超えて大きく

ロール方向に回転すること。 

excessive rolling 

1 6 3 2 操舵感度 傾感度(1633)，深感度(1634)及びコース感度

(1635)の総称。 

sensitivity of 

  steering 

1 6 3 3 傾感度， 

ピッチ感度 

ピッチ角誤差１゜当たりの操舵量。 pendulum stiffness, 

  pitch sensitivity 

1 6 3 4 深感度 深度誤差１m 当たりの操舵量。 

 

depth sensitivity 

1 6 3 5 コース感度 コース角誤差１゜当たりの操舵量。 

 

course sensitivity 

1 6 3 6 ヒール感度 ヒール角１゜当たりの修正操舵量。 

 

heel sensitivity 

1 6 3 7 摩擦感度 操舵系が，ペンジュラムなどの摩擦に打ち勝

って作動するために必要な魚雷の最小の傾

度差又は深度差。 

friction sensitivity 

1 6 3 8 ピッチレート

感度 

ピッチ角速度が 1゜/s のときのピッチ修正舵

角。 

sensitivity of 

  pitch rate 

1 6 3 9 ロールレート

感度 

ロール角速度が 1゜/s のときのロール修正舵

角。 

sensitivity of roll 

  rate 

1 6 4 0 ヨーレート感

度 

ヨー角速度が 1゜/s のときのヨー修正舵角。 sensitivity of yaw 

  rate 

1 6 4 1 調定 所定の航走プログラムを魚雷外部から電気

的に設定すること。 

preset 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 6 4 2 ディジタル調

定 

魚雷外部から所定の調定をディジタル方式

で設定すること。 

digital preset 

1 6 4 3 自己診断 装置内蔵の機能モジュール，入出力インタフ

ェースなどを作動，計測することによって装

置自身で行う診断機能。電源投入後，自動的

に実行されるＢＩＴ(built in test)なども

含まれる。 

self test 

1 6 4 4 テストモード 外部からの指令によって実行される管制器

(1303)の単体試験モード。 

test mode 

1 6 4 5 ディジタル調

定プロトコ

ル 

ディジタル調定(1642)を行うために設定し

た通信規約。 

Digital preset 

protocol 

1 6 4 6 エネイブル 魚雷のホーミング装置(1290)が作動を開始

して，目標の攻撃が可能となること又はなっ

ている状態。 

enable 

1 6 4 7 プリエネイブ

ル 

エネイブル(1646)以前の状態。 pre-enable 

1 6 4 8 深度エネイブ

ル 

魚 雷 が 垂 直 操 舵 に よ る ホ ー ミ ン グ 航 走

(1541)が可能となること又はなっている状

態。 

depth enable 

1 6 4 9 航走ステータ

ス 

発射から着水，航走開始などの航走状態やホ

ーミング状況などの魚雷作動状態を表す。 

status 

1 6 5 0 ホーミングモ

ード 

アクティブ，パッシブなど魚雷のホーミング

方式の区別を表す。 

homing mode 

1 6 5 1 アクティブモ

ード 

魚雷から音波を送波し，目標からのエコー信

号を検出し，目標に誘導する魚雷の探索モー

ド。 

active mode 

1 6 5 2 パッシブモー

ド 

目標の放射雑音を検出して，目標に自己誘導

する魚雷の探索モード。 

passive mode 

1 6 5 3 受波感度， 

受波電圧感度 

自由音場内平面進行正弦波の音圧によって，

電気音響変換器に生じる起電力を，電気音響

変換器をおかないときの音場音圧で除した

値。 

備考 NDS Y 0012参照 

free-field voltage 

  sensitivity 



 

Y 0041 

 

32 

番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 6 5 4 ビームシフト 送受波器が形成する音響ビームの主極中心

軸を雷軸(1506)から意図的にずらせること。

beam shift 

1 6 5 5 送波感度， 

送波電圧感度 

電気音響変換器を正弦波により電気的に駆

動するとき，指定した方向の遠距離音場で観

測される音圧を音響変換器に加わる電圧で

除した値。 

備考 NDS Y 0012参照 

sensitivity to voltage

1 6 5 6 送波電力感度 電気音響変換器を正弦波により電気的に駆

動するとき，指定した方向の遠距離音場で観

測される音圧を音響変換器に入る実効電力

の平方根で除した値。 

備考 NDS Y 0012参照 

sensitivity to 

  electric power, 

sensitivity of 

  transmitter power 

1 6 5 7 ターゲットス

トレングス 

遠距離音場で観測される目標からの反射波

の音の強さを，目標の音響中心からの単位距

離に換算し，これを入射波の音の強さで除し

た値の常用対数の 10 倍。 

備考 NDS Y 0011参照 

target strength 

1 6 5 8 目標音源レベ

ル 

パッシブソーナーの対象とする目標の放射

雑音レベルであって，遠距離音場で観測され

る音圧レベルを，目標の音響中心からの単位

距離における音圧レベルに換算した値。 

備考 音圧レベル：NDS Y 0011参照 

target source level 

  index level 

1 6 5 9 磁わい（歪）

現象 

ある種の磁性物質に磁界を加えるとき，ひず

み（歪）又は応力が発生し，逆にひずみ（歪）

又は応力を加えるとき，起磁力が発生する現

象。 

備考 NDS Y 0012参照 

magnetostrictive 

  phenomenon 

1 6 6 0 電わい（歪）

現象 

強誘電物質（自発電気分極を持つ誘電性物

質）に現われる圧電現象。 

備考 NDS Y 0012参照 

electrostrictive 

  phenomenon 

1 6 6 1 ＰＦＭ 

(ぴーえふえむ) 

キャリア信号の周波数が時間と共に変化す

る送信パルス。 

備考 NDS Y 0012参照 

pulsed frequency 

  modulated wave 

1 6 6 2 マルチビーム ２個以上の音響送波又は受波ビームを形成

すること。 

multi beam 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 6 6 3 ＰＣＷ 

（ぴぃーしーだ

ぶりゅ） 

送信パルスのキャリア信号の周波数が一定

であるもの。 

備考 NDS Y 0012参照 

pulsed continuous wave

1 6 6 4 送信間隔 単パルス又は複数のパルスからなる音波の

送信から次の音波の送信までの時間。 

ping interval 

1 6 6 5 自己雑音 魚雷航走時，目標音及びＴＣＭ(1971)音がな

い状態における受信音レベルのこと。 

self noize 

1 6 6 6 セットノイズ エンジンや主電動機などを作動させない静

止状態における通電状態での受信音レベル

のこと。 

set noize  

1 6 6 7 ＴＶＧ 

(ていーぶいじ

ー) 

アクティブホーミング魚雷において，過大な

残響入力による受信器の飽和を防止するた

めに，受信器の利得を送信と同時に低下さ

せ，その後漸増させること。 

備考 NDS Y 0012参照 

time varied gain 

1 6 6 8 ＯＤＮ 

(おーでいーえ

ぬ) 

アクティブホーミング魚雷における，送信信

号又は受信信号の周波数について，魚雷の運

動に基づくドップラー変移分の消去補正を

行うこと。 

備考 NDS Y 0012参照 

own doppler 

  nullification 

1 6 6 9 音圧ゲート 魚雷のホーミング装置(1290)の受信音圧が，

あらかじめ設定された規定レベル以上にな

ったときに作動する信号処理。 

amplitude gate 

1 6 7 0 ドップラーゲ

ート 

ドップラー効果を利用し，移動目標の反射音

と海底など静止状態の反射音周波数が異な

ることを着目し，ドップラーをもつ周波数の

受信音があらかじめ設定したしきい値以上

になったときに作動する信号処理。 

doppler gate 

1 6 7 1 レンジゲート 複数のエコー音情報からエコー接近率をも

とに特定区間のレンジの音のみを目標とみ

なす信号処理。 

range gate 

1 6 7 2 アンチゲート 魚雷が，ある条件下では，信号を受けても，

ホーミング操舵を行わないようにする信号

処理。 

anti-gate 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 6 7 3 トリップ 魚雷がホーミング信号を受けて，操舵制御装

置に指令を送る作動。 

trip 

1 6 7 4 クローズイン ホーミング航走(1541)中の魚雷が目標に接

近した場合，近距離での追尾性能を良くする

目的のために，誘導制御系のモードを変える

こと。 

close in 

1 6 7 5 ダブルパルス １回の探信で２個の超音波パルスを送信す

ることをいう。 

double pulse 

1 6 7 6 ブランキング 魚雷のホーミング装置(1290)の受信系又は

送信系を一時停止すること。送信，受信及び

レンジのブランキングがある。 

blanking 

1 6 7 7 ホールドイン 目標を探知(1698)していた魚雷のホーミン

グ装置(1290)が目標の信号を受信しなくな

っても，一定時間，引き続き最終情報によっ

て操舵信号を出すこと。 

hold in 

1 6 7 8 ステアリング

ゲート 

ＳＴＧ 

(えすてぃーじ

ぃー) 

目標の存在を認識し，管制器(1303)からの信

号で操舵している状態。 

steering gate 

1 6 7 9 ホーミングレ

ンジ 

アクティブホーミング魚雷における送信か

ら，目標検出までの時間差を，目標距離に換

算した値。 

homing range 

 

1 6 8 0 ＳＢ相関 

（えすびー） 

左右又は上下の２本の音響ビーム信号を相

関（乗算）し，相関出力から目標を検出する

方法。 

split beam correlation

1 6 8 1 偽エコー 目標以外からの反射するエコー。 

例えば，海底や海面からの反射などを言う。

false echo 

1 6 8 2 プリファード

エコー 

複数のエコーを検知した場合，魚雷が優先し

て追尾するエコー。 

preferred echo 

 

1 6 8 3 エリアゲート レンジゲート(1671)に，エコー音の方位情報

を加味して特定の空間（エリア）の音のみを

目標とみなす信号処理。 

area gate 

1 6 8 4 有線誘導 発射母機（艦）から誘導電線により航走指令

を送り魚雷航走を操作すること。 

wire-guidance 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 6 8 5 目標運動予測 現時点での目標運動の最適な推定値に基づ

いて，未来の目標運動を予測すること。 

target movement 

  prediction 

1 6 8 6 目標検出 目標識別(1687)の前段階において，各種受信

信号が条件に満足するかを判定すること。 

target detection 

1 6 8 7 目標識別 受信した音響情報などをもとに目標である

か否かを判断すること。 

classification 

1 6 8 8 探索 目標を探知するまで，あらかじめ定められた

航走パターンに従って，目標を探しながら航

走している状態。 

search 

1 6 8 9 直進探索 魚雷が，直進航走(1530)を行いながら探索す

ること。 

straight search 

1 6 9 0 蛇行探索 魚雷が，蛇行航走(1535)を行いながら探索す

ること。 

snake search 

1 6 9 1 水平探索 魚雷がピッチ角０゜で航走を行いながら探

索すること。 

flat search 

1 6 9 2 旋回探索 魚雷が，旋回航走(1536)を行いながら探索

(1688)すること。 

circle search 

1 6 9 3 ヘリカル探索， 

ら(螺)旋探索 

魚雷が，ヘリカル航走(1538)を行いながら探

索(1688)すること。 

helical search 

1 6 9 4 浮潜探索 魚 雷 が 上 昇 又 は 潜 入 を 行 い な が ら 探 索

(1688)すること。 

depth search 

1 6 9 5 定深探索 魚雷が，定深航走(1533)を行いながら探索

(1688)すること。 

level search 

1 6 9 6 再探索 魚雷がホーミング航走(1541)中に目標を見

失い，再び探索(1688)を行うこと。 

re-search  

1 6 9 7 探索モード 舵行，旋回など魚雷の探索種別を表す。 

 

search mode 

1 6 9 8 探知 魚雷が，有効な信号を受けて，目標の存在を

認識すること又は目標が存在すると判断す

ること。 

備考 NDS Y 0012参照 

contact detection 

1 6 9 9 初探知 探索中の魚雷が初めて目標を探知(1698）し

た状態。 

initial contact 



 

Y 0041 

 

36 

番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 7 0 0 失探 ホーミング航走(1541)中の魚雷が，探知

(1698)できなくなること。 

備考 NDS Y 0012参照 

lost contact, 

lost target 

 

1 7 0 1 虚探知 探索中の魚雷が，真の目標以外のものを認識

すること。 

備考 NDS Y 0012参照 

false contact 

1 7 0 2 再探知 再探索中の魚雷が，失探(1700)した目標を再

び探知(1698)すること。 

備考 NDS Y 0012参照 

re-contact 

1 7 0 3 捕捉 魚雷が，ホーミング航走(1541)可能な目標信

号を十分に得ている状態。 

acquisition 

1 7 0 4 アスペクト 魚雷から見てセンサの基準軸に対する目標

艦の向き。 

通常“艦首”，“ななめ艦首”，“正横”，“艦尾”

などと表現する。 

備考 NDS Y 0012参照 

aspect 

1 7 0 5 追尾 目標を捕捉(1703)しつつ，目標に向かってホ

ーミング航走(1541)している状態。 

備考 NDS Y 0012参照 

tracking pursuit 

1 7 0 6 ステアウェイ 訓練用魚雷(1003)の航走停止動作の時，目標

への衝突をさけるため，回避しながら浮上す

る機能。ステアオフということもある。 

steer away 

1 7 0 7 ターンアウェ

イ 

訓練用魚雷(1003)の航走において目標への

衝突をさけるため，一定の距離に接近する

と，潜入し回避する機能。 

turn away 

1 7 0 8 検証 探知後，得られた受信データから目標である

か否かを判断し，また目標の運動を推定，予

測する状態。 

verification 

1 7 0 9 ターミナル誘

導 

魚雷が目標に一定距離以内に接近したとき，

目標に命中する終末段階での航走を制御す

る誘導。 

terminal attack 

1 7 1 0 再捕捉予測点 予測点追尾(1711)を開始して目標を見失っ

た後，目標の再捕捉が予想される位置。 

predicted acquisition

  position  
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 7 1 1 予測点追尾 予測した未来の目標位置に向かって追尾 

(1705)すること。 

predicted trajectory 

1 7 1 2 Ａレンジ 

(えー) 

目標までの距離が遠距離にある状態。 A range 

1 7 1 3 Ｂレンジ 

(びー) 

目標までの距離が中距離にある状態。 B range 

1 7 1 4 Ｃレンジ 

(しー) 

目標までの距離が近距離にある状態。 C range 

1 7 1 5 Ｄレンジ 

(でぃー) 

目標までの距離が至近距離にある状態。 D range 

1 7 1 6 ホーミング性

能 

魚雷の探知能力，追尾能力などの総称。 acoustic homing 

  performance 

1 7 1 7 ＴＣＣＭ 

(てぃーしーし

ーえむ) 

ＴＣＭ(1971)に対する魚雷側の対抗手段。 torpedo counter 

  countermeasures 

1 7 1 8 ジャマ- ＴＣＭ(1971)の一種で魚雷のホーミングを

妨害することを目的に欺まん音又は妨害音

を発生する装置。 

備考 NDS Y 0012参照 

jammer 

1 7 1 9 デコイ ＴＣＭ(1971)の一種で魚雷のホーミングを

混乱させることを目的に欺まん音を発生す

る装置。 

備考 NDS Y 0012参照 

decoy 

1 7 2 0 パルサー 静止式ジャマ－(1718)の一種で，パルス的妨

害音を発生する装置。 

pulser 

1 7 2 1 バラージ 静止式ジャマ－(1718)の一種で，広帯域の妨

害音を発生する装置。 

barrage jamming 

1 7 2 2 スポット 静止式ジャマ－(1718)の一種で，狭帯域の妨

害音を発生する装置。 

spot jamming 

1 7 2 3 クリック 静止式ジャマ－(1718)の一種で，ジャミング

する周波数をクリックレートと呼ばれる周

期でシフトしながら妨害音を発生する装置。 

click jamming 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 7 2 4 浮遊式投射型

ジャマー 

静止式ジャマー(1718)の一種で水上艦に艤

装された発射機から投射され，発射艦から離

隔した位置に着水した後に妨害音を発生す

る装置。 

floating acoustic  

  jammer 

1 7 2 5 潜水艦用射出

型ジャマー 

静止式ジャマー(1718)の一種で潜水艦から

射出された後に妨害音を発生する装置。 

noize augmentation  

  emitter 

1 7 2 6 えい（曳）航

具 

水上艦用からのえい（曳）航式ジャマー

(1718)で水上艦からえい（曳）航されながら

妨害音を発生する装置。デコイ(1719)として

の機能を有す場合もある。 

備考 NDS Y 0012参照 

towed torpedo 

  countermeasures 

1 7 2 7 自走式デコイ デコイ(1719)の一種で水中を航走しながら

魚雷からの送信音に対して疑似エコー音を

発生する器材。 

mobile decoy 

1 7 2 8 レンジスティ

ール 

魚雷からの送信音に対するデコイ(1719)手

法で，疑似エコー音に運動による距離欺まん

模擬を付加した欺まん手法。 

range steal 

1 7 2 9 ベロシティス

ティール 

魚雷からの送信音に対するデコイ(1719)手

法で，疑似エコー音に速度欺まん模擬を付加

した欺まん手法。 

velocity steal 

k) 操法に関する用語 

番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 9 3 0 発射 a) 発射管などから，空気圧，水圧又は自走

によって魚雷を発進させること。 

b) 広義では，航空機，ロケットなどを使用

して，魚雷を発進させること。 

fire, 

launch 

1 9 3 1 空気発射 圧縮空気を直接発射管内に供給して，魚雷を

打ち出すこと。 

pneumatic launch 

1 9 3 2 水圧発射 圧 縮 空 気 を 水 中 発 射 管 (1447) の 射 出 筒

(1452)に供給し，発生する水圧によって魚雷

を打ち出すこと。 

hydraulic launch 

1 9 3 3 自走発射 水中発射管(1447)などの中で魚雷を発動さ

せ，自力航走によって発進させること。 

swim out 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 9 3 4 露頂発射 潜水艦が，潜望鏡深度で魚雷を打ち出すこ

と。 

periscope depth launch

  （PD launch） 

1 9 3 5 サルボ 複数本の魚雷を連続的に発射すること。 

 

salvo 

1 9 3 6 ダミー発射 ダミー魚雷(1004)又は発動しないように調

整した魚雷を打ち出すこと。 

dummy launch 

1 9 3 7 きょう発射 発射きょう(1455)を使用して，魚雷を自走発

射(1933)させること。 

cage launch 

1 9 3 8 射出 魚雷が，発射によって動き出してから，尾部

後端が発射管から離れるまでの状態。 

備考 付図12参照 

fire out 

1 9 3 9 水打ち 水中発射管(1447)の機能確認又は発射訓練

のために，魚雷を装てんしないで発射作動を

行うこと。 

under-water injection

1 9 4 0 空打ち 水上発射管(1444)の機能確認又は発射訓練

のために，魚雷を装てんしないで発射作動を

行うこと。 

exercising 

1 9 4 1 ＡＩＲ／ＡＳ

ＲＯＣモー

ド発射 

短魚雷(1008)において航空機（固定翼モー

ド）及び ASROC から発射する場合の発射法。 

AIR/ASROC launch 

1 9 4 2 発射管モード

発射 

短魚雷(1008)において水上発射管(1444)か

ら発射する場合の発射法。 

TUBE launch 

1 9 4 3 機側発射 魚雷発射指揮装置（ＴＤＣ）(1400)の管制で

なく発射プラットフォームから直接行う発

射のこと。 

local controlled 

  launch 

1 9 4 4 発射種別 魚雷発射方法の区別。発射管，ロケットラン

チャー及び航空機による発射の３種別があ

る。 

launching mode 

1 9 4 5 ＨＡＴＳ 

（はっつ） 

ホバリング状態のヘリコプタから投下し，斜

進角(1602)を設定して，特定方位に航走させ

る方式。 

helicopter attack 

  torpedo system 

1 9 4 6 発射管深度 水中発射管(1447)の中心の深度。 

 

torpedo tube depth 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 9 4 7 発射管占位差 観測中心から，発射管口までの水平距離。 

備考 付図7参照 

horizontal distance 

from observation 

origion to torpedo 

tube exit 

1 9 4 8 発射管据付け

角， 

発 射 管 開 度 

艦首尾線と固定した発射管軸とが水平面に

おいてなす角度。 

備考 付図7参照 

tube installation 

  angle,  

tube spread angle 

1 9 4 9 調定諸元 魚雷使用に先立ち，意図した効果を発揮する

ように設定される性能及び機能に関する諸

元。 

preset contents fire 

  control setting 

1 9 5 0 発射調定 魚雷の発射（投下）に際して魚雷の調定諸元

(1949)を最適値に設定すること。 

プリセットということもある。 

preset 

1 9 5 1 雷道交角 目標の針路と魚雷針路とのなす角度。 

通常，目標艦船の向首方位から魚雷に向かっ

て右又は左へ 180゜まで測る。 

備考 付図7参照 

torpedo track angle 

1 9 5 2 的角 目標の速力ベクトルの方向と照準線とのな

す角をいい，的針線から右回りに 360゜まで

水平面で測る。 

備考 付図7及び付図14参照 

target angle 

1 9 5 3 開角 開角発射における隣接する魚雷針路間の角

度。 

spread angle 

1 9 5 4 射角 発射時における照準線及び観測中心と魚雷

命中点とを結ぶ線とのなす角度。 

備考 付図7参照 

deflection angle 

1 9 5 5 進出角 照準線と艦首尾線とのなす角度で目標進行

方向の角度を正とする。 

備考 付図7参照 

lead angle 

1 9 5 6 撃角 弾 着 点 に お け る 目 標 表 面 の 法 線 と 雷 軸

(1506)との交角。 

備考1. NDS Y 0006参照 

2. 付図13参照 

impact angle 

1 9 5 7 命中公算 魚雷が目標に命中する確率。 

 

hit probability 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 9 5 8 カバレージ サルボ(1935)において両翼魚雷がはさむ的

針(1969)線上の距離と目標長との比。百分率

で表す。 

coverage 

1 9 5 9 ミスディスタ

ンス 

魚雷が目標を外れて通過したときの目標と

魚雷との最短距離。 

miss distance 

1 9 6 0 ラミナディス

タンス 

ホーミング魚雷(1001)の命中計算に必要な

補正量。 

備考 付図14参照。 

laminar distance 

1 9 6 1 計出距離 魚雷発射指揮装置(1400)で刻々計出した目

標中心と自艦観測中心との距離。 

generated range 

1 9 6 2 横偏量， 

魚雷縦距 

魚雷が調定斜進角(1604)変進後に取る針路

と射出時の発射管口からこれに平行に引い

た線との水平間隔。 

備考 付図7参照。 

advance 

1 9 6 3 射点沈没 発射した魚雷が発射点付近で沈没すること。 

 

sinking at splash 

  point 

1 9 6 4 射点浮上 発射した訓練用魚雷(1003)が発射点付近で

浮上し，航走しないこと。 

rising at splash point

1 9 6 5 駆水 訓練又は試験発射において魚雷を浮上，回収

する目的のため，さく薬などの代わりに注入

した液体を，圧縮空気などを使用して本体外

に排出すること。 

dummy weight liquid 

  discharge 

1 9 6 6 駆水秒時 魚雷が駆水(1965)を開始してから終了する

までの時間。 

drain duration 

1 9 6 7 駆水運動秒時 魚雷の推進装置が停止後，駆水(1965)を開始

するまでの時間。 

drain start timing 

  from engine stop 

1 9 6 8 的速 

 

目標の速力。 

備考 付図7及び付図14参照 

target velocity 

1 9 6 9 的針 

 

目標の進行方向を示す角度。真北から船首方

向を時計回転方向に測った角度。 

備考 付図7参照 

target course 

1 9 7 0 目標長 目標の全長。 

備考 付図7参照 

target length 
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番 号 用   語 意    味 対応英語（参考） 

1 9 7 1 ＴＣＭ 

（てぃーしーえむ） 

魚雷攻撃に対する対抗手段。おとり（デコ

イ），妨害（ジャマー）などのソフトキルと

魚雷を破壊することを目的としたハードキ

ルなどがある。 

torpedo  

  countermeasures 
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全 長（1501）

頭部（ 1030 ） 胴部（1037） 尾部（ 1040）

直径（1500）

先端部（ 1035 ） 

魚   雷（1000）

実用頭部（1031）又は訓練用頭部（ 1033 ）

本   体（1034） 

先端部（1035）

尾部（ 1040）胴部（1037）

付図 1 魚雷(1000)の外観・構成 
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ひれ（1041） 

後方推進器 

外皮（1045）

外殻（1044） 

スラストラグ溝（1043） 

接合環（1047） 

前方推進器

導流環（1042）

縦かじ（舵）（1260） 

ひれ（1041） 

ひれ（1041） 

縦舵（1260）

横舵（1261） 

ひれ（1041） 

後方推進器

前方推進器

横かじ（舵）（1261）

ひれ（1041） 

付図 2 尾部(1040)の外観・構成の一例 
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二重反転機関（1151）の一例 

ピストン
斜板

外軸

内軸

前方推進器 

後方推進器 

燃焼室 

(1156) 

回転弁 

弁座 
シリンダバレル(1152) 

二重反転電動機（1159）の一例 

二重反転推進器(1164) 

前方推進器 

後方推進器 界磁部 電機子

外軸

内軸

二重反転推進器(1164) 

付図 3 推進系の主機関・主電動機の一例 
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後方推進器 

前方推進器 

二重反転推進器（1164）の一例 

ステータ 

ロータ 

シュラウド(1166)

ポンプジェット（1165）の一例 

付図 4 推進器(1163)の一例 
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〈後方より見る〉 

〈前方より見る〉 

付図 5 水上発射管(1444)の一例 
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滑弁集合タンク（1453）

発射気蓄器 

発射弁 

ポンプ

前管
後管

後扉（1449） 
集合タンク（1453）

射出装置本体_ 

発射弁

水圧筒 給水筒 

給水弁

前扉(1448)

付図 6 水中発射管(1447)の一例 
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北 

的針（1969） 

的速（1968） 目標長 

(1970) 

的角（1952） 

照 

準 

線 

射角（1954）

進出角 

（ 1955 ） 斜進角
（1602）

発 射 管 
据付け角 
(1948) 調定斜進角

(1604)

横偏量（1962） 

初走距離（1517）

発射管占位差（1947） 

観測中心 

艦
首
尾
線 

発
射
管
軸

魚雷針路

雷道交角（1951）

付図 7 操法（水平面）の一例 
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投下最小深度 

空中雷道（1523）

着水角（ 1585 ） 着水（1584）

初期潜入角（1587） 

射入（ 1582 ） 

初期雷道（1525）

水中雷道（1524）

   （1557）

海 面 

付図 8 航空機からの運用の一例 
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水平面雷道（1527）

斜進角（1602）

斜進雷道（1526） 蛇行航走（1535）

垂直面雷道（1528） 

定深航走（1533）

潜水艦 

潜水艦

海面 

潜水艦

付図 9 潜水艦からの運用の一例 
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海 面

付図 10 深度に関する一例 

上
方
制
限
深
度
（
15
52

）

探
索
深
度
(1
54
8）

探
索
傾
度
切
換
え
深
度
（
15
51
）

下
方
探
索
深
度
（
15
50
）

下
方
制
限
深
度
（
15
53
）
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 付図 11 魚雷の姿勢に関する一例 

ピッチ 

ロール 

ヨー 雷軸（1506）

横中心線 

縦中心線 

ヒール（1508） 

横中心軸 

縦中心軸 

魚雷の後方から見る 

導子（1046） 

導子（1046） 
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水上発射の一例 

空中雷道（1523） 

初期潜入角（1587） 

射入（1582） 

初期雷道（1525） 

水中雷道（1524） 

海 面 

投下最小深度（1557） 

投下最小深度（1557） 
射入（1582） 

射入（1582） 

射出（1938） 

水中発射管（1447） 

初期上昇角（1593） 

初期潜入角（1587） 

水上発射管（1444） 

海 面 

水中発射の一例 

付図 12 魚雷の雷道に関する一例 
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雷軸（1506） 

雷道（1522）

撃 角
（1956）

目標表面 

目標表面の法線 

目標表面の接線 

付図 13 目標命中の終末段階に関する一例 
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付図 14 命中計算の一例 

注(１)ホーミングビームの中心が標的と重なるまでの時間 

的速×Ｔ（注１）

的
角
（
19
52
）

距
離

発射針路

雷
速

×
Ｔ

（
注

１
）

雷
速

（
1
5
1
0
）

ラ
ミ

ナ
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
（
1
9
6
0
）

的 速（1968）

注(１) 
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第 Ⅱ 章 
水 中 武 器 用 語 
機       雷 

 

1. 適用範囲 この規格は，水中武器のうち機雷及びその敷設装置に関する主な用語とその意味

について規定する。 

 この規格でいう水中武器 (underwater weapon) とは，目標を水中で破壊する目的で作られた弾

薬及びその訓練の目的で作られた弾薬並びにこれらの弾薬を発射，投射または投下する目的で作

られた器材で，広義には，掃海器材なども含む。 

    備考 目標とは，水上艦船，潜水艦，水中航走体，水中敷設物及び水中構築物をいう。 

 

2. 分 類 用語の分類は，表 1 による。 

表 1 用語の分類 

分      類 分  類  番  号 

種類に関する用語 2000 ～ 2099 

性能・諸元に関する用語 2100 ～ 2199 

構成品に関する用語 2200 ～ 2299 

訓練器材に関する用語 2300 ～ 2399 

整備に関する用語 2400 ～ 2499 

敷設に関する用語 2500 ～ 2599 

 

3. 用語・意味 用語及び意味は，次のとおりとする。 

なお，対応英語を参考として示す。 

備考1. 用語欄に，二つ以上の用語を併記してあるものは，同義語であって，記載の順序

は，使用の優先順位を示すものではない。 

2. 意味の文章中で，用語の後に丸括弧を付けて番号を記載してあるものは，この規

格の中で規定している用語を引用していることを示す。 

 

 

 

 

 

 

関連規格 次に示す文書は，最新版とする。 

     NDS Y 0001 弾薬用語 

     NDS Y 0012 水中音響用語－機器 

     NDS Y 0021 磁気用語（現象・利用技術） 

     NDS Y 0022 磁気用語（器材・施設） 
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a) 種類に関する用語 

番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 0 0 0 機雷 水中に敷設(2500)され, 艦船が接近又は接触

したとき, 自動又は遠隔操作によって作動す

る水中武器。 

備考 付図 1 及び付図 2 参照 

mine 

2 0 0 1 独立機雷 発火について, 他から管制されず, 自動的に

作動する機雷。 

備考 付図1参照 

independent mine 

2 0 0 2 触発機雷 艦船の接触によって作動する機雷(2000)。 

備考 付図1参照 

contact mine 

2 0 0 3 触角機雷 機雷缶体(2201)に触角を装着した触発機雷。

備考 付図1参照 

horn mine 

2 0 0 4 水中線機雷 係維機雷(2016)の機雷缶体(2201)の上下方

向に展張した水中線によって作動する触発

機雷。 

備考 付図1参照 

antenna mine 

2 0 0 5 感応機雷 艦船シグネチア(2116)を検出して作動する

機雷。 

備考 付図1参照 

influence mine 

2 0 0 6 磁気機雷 艦船の航行によって生じる磁界の変化で作

動する感応機雷。 

備考 NDS Y 0022参照 

magnetic mine 

2 0 0 7 誘導型磁気機

雷 

サーチコイル(2212)に発生する誘導電流に

よって作動する磁気機雷。 

magnetic induction 

 mine 

2 0 0 8 磁力計型磁気

機雷 

磁力計で磁界の変化を検出することによっ

て作動する磁気機雷。 

 

2 0 0 9 音響機雷 艦船の航行によって生じる水中音場の変化

又は機雷自らが発射した音波の船体からの

反射音により作動する感応機雷。 

acoustic mine 

2 0 1 0 水圧機雷 艦船の航行によって生じる負水圧で作動す

る感応機雷。 

pressure mine 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 0 1 1 複合機雷 艦船シグネチア(2116)のうち, ２種類以上を

検出することによって作動する感応機雷。 

combination mine  

2 0 1 2 電界機雷 艦船の航行によって生ずる電界の変化で作

動する感応機雷。 

electric field mine 

2 0 1 3 震動機雷 艦船の航行によって生ずる震動の変化で作

動する感応機雷。 

備考 震動は水中及び地中を伝搬する比

較的低い周波数の振動。 

seismic mine 

2 0 1 4 管制機雷 遠隔操作によって発火時期を管制できる機

雷。 

備考 付図1参照 

controlled mine 

2 0 1 5 浮遊機雷 正又は中性の浮力を有し，風又は潮流により

水上又は水中を漂わせる機雷。 

備考 付図1参照 

drifting mine 

2 0 1 6 係維機雷 正浮量の機雷本体(2200)を海底の係維器

(2246)と係維索(2248)により，水面下の任意

の深度に係留する機雷。 

備考 付図1参照 

moored mine 

2 0 1 7 浮流機雷 浮流(2550)している機雷。 

備考 付図1参照 

floating mine 

2 0 1 8 沈底機雷 大きな負浮量を有し, 海底に敷設(2500)され

る機雷。 

備考 付図1参照 

bottom mine， 

ground mine 

2 0 1 9 短係止機雷 正浮量の機雷本体(2200)を海底の係維器

(2246)と係維索(2248)により，海底近くに係

留する機雷。 

備考 付図1参照 

short tethered mine 

2 0 2 0 上昇機雷 沈底，係維又は短係止状態で待ち受け，艦船

を探知した後, 上昇する機能を有する機雷。 

備考 付図1参照 

rising mine 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 0 2 1 ホーミング機

雷 

沈底，係維又は短係止状態で待ち受け，艦船

を探知した後,ホーミングする機能を有する

機雷。 

備考 付図1参照 

homing mine 

2 0 2 2 上昇追尾機雷 艦船を探知したとき，上昇追尾する機能を有

する機雷。 

備考 付図1参照 

 

2 0 2 3 自走機雷 水中を自走した後, 沈底，係維又は短係止状

態となり，待機状態(2554)となる機雷。 

mobile mine， 

propelled mine 

2 0 2 4 実用機雷 実戦に使用する目的で, 機雷缶体(2201)にて

ん薬してある, 又はてん薬できる機雷。 

service mine 

2 0 2 5 訓練機雷 敷設(2500)又は掃海・掃討の訓練に使用する

機雷。 

exercise mine, 

drill mine 

2 0 2 6 擬製機雷 敷設装置の試験などに使用する目的で,外

形,寸法,質量及び重心点などを実用機雷に

近似させ,内機(2211)を内蔵しない器材。 

 

b) 性能・諸元に関する用語 

番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 1 0 0 機雷の長さ a)  水上艦艇から敷設(2500)される機雷は, 

軌道方向の最大長さ(突出部を含む。)。

b) 航空機, 潜水艦などから敷設される円筒

形機雷は, 機雷の長軸方向の最大長さ

(突出部を含む。)。 

maximum length of mine

2 1 0 1 機雷の高さ 敷設軌道(2511)から敷設(2500)される機雷

において,車輪最下部から機雷最頂部までの

距離。 

maximum height of mine

2 1 0 2 機雷装備質量 機雷が敷設(2500)できる状態に組み立てら

れたときの質量。 

mass of assembly 

2 1 0 3 機雷本体浮量 海水中に全没,静止させた機雷本体(2200)に

働く浮力と重力との差。上向きの力を正,下

向きの力を負で表す。 

buoyancy of assembled

  mine case 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 1 0 4 機雷初期浮量 浮上分離型の係維機雷の没入状態において,

機雷に働く浮力と重力との差。 

buoyancy of assembled

  mine 

2 1 0 5 係維器把駐力 係維機雷各部に働く海潮流の外力に抗して

係維器(2246)が敷設位置を保持しようとす

る力。 

anchor pull 

2 1 0 6 危害度 機雷の爆発によって,艦船が危害を受ける度

合い。 

damage capability， 

degree of damage 

2 1 0 7 危害半径 機雷が爆発したとき ,艦船にある危害度

(2106)を与える範囲。 

備考 爆発中心から水上艦船の水線面の

中心線又は潜水艦内殻の中心線ま

での距離で表す。 

damage radius 

2 1 0 8 危害距離 機雷が爆発したとき ,艦船にある危害度

(2106)を与える距離。 

備考 爆発中心から船体外板までの最短

距離で表す。 

damage range 

2 1 0 9 ショックファ

クタ 

接触によらない水中爆発によって,艦船に生

じる衝撃の度合い。 

次の式で表される。 

 

 

 

ここに SF : ショックファクタ 

    K : 薬種による係数 

    W : さく薬量 

    R : 危害距離 

shock factor 

2 1 1 0 耐続性 機雷が敷設(2500)されてから水中で受ける

種々の環境条件に耐えて ,その待機状態

(2554)をどの位持続して継続できるかの性

能。 

 

 

R
WKSF =
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 1 1 1 調定諸元 実戦又は訓練に際して,使用に先立ち,意図

した効果を発揮するように設定される性能

及び機能に関する諸元。 

 

2 1 1 2 時限時間， 

遅動時間 

機雷が敷設(2500)されて,時限装置(2234)が

始動してから待機状態(2554)となるまでの

時間。 

delay arming period 

2 1 1 3 自滅時間 機雷を敷設(2500)してから無効にするまで

の時間。 

 

2 1 1 4 係維索絡車制

動力 

係維器(2246)が沈降中,係維索(2248)の過剰

の繰り出しを防ぐために係維索絡車(2249)

の回転速度を制御する力。 

blocking force of 

  cable drum 

2 1 1 5 深度錘分離遅

延秒時 

係維機雷が軌道を離れてから深度錘(2256)

と係維器(2246)が分離するまでの時間。 

備考 浮上分離(2523)方式の係維機雷が

安定した浮へん状態(2538)になっ

てから,深度錘と係維器を分離する

ために，分離を遅延させる時間を設

定する必要がある。 

plummet release time 

2 1 1 6 艦船シグネチ

ア 

艦船の近傍において検出される磁気,音響,

水圧などの物理的現象の特徴的変化。 

 備考 付図 1 参照 

ship’s signature 

2 1 1 7 磁気発火感度 磁気検出器に所定の磁気変化を与えたとき,

その発火装置(2225)が作動して,機雷の起爆

条件が成立する最小の磁気変化量。 

備考1. 通常Ｔで表す。 

2. NDS Y 0022参照 

fire sensitivity of 

  magnetic mine 

2 1 1 8 音響発火感度 音響受波装置(2220)に所定の音圧変化を与

えたとき,その発火装置(2225)が作動して,

機雷の起爆条件が成立する最小の音圧変化

量。 

備考 通常1μPaを基準値として,dBで表

す。 

fire sensitivity of 

  acoustic mine 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 1 1 9 水圧発火感度 水圧受波装置(2222)に所定の水圧変化を与

えたとき,その発火装置(2225)が作動して,

機雷の起爆条件が成立する最小の水圧変化

量。 

備考 通常Paで表す。 

fire sensitivity of 

  pressure mine 

2 1 2 0 第１時限 時限装置(2234)に設定された最初の時限で，

機雷を敷設(2500)してから発火装置(2225)

等に電源を供給するまでの時間。 

 

2 1 2 1 確率起爆 所定の時間間隔で機雷を待機状態(2554)に

したり，休止状態にする妨掃機能を有する起

爆。 

probability exploder 

2 1 2 2 不感時間 あるルック(2413)後,入力信号を受けても,

発火装置(2225)に記憶させない時間間隔。 

interlock dead period

2 1 2 3 閉鎖時間 航過計数器(2241)を１進させた直後に,一時

的に発火作動をさせない時間。 

備考 この時間経過後,発火装置(2225)

は，元の待機状態(2554)にもどる。

閉鎖時間は,掃海を妨げるために設

けられたもので,航過計数器の短時

間の繰り返し作動を防止する。 

intership dead period

2 1 2 4 航過計数 あらかじめ調定された回数だけ発火装置

(2225)が作動した後,機雷を爆発させる場合

の調定回数。 

 

2 1 2 5 周期 待機状態(2554)にある発火装置(2225)が第

１ルックを受けてから起爆に至らない場合,

元の状態に復帰するまでの時間。 

period 

2 1 2 6 休止時間 起爆条件が成立せずに,発火装置(2225)が発

火待機状態(2555)終了後,待機状態(2554)と

なるまでの時間。 

final dead period 

2 1 2 7 敷設水深 機雷が敷設(2500)される場所の基本水準面

(2551)から海底までの深さ。 

planting depth 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 1 2 8 敷設深度 係維機雷(2016)において,基本水準面(2551)

から海潮流のない場合の機雷本体(2200)の

最上部までの深さ。沈底機雷(2018)において

は，基本水準面から海底までの深さ。 

mooring depth， 

case depth 

 

2 1 2 9 増深量 係維機雷(2016)において,機雷本体(2200)が

海潮流の影響を受けていないときの深さと，

海潮流によって引き込まれたときの深さと

の差。 

dip 

2 1 3 0 敷設安全距離, 

機雷安全距離 

隣接機雷が爆発したとき,機能及び性能に影

響を受けない機雷間の最小距離。 

備考 底質,敷設深度(2128)などによって

異なる。 

recommended minimum 

  spacing 

2 1 3 1 最小敷設間隔 敷設安全距離(2130)を基準として,用法上定

められる敷設時の最小間隔。 

minimum spacing 

2 1 3 2 誘爆安全距離 

 

機雷が誘爆(2558)を起こさない最小距離。  

2 1 3 3 殉爆距離 機雷が殉爆(2559)を起こす最大距離。 Sympathetic 

detonation  range 

2 1 3 4 寿命 敷設(2500)された後,機雷としての機能を持

続すると期待される期間。 

life 

c) 構成品に関する用語 

番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 2 0 0 機雷本体 機雷缶体(2201)に爆薬がてん薬され,爆薬を

爆発させるための諸装置などを装着したも

の。 

備考 付図2参照 

mine case assembly 

2 2 0 1 機雷缶体， 

外殻 

機雷本体(2200)の構成品で,爆薬及び爆薬を

爆発させるための諸装置などが収納できる

容器。 

mine case 

2 2 0 2 薬室 さく薬を装填する容器又は区画。 chamber， 

cartridge chamber 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 2 0 3 アスファルト

緩衝剤 

取扱い中,爆薬に加わる衝撃の緩和及び金属

との化合を防止する目的のために,薬室内面

に塗布するアスファルト。 

asphalt compound 

2 2 0 4 スポイラ 

 

航空機から投下する機雷の空中雷道(2543)

の安定性を良くするために,機雷の頭部に取

り付ける円筒状の機雷形状を保つカバー。着

水衝撃によって外れる。 

spoiler 

 

2 2 0 5 ノーズキャッ

プ， 

整流覆 

機雷を航空機の翼下に搭載したとき，飛行中

に航空機に与える流体力の影響を少なくす

るために機雷の頭部に取り付けるカバ－。 

nose cap， 

fairing 

2 2 0 6 眼環 航空機のボンブラック等に機雷を吊すため

の吊り環。 

bomb shackle 

2 2 0 7 シュラウドリ

ング 

ひれの効果及び強度を増すために,ひれの外

周に取り付けられた円環。 

shroud ring 

2 2 0 8 安定翼 機雷が投下(2531)されてから,着底するまで

の沈降姿勢を安定させる翼。 

備考 機雷の種類によって環状,板状など

のものがある。 

drag plate 

2 2 0 9 

 

把握かぎ 係維機雷の機雷本体(2200)と係維器(2246)

をターンバックル及びシャックルを介して

結合するフック状の突起物。 

securing hook 

2 2 1 0 係維アーム 係維機雷において,円筒形の機雷本体(2200)

の長軸を水平に保つとともに,海潮流による

動揺を最小に抑える最適係維点で係維する

ために,機雷本体の前部下方に突出させたア

ーム。 

mooring arm 

2 2 1 1 内機 機雷の防水区画内に装備されている機器の

総称。 

 

2 2 1 2 サーチコイル 透磁棒(2216)に電線を多数回巻いたもの。 

備考 誘導型磁気機雷のセンサに使用さ

れる。 

search coil 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 2 1 3 フラックスゲ

ート型磁気

センサ 

高透磁率磁心にコイルを巻き，非線形領域ま

で励磁したときに発生する倍周波電圧によ

って，磁界を検知するセンサ。 

備考 NDS Y 0021参照 

fluxgate magnetometer

2 2 1 4 磁性薄膜型磁

気センサ 

薄膜状の磁性体にコイルを巻き，高周波励振

させ一軸異方性を利用して磁界を検知する

センサ。 

magnetic thin film 

 sensor 

2 2 1 5 三軸合成型マ

グネトメー

タ 

インダクタンスが磁界の２乗に比例して減

衰する同一特性の３組のコイルを相互に直

角に配置し，インダクタンスの総和を求める

ことによって全磁界の変化を検知するセン

サ。 

total field 

  magnetometer 

2 2 1 6 透磁棒 サーチコイル(2212)の磁心に使用される高

透磁率合金の丸棒。 

core 

2 2 1 7 集磁鉄片 サーチコイル(2212)を機雷缶体(2201)に装

着する場合,集磁効果を上げるために,透磁

棒(2216)の端面と機雷缶体内面との間に挿

入する鉄片。 

coupling nut 

2 2 1 8 集磁棒 サ ー チ コイ ル (2212)が 短 い とき ,透 磁 棒

(2216)の端面と集磁鉄片(2217)との間げき

に挿入する鉄製の丸棒。 

extension core 

2 2 1 9 主継電器 サーチコイル(2212)と組み合わされて,誘導

型磁気機雷のセンサ部に使用される可動線

輪型継電器。 

sensitivity relay， 

sensitrol relay 

2 2 2 0 音響受波装置 音響機雷のセンサ部で,音圧変化を検出する

装置。 

hydrophone 

2 2 2 1 水圧感度調節

器 

敷設水深に応じて,自動的に音響発火感度

(2118)の切換を行うもの。 

 

2 2 2 2 水圧受波装置 水圧機雷のセンサ部で,水圧変化を検出する

装置。 

pressure detector 

2 2 2 3 震動センサ 震動機雷(2013)のセンサ部で，艦船の震動シ

グネチアを検出するセンサ。 

seismic sensor 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 2 2 4 電界センサ 電界機雷(2012)のセンサ部で，艦船の電界シ

グネチアを検出するセンサ。 

electric field sensor

2 2 2 5 発火装置 機雷センサ部からの信号を受け,それが機雷

の発火条件に適合するかどうかを弁別し,発

火信号(2411)を送出する装置。  

firing mechanism 

2 2 2 6 起爆装置 触発,感応などによって,機雷のさく薬の火

薬系列を作動させる機械的及び電気的装置。 

 

2 2 2 7 磁気発火装置 磁気検出装置からの信号を受けて,艦船シグ

ネチア(2116)を弁別して作動する発火装置

(2225)。 

備考 NDS Y 0022参照 

magnetic firing 

  mechanism 

2 2 2 8 磁力計型発火

装置 

三軸合成型マグネトメータ(2215)をセンサ

部とする磁気発火装置(2227)。 

 

2 2 2 9 感度プラグ 磁気機雷の磁気感度を調定するためのもの

で，その感度に見合った固定抵抗が封入され

ている接栓。 

備考 あらかじめ準備された幾種類かの

中から選択使用される。 

sensitivity plug 

2 2 3 0 音響発火装置 音響受波装置(2220)からの信号を受けて艦

船シグネチア(2116)を弁別して作動する発

火装置(2225)。 

acoustic firing 

  mechanism 

2 2 3 1 水圧発火装置 水圧受波装置(2222)からの信号を受けて艦

船シグネチア(2116)を弁別して作動する発

火装置(2225)。 

pressure firing 

 mechanism 

2 2 3 2 アーミング装

置 

水圧によって作動する安全装置。 

備考 水圧スイッチ部と伸張器(2233)と

から成っている。 

arming device 

2 2 3 3 伸張器 水圧の増加によってピストンが押し下げら

れると雷管火薬系列が一線化され,水圧の減

少によってピストンが後退すると,雷管火薬

系列の一線化が解除される装置。 

備考 一線化：NDS Y 0001参照 

extender 



68 
Y 0041 

番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 2 3 4 時限装置 遅動時間(2112)を設定する一種のタイマ。 

備考 戦術目的又は一時的な敷設安全状

態を保つために使用される。 

arming delay，  

clock delay mechanism

2 2 3 5 浮流安全装置 浮流(2550)した機雷本体(2200)の発火防止

又はこれを自沈させる装置。 

scuttling device 

2 2 3 6 自沈弁 係維機雷において,自滅装置(2239)又は浮流

安全装置(2235)の作動によって自沈弁用雷

管を発火させ,機雷本体(2200)に注水して自

沈させる弁。 

shear tube sinking 

  valve 

2 2 3 7 

 

溶解片 機雷の敷設前の安全性を確保するために使

用する水溶性の環状片。 

備考 水圧によって作動するアーミング

装置(2232)などのピストン軸を固

定して不作動状態を保つように挿

入され,着水後は徐々に溶解して,

ピストン軸を自由にする。 

soluble washer 

2 2 3 8 安全バー 潜水艦の発射管から敷設(2500)する機雷に

使用され，機雷が発射管内に装てんされてい

るときは,機雷の始動機構を不作動の状態に

抑えて安全を保ち,機雷が射出されると自動

的に外れて安全を解除する棒。 

safety bar 

2 2 3 9 自滅装置 機雷を敷設(2500)してから無効にするまで

の時間を設定するための一種のタイマ。 

備考 電解式,機械式などがある。自滅の

方法は,発火用電源を短絡して無効

にする方法,自沈弁(2236)を作動さ

せて機雷本体(2200)に注水する方

法などがある。 

sterilizer 

2 2 4 0 抵抗プラグ 自滅装置(2239)の作動時間を調定するため

のもので，その時間に見合った固定抵抗が封

入されている接栓。 

備考 電解式の自滅装置に使用される。 

resister plug 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 2 4 1 航過計数器 あらかじめ設定された回数だけ発火装置

(2225)が作動した後,機雷を爆発させるも

の。 

備考 主として,掃海を困難にするために

使用される。 

ship counter， 

actuation counter， 

ship eliminator 

2 2 4 2 雷管用ろ波器 機雷を組み立ててから敷設(2500)するまで

の間,レーダなどによる高周波電界にさらさ

れたとき,機雷用の雷管回路に誘導される高

周波電流を吸収して,雷管の誤発火を防止す

るもの。 

radio inter-ference 

  filter 

2 2 4 3 吸湿包 乾燥剤を入れた袋。 

 

air dryer 

2 2 4 4 電気雷管 電流によって起爆薬(爆粉)に点火する構造

の雷管。 

備考 NDS Y 0001参照 

electric detonator 

2 2 4 5 水圧分離器 機雷本体(2200)に保持された浮標などを,所

定の水深に達したときに分離させるもの。 

備考 受圧機構,レバー,分離機構などか

らなる。 

hydrostatic release 

  mechanism 

2 2 4 6 係維器 係維機雷の構成品で,機雷本体(2200)を係維

索(2248)で係留するためのいかりの役目を

するもの。 

備考1. 係維索,機雷本体の深度を設定す

る自動調深機構(2253)などが収

納されている。 

2. 付図 2 参照 

anchor assembly 

2 2 4 7 第５車輪 係維器(2246)を支持する４個の車輪とは別

に設けられた第５の車輪。敷設軌道(2511)か

ら離れたときに自由となり,深度離脱機構を

起動させる。 

fifth wheel 

2 2 4 8 係維索 機雷本体(2200)を係維器(2246)に係留する

索。 

備考 付図2参照 

mooring cable 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 2 4 9 係維索絡車 係維索(2248)を巻くリール。 

備考 一方の側面に係維索の繰り出しを

止めるラチェットが取り付けられ

ており,係維器(2246)内部に装着さ

れている。 

cable drum 

2 2 5 0 係維索絡車止

転機構 

深度錘(2256)が着底し,深度索(2255)がゆる

んだとき,係維索絡車(2249)の回転を止め,

係維索(2248)の繰り出しを止める機構。 

pawling mechanism 

2 2 5 1 過早止転防止

機構 

機雷本体(2200)と係維器(2246)が分離した

後,係維器が安定して沈降し始めるまでの

間,係維索絡車止転機構(2250)の作動を一時

的に抑止する機構。 

hold-off gear 

2 2 5 2 カウテール 係維索(2248)が繰り出されるときの損傷と

係維中の疲労を防ぐために,係維器(2246)の

索案内部に取り付ける案内筒。 

cow tail 

2 2 5 3 自動調深機構 敷設水域の水深のいかんにかかわらず,所定

の敷設深度(2128)に,係維機雷を敷設する機

構。 

備考 深度索(2255)の長さ,水圧などを利

用する方法がある。 

depth control unit 

2 2 5 4 セクタ深度調

定機構 

セクタの位置によって,深度索(2255)の繰り

出し長さを調定する方式の自動調深機構

(2253)。 

 

2 2 5 5 深度索 敷設深度(2128)を設定するために使用され

る鋼索。 

備考 付図2参照 

plummet cord 

2 2 5 6 深度錘 深度索(2255)を伸張するため,索の先端に取

り付けられる錘。 

備考 付図2参照 

plummet 

2 2 5 7 深度索絡車 深度索(2255)を巻くリール。 

備 考  係 維 器 (2246) 内 部 又 は 深 度 錘

(2256)内部に装着される。 

plummet spool 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 2 5 8 深度索絡車止

転機構 

調定深度に相当する長さの深度索(2255)が

繰り出されたとき,深度索絡車(2257)の回転

を止める機構。 

 

2 2 5 9 係維索磁極検

出器 

一定間隔で磁化された係維索(2248)の磁極

数を検出する自動調深機構(2253)の構成品。 

magnetic pole detector

2 2 6 0 排泥装置 係維器(2246)と機雷本体(2200)の分離を容

易にするために,係維器周辺の泥土を吹き飛

ばす装置。着底分離方式の係維機雷に使用さ

れる。 

mud agitator 

2 2 6 1 遅動分離装置 着底分離方式の係維機雷において,機雷本体

(2200)が係維器(2246)から分離する時期を

遅らせる装置。 

備考 分離機構と時限装置(2234)とから

なる。 

 

2 2 6 2 分離装置 短係止された上昇追尾機雷(2022)が，目標攻

撃判断をしたとき，機雷から係止索を分離さ

せる装置。 

separation equipment 

2 2 6 3 爆発ボルト 分離装置(2262)の主要構成品であり，機雷か

らの信号で，内蔵している火薬の爆発によっ

て切断される継手。 

explosive bolt 

2 2 6 4 発射架台 敷設後,機雷本体(2200)を保持し,機雷本体

の発射時に射出を円滑にする架台。 

 

2 2 6 5 探知装置 目標の近接を探知した後,その状況を把握し

て,所要の信号を機雷本体(2200)に与える装

置。 

 

2 2 6 6 送受波器 送波及び受波を目的とした電気音響変換器。 

備考 1.  この場合,送波用と受波用の振動

子が同一であることが多い。 

2. NDS Y 0012 参照 

 

 

 

transducer 



72 
Y 0041 

番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 2 6 7 降下装置 航空機から敷設(2500)する機雷の降下時に

使用され,着水時の機雷の損傷を防止する装

置。 

備考 通常,投下傘(2268),投下傘分離器

(2269)などで構成する。 

flight gear 

2 2 6 8 投下傘 降下装置(2267)の構成品で,機雷の空中雷道

(2543)を安定させるとともに所要の着水姿

勢及び着水速度を維持させるため,機雷の後

端に取り付ける落下傘。 

備考 付図2参照 

parachute 

2 2 6 9 投下傘分離器 着水衝撃を利用して,機雷本体(2200)から投

下傘(2268)を分離する機能をもった降下装

置(2267)の構成品。 

parachute release 

  mechanism 

2 2 7 0 

 

機雷缶クレー

ト 

機雷缶体(2201)を格納する金属枠。 

備考 輸送又は保管用に使用する。 

mine crate 

d) 訓練器材に関する用語 

番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 3 0 0 訓練装置 訓練機雷の作動の表示,記録,訓練終了後の

機雷の揚収を可能にするための装置などの

総称。 

training device， 

drill kit， 

drill device 

2 3 0 1 発動装置 訓練装置(2300)の構成品で,水圧によって訓

練用の時限装置(2234)を作動させる装置。 

starter 

2 3 0 2 浮標射出器 訓練装置(2300)の構成品で,揚収浮標に装着

され,時限信号で揚収浮標を分離浮上させる

装置及び機雷の発火信号(2411)で標示弾

(2304)を打ち上げる装置。 

 

2 3 0 3 水中雷管 訓練装置(2300)の構成品で,水中に露出した

状態で標示弾(2304)の射出,揚収浮標の分離

などを行う火工品。 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 3 0 4 標示弾 訓練装置(2300)の構成品で,訓練機雷が発火

作動したことを表示するために，浮標射出器

(2302)から射出されて海面に浮上し，発煙及

び発光する火工品。 

marking fire 

2 3 0 5 記録装置 訓練機雷(2025)に加わった艦船シグネチア

(2116)，ルック(2413)，発火等機雷の作動状

況を記録する装置。 

 

2 3 0 6 揚収時限 訓練機雷(2025)を敷設(2500)してから，揚収

浮標を浮上させるまでの時間。 

 

2 3 0 7 音響コマンド 訓練機雷(2025)を揚収するために，揚収浮標

を浮上させる指令信号。 

 

2 3 0 8 時限切離装置 所定時間経過後，訓練機雷の缶体等を切り離

す装置。 

 

2 3 0 9 音響切離装置 音響指令信号により，訓練機雷の缶体等を切

り離す装置。 

 

e) 整備に関する用語 

番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 4 0 0 整備 機雷等の機能を完全に発揮させるため，機雷

等について行う手入れ，防錆，塗装，検査，

点検，試験，調整，調定等及びこれらの関連

業務の総称。 

備考 1. 調整は，機雷の機能を発揮させる

ための最適の状態にする作業の

総称。 
2. 調定は，意図した効果を発揮する

ように性能及び機能に関する諸

元を設定すること。 

maintenance 

2 4 0 1 敷設後整備 訓練に使用した機雷を良好な状態で保存す

るために行う整備。 

 

2 4 0 2 計画整備 作業の実施を予期して,計画的に行う整備。 

 

 

2 4 0 3 敷設前整備 実用機雷及び訓練機雷の組立及び調整を行

い,使用可能な状態にする整備。 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 4 0 4 伸張完了圧力 伸張器(2233)のピストンが，水圧の増加によ

って,伸張完了位置まで押し下げられたとき

の圧力。 

 

2 4 0 5 後退完了圧力 伸張器(2233)のピストンが，水圧の減少によ

って，後退完了位置までもどったときの圧

力。 

 

2 4 0 6 安全復帰圧力 機雷が水面近くに浮上したとき,水圧の減少

によって安全装置が安全状態に復帰する圧

力。 

 

2 4 0 7 第２時限 時限装置(2234)に設定された 2 番目の時限

で，発火装置(2225)等に電源を供給してから

機雷が感応待機状態になるまでの時間。 

備考 発火装置等は，電源を供給してから

安定した作動をするまでに時間が

必要である。第2時限は，発火装置

等の安定時間で，第2時限経過後機

雷は発火可能な状態になる。 

 

2 4 0 8 係維索絡車止

転張力 

係維索絡車止転機構(2250)が作動するとき

の深度索の張力。 

 

2 4 0 9 深度索絡車制

動力 

深度錘(2256)が沈降中,深度索(2255)の過剰

な繰り出しを防ぐために,深度索絡車(2257)

の回転速度を抑制する力。 

blocking force of 

  plummet spool 

2 4 1 0 感度調定 機雷の感度を使用目的に応じて,使用前に調

定すること。 

備考 この調定は,感度プラグ(2229)又は

感度切換スイッチによって行われ

る。 

sensitivity 

  adjustment 

2 4 1 1 発火信号 発火装置(2225)が作動したときの出力信号。

 

fire signal 

2 4 1 2 不発火感度 発火装置(2225)が作動しないように決めら

れている入力信号の最大値。 

non-fire sensitivity 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 4 1 3 ルック 機雷センサ部からの信号を受け,発火装置

(2225)が発火作動するのに必要な条件を満

足した状態又は，その作動状態が変化するこ

と。 

look 

2 4 1 4 ＳＣＦ磁気信

号 

(えすしーえふ)， 

Ｓ Ｃ Ｆ 信 号 

(えすしーえふ) 

磁気機雷の発火感度を求めるときに使用さ

れる磁気信号で,次の式で表される。 

 

 

 

ここに H  : SCF 磁気信号(T) 

        0H : 波形の最大値(T) 

        T  : 波形の周期(s) 

        t   : 時間(s)   )0( Tt ≤≤  

備考 NDS Y 0022参照 

single cycle magnetic

  field， 

single cycle field 

2 4 1 5 レダクタンス ある種の磁気検査において,直流磁界を重畳

しないときのインダクタンスから直流磁界

を重畳したときのインダクタンスを差し引

いたインダクタンスの減少量。 

reductance 

2 4 1 6 背景磁界 磁気機雷が敷設(2500)された場所の磁界。 

 

background field 

2 4 1 7 抑止 発火待機状態(2555)にある発火装置（2225）

又は起爆装置(2226)が,発火しようとする入

力信号以外の信号が来たとき,その信号で発

火作動をしないこと。 

block 

2 4 1 8 ＬＯＧ・Ｖ電

圧 

（ろぐぶい） 

受波器による入力音圧は,おおむね距離に反

比例して変化し,これを電圧に信号変換した

場合,広範囲に変化するため信号処理が困難

である。この信号処理を容易にするため,こ

の電圧を対数化したもの。 

 

2 4 1 9 ステップ負圧 水圧受波装置 (2222)の作動を試験するため

に,ある背景水圧の下で行われるステップ状

の減圧。 

 

⎥⎦
⎤

⎢⎣
⎡ −±= )2(1

2
0 t

T
COS

H
H π
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 4 2 0 マーカールッ

ク 

水圧入力信号のルック(2413)を判別するレ

ベル以上の状態。 

備考 水圧のルックは，マーカールックが

所定時間以上持続したとき。 

 

f) 敷設に関する用語 

番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 5 0 0 敷設 所定の水域に機雷を投下(2531)し,所定の状

態に設置すること。 

planting， 

launching， 

laying 

2 5 0 1 敷設諸元 機雷を敷設するときの諸元で，敷設速力

(2502)，投下秒時(2503)，投下高度などをい

う。 

 

2 5 0 2 敷設速力 機雷を敷設(2500)するときの艦艇の対地速

力。 

planting speed， 

launching speed， 

laying speed 

2 5 0 3 投下秒時 機雷を連続して投下(2531)する場合の時間

間隔。 

 

2 5 0 4 機雷敷設用架

台 

水上艦の機雷敷設装置(2505)から航空機用

機雷を敷設(2500)するための架台。 

 

2 5 0 5 機雷敷設装置 各種の機雷を所定の間隔に敷設(2500)する

ために,艦速及び海潮流に応じて自動的に投

下秒時(2503)を制御して敷設する装置。 

 

2 5 0 6 機雷昇降機 機雷敷設装置(2505)の構成品で，機雷搭載，

機雷搬出及び機雷移送時に機雷を積載して

甲板間を昇降する装置。 

 

2 5 0 7 シャトル 機雷昇降機(2506)に装備する，敷設軌道

(2511)間の機雷移送用機構。 

 

2 5 0 8 シフタ シャトル(2507)と移送チェーン(2509)間で

機雷を受け渡すための移送機構。 

 

2 5 0 9 移送チェーン 敷設軌道(2511)のレール間中心に装備する

可倒式爪(2510)を持つチェーン。 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 5 1 0 可倒式爪 移送チェーン(2509)の動きに機雷を連動さ

せるために移送チェーンに取り付けられた

爪。 

 

2 5 1 1 敷設軌道 艦艇に装備され,機雷の投下(2531)又は移送

に使用される２本の軌条。 

備考 付図2参照 

track 

2 5 1 2 ヒンジトラッ

ク 

機雷敷設時に,艦尾から張り出すことができ

る起倒式の敷設軌道(2511)。機雷の着水姿勢

を整えるために使用される。 

備考 付図2参照 

hinge track 

2 5 1 3 敷設管制盤 機雷敷設装置(2505)の構成品で，CIC に装備

して敷設に関するデータ入力，海域表示及び

敷設操作を行う盤面。 

 

2 5 1 4 敷設操作盤 機雷敷設装置(2505)の構成品で，投下管制室

に装備して敷設に関するデータ入力，海域表

示及び敷設操作を行う盤面。 

 

2 5 1 5 搭載間隔 同一の敷設軌道(2511)に搭載された隣接機

雷の一方の前端から他方の前端までの距離。 

 

2 5 1 6 機雷投下モー

ド 

遠隔操作による機雷の投下の形態。プログラ

ム投下，単軌道投下，単発投下，緊急投下の

４種のモードがある。 

 

2 5 1 7 プログラム投

下 

機雷投下モード(2516)の一つで，入力された

敷設計画データに基づいて緯度，経度によっ

て投下する方式。 

 

2 5 1 8 単軌道投下 機雷投下モード(2516)の一つで，投下する軌

道を指定することにより，その軌道に格納さ

れている機雷の全弾を連続して投下する方

式。 

 

2 5 1 9 単発投下 機雷投下モード(2516)の一つで，投下する軌

道を指定することにより，その軌道の最も艦

尾の機雷を１発単位で投下する方式。 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 5 2 0 緊急投下 機雷投下モード(2516)の一つで，指定した機

雷庫の機雷を，全数速やかに連続投下する方

式。 

 

2 5 2 1 結止調深敷設 敷設水域の水深が既知の場合,所定の敷設深

度(2128)となるように一定の長さの係維索

(2248)を,機雷本体(2200)と係維器(2246)に

結止して係維機雷を敷設(2500)すること。 

 

2 5 2 2 自動調深敷設 係維機雷が水中に投下(2531)されてから,自

動調深機構(2253)によって,敷設水域の水深

のいかんにかかわらず,自動的に調定された

敷設深度(2128)に敷設(2500)すること。 

 

2 5 2 3 浮上分離 自動調深敷設(2522)する場合,海面で機雷本

体(2200)と係維器(2246)とを分離させるこ

と。 

surface separation 

2 5 2 4 途中分離 自動調深敷設(2522)する場合,沈降中のある

深度で機雷本体(2200)と係維器(2246)とを

分離させること。 

sub-surface 

  separation 

2 5 2 5 着底分離 自動調深敷設(2522)する場合,海底に着底し

た後,機雷本体(2200)と係維器(2246)とを分

離させること。 

bottom separation 

2 5 2 6 緊急投棄 機雷の投棄が絶対に必要と認められる場合,

味方艦船などに対する脅威をできるだけ軽

減するための予防策を講じて実施する投棄

方法。 

 

2 5 2 7 滑走起点 艦艇から機雷を投下(2531)する場合,機雷が

傾斜した敷設軌道(2511)上から滑走し始め

る点。 

備考 付図2参照 

 

2 5 2 8 滑走状態 機雷が傾斜した敷設軌道(2511)上を滑走し

ている状態。 

備考 付図2参照 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 5 2 9 滑走終点 滑走状態(2528)の機雷が,ヒンジトラック

(2512)を離れて空中を自由落下し始める点。 

備考 付図2参照 

 

2 5 3 0 落下状態 機雷が投下(2531)されてから着水点(2532)

に至るまでの空中を自由落下している状態。 

備考 付図2参照 

 

2 5 3 1 投下 機雷を敷設(2500)するため,水上艦艇又は航

空機から機雷を離脱すること。 

 

2 5 3 2 着水点 空中を落下又は降下した機雷の一部が,最初

に水面に接する点。 

備考 付図2参照 

 

2 5 3 3 着水状態 機雷の着水点(2532)における状態。 

備考 付図2参照 

water entry condition

2 5 3 4 落下雷道 機雷が滑走終点(2529)から着水点(2532)に

至るまでの機雷重心点の軌跡。 

備考 付図2参照 

 

2 5 3 5 着水速度 着水点(2532)における機雷の速度。 

備考 付図2参照 

water entry speed 

2 5 3 6 着水角 着水点(2532)において,落下雷道(2534)又は

空中雷道(2543)に対して引いた接線が,水平

面とのなす角度。 

備考 付図2参照 

water entry angle 

2 5 3 7 射入角 着水点(2532)における機雷の傾斜角度。 

備考 付図2参照 

 

2 5 3 8 浮へん状態 浮上分離方式の係維機雷が投下(2531)され,

海中に没入した後浮上し,水面で機雷本体

(2200)と係維器(2246)とが一体となってい

る状態。 

備考 付図2参照 

 

2 5 3 9 浮へん秒時 浮へん状態(2538)の時間間隔。 

備考 この間に深度索(2255)が調定され

た長さだけ繰り出される。 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 5 4 0 沈降状態 沈底機雷の機雷本体(2200)又は係維機雷の

係維器(2246)が,水中を沈降して行く状態。 

備考 付図2参照 

 

2 5 4 1 没入秒時 投 下 (2531) 後 ,機 雷 本 体 (2200) と 係 維 器

(2246)とが分離してから,機雷本体が水面下

に没入するまでの時間。 

 

2 5 4 2 降下状態 航空機から投下(2531)された機雷が,空中を

自由落下又は投下傘(2268)によって落下を

しているときの状態。 

備考 付図2参照 

 

2 5 4 3 空中雷道 航空機から機雷を投下(2531)した場合の投

下から着水に至るまでの機雷重心点の軌跡。

備考 付図2参照 

trajectory 

2 5 4 4 敷設間隔 敷設(2500)された隣接する機雷の中心間距

離。 

spacing 

2 5 4 5 係維状態 係維機雷の機雷本体(2200)が,海中に係留さ

れている状態。 

備考 付図2参照 

mooring 

2 5 4 6 機雷缶深度 係維状態(2545)における機雷本体(2200)上

部から水面までの距離。 

備考 付図2参照 

mine case depth 

2 5 4 7 過深 係維機雷において,機雷本体(2200)が調定深

度より深く敷設(2500)された状態。 

 

2 5 4 8 過浅 係維機雷において,機雷本体(2200)が調定深

度より浅く敷設(2500)された状態。 

 

2 5 4 9 浮出 係維機雷の機雷本体(2200)が,水面上に浮き

出した状態。 

 

2 5 5 0 浮流 係維索(2248)の切断などによって,機雷本体

(2200)が水面を漂流している状態。 

floating 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

2 5 5 1 基本水準面 年間を通してのほぼ最低の潮位。 

備考 解説参照 

standard sea level 

2 5 5 2 敷設安全状態 敷設時,敷設艦などの安全を確保するため

に,溶解片(2237),時限装置(2234)などによ

って発火装置(2225)が所定時間不作動にな

っている状態。 

 

2 5 5 3 敷設安全時間 敷設安全状態(2552)を維持する時間。 

 

 

2 5 5 4 待機状態， 

待受状態 

敷設(2500)された機雷の安全装置,時限装置

などが解除されて作動できる状態。 

alert state 

2 5 5 5 発火待機状態 感応機雷の発火装置(2225)が,次のルック

(2413)によって発火信号(2411)を出力する

ことができる状態。 

 

2 5 5 6 自滅状態 自滅装置(2239)の作動によって,機雷がその

機能を失った状態。 

sterilization 

2 5 5 7 自爆 目標検知による発火信号以外の信号（自滅時

間の到来，電力低下，缶体外部水圧などの急

変，係止索切断等）を検出したとき，敵に委

ねることを避けるなどのため自ら爆砕する

こと。 

 

2 5 5 8 誘爆 機雷，爆雷等の爆発により,他の機雷の発火

装置(2225)が作動して,その機雷が爆発する

現象。 

 

2 5 5 9 殉爆 爆薬又は弾薬の爆発によって,近くにある爆

薬または弾薬が，ほとんど同時に爆発する現

象。 

備考 NDS Y 0001参照 

sympathetic 

  detonation 
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第 Ⅲ 章 
水 中 武 器 用 語 
爆       雷 

 

 

1. 適用範囲 この規格は，水中武器のうち爆雷（爆雷，対潜爆弾，対潜弾及び対潜ロケット弾）

に関する主な用語と，その用語の意味について規定する。 

 この規格でいう水中武器（underwater weapon）とは，目標を水中で破壊する目的で作られた

弾薬及びその訓練の目的で作られた弾薬並びにこれらの弾薬を発射，投射又は投下する目的で作

られた器材で，広義には，掃海器材なども含む。 

備考 目標とは，水上艦船，潜水艦，水中航走体，水中敷設物及び水中構築物をいう。 

 

2. 分 類 用語の分類は，表 1 による。 

表 1 用語の分類 

分      類 分 類 番 号 

種類に関する用語 3000 ～ 3099 

諸元に関する用語 3100 ～ 3199 

構成品に関する用語 3200 ～ 3299 

投射関連器材に関する用語 3300 ～ 3399 

 

3. 用語・意味 用語及び意味は，次のとおりとする。 

 なお，対応英語を参考として示す。 

備考1. 用語欄に，二つ以上の用語を併記してあるものは，同義語であって，記載の順序

は，使用の優先順位を示すものではない。 

2. 意味の文章中で，用語の後に丸括弧を付けて番号を記載してあるものは，この規 

格の中で規定している用語を引用していることを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 関連規格 次に示す文書は，最新版とする。 

      NDS Y 0001 弾薬用語 
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a) 種類に関する用語 

番 号 用  語 意       味 対応英語(参考) 

3 0 0 0 爆雷 

 

a) 広義には，艦船などから発射，投射又は

投下され，海面に着水した後，水中を沈

降して爆発する水中武器。 

b)  狭義には，艦船から投射又は投下される

爆雷。（普通爆雷ともいう。） 

depth charge 

3 0 0 1 実用爆雷， 

実装爆雷 

実戦に使用する目的で，てん薬した爆雷。 

 備考 てん薬：NDS Y 0001 参照 

depth charge 

3 0 0 2 擬製爆雷 投射及び投下の訓練に使用する目的で，さく

薬のかわりに擬さく薬を充てんした爆雷。 

 備考 さく薬：NDS Y 0001 参照 

dummy drill depth 

  charge 

3 0 0 3 処分用爆雷 機雷を殉爆又は無能化するために使用する

非磁性缶体に爆薬をてん薬した爆雷。 

備考1.  航走体(4404)から機雷の近傍に

投下され，時限又は音響コマンド

信号によって爆発する。 

2. 4415 参照 

 

3 0 0 4 対潜弾 広義の意味の爆雷のうち，艦船から発射薬で

発射され，空中を飛しょうする爆雷。 

 

3 0 0 5 対潜ロケット

弾 

a) 広義には艦船から発射され，ロケット推

進で空中を飛しょうする爆雷。 

b) 狭義には対潜攻撃に使用する目的で弾

頭部にさく薬をてん薬し，近接信管

(3205)又は時計信管を装着したロケッ

ト弾。 

 

3 0 0 6 対潜ロケット

演習弾 

対潜攻撃訓練に使用する目的で，弾頭部（さ

く薬なし）に発煙信管（3208）を装着したロ

ケット弾。 

practice round 

  of AS rocket 

3 0 0 7 対潜ロケット

砂てん弾 

対潜攻撃訓練に使用する目的で，さく薬のか

わりに擬さく薬を充てんし，擬製信管(3207)

を装着したロケット弾。 

 

 

 

plaster-loaded 

  AS rocket 
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番 号 用  語 意       味 対応英語(参考) 

3 0 0 8 

 

 

 

対潜ロケット

教練弾， 

対潜ロケット

訓練弾 

信管の装着，揚弾及びランチャへの装てん訓

練に使用する目的で，対潜ロケット弾(3005)

と同じ形状，質量及び重心位置を持つよう擬

似したロケット弾。 

loading-drill round of 

AS rocket 

3 0 0 9 対潜爆弾 広義の意味の爆雷のうち，航空機から投下す

る爆雷。 

depth bomb 

b) 諸元に関する用語 

番 号 用  語 意       味 対応英語(参考)   

3 1 0 0 危害距離 爆雷が爆発したとき，目標にある危害を与え

る距離。 

備考1. 爆発中心から目標の外板までの

最短距離で表す。 

   2.  2108 参照 

damage range 

3 1 0 1 弾道 広義の意味の爆雷が運動するときのその重

心点の軌跡。 

 備考 空中弾道と水中弾道とがある。 

trajectory 

3 1 0 2 射距離 a) 爆雷などが投射又は発射された点から

着水点までの水平距離。 

b) 対潜ロケット弾においては，発射された

点から着水後，沈降して深度 100ｍに到

達する点までの水平距離。 

 備考 付図 1 参照 

range 

3 1 0 3 射角 発射直前における発射筒（3304）の長軸と水

平面とのなす角度。 

 備考 付図 1 参照 

elevation angle 

3 1 0 4 最終沈降速度 広義の意味の爆雷が沈降中に一定速度の状

態になったときの速度。 

terminal sinking 

  velocity 

 c) 構成品に関する用語 

番 号 用  語 意       味 対応英語(参考)   

3 2 0 0 弾体外殻， 

缶体外殻 

爆雷，対潜爆弾及び対潜弾の構成品で，さく

薬をてん薬又は擬さく薬などを充てんする

外殻。 

bomb body case 
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番 号 用  語 意       味 対応英語(参考)   

3 2 0 1 

 

 

アーミングワ

イヤ 

安全機構の第１段階を解除するためのワイ

ヤ組立品であり，発射又は投下時に引き抜か

れる。 

 備考 1302 参照 

arming wire 

 

3 2 0 2 尾部 対潜ロッケト弾後端の円すい台形部。 

 備考 尾翼及びガイドリングなどで構成

される。 

tail 

3 2 0 3 弾頭部 対潜ロケット弾のさく薬室を構成する部分。

備考 先端部に信管を装着する区画があ

る。 

bursting head 

3 2 0 4 モータ部 対潜ロケット弾の推進薬室を構成する部分。

 

 

3 2 0 5 近接信管 目標に近接したことを磁気などによって感

知して発火する信管。 

proximity fuze 

3 2 0 6 水圧弾底信管 対潜爆弾の構成品で，対潜爆弾の弾底に装着

され，調定深度で水圧の作用によって撃針が

突出し，撃発雷管を発火させる信管。 

 備考 撃針：NDS Y 0001 参照 

hydrostatic tail 

  fuze 

3 2 0 7 擬製信管， 

擬似信管 

火薬と可動部分を持たないもので，実信管と

同じ形状，質量及び重心位置をもつよう擬似

した信管。 

備考1. 擬製信管：対潜爆弾，対潜ロケッ

ト砂てん弾に使用される。 

2. 擬似信管：教練弾に使用される。

dummy fuze 

3 2 0 8 発煙信管 弾着点を表示するために発煙剤が充てんし

てあり，海水と接触することによって発煙す

る火工品。 

 備考 演習弾に使用される。 

smoke generating 

  fuze 
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番 号 用  語 意       味 対応英語(参考)   

3 2 0 9 伸張器 水圧の増加によってピストンが押し下げら

れると信管火薬系列が一線化され，水圧の減

少によってピストンが後退すると信管火薬

系列の一線化が解除される装置。 

備考1. 信管火薬系列：NDS Y 0001参照 

2. 一線化：NDS Y 0001 参照 

booster extender 

3 2 1 0 補助伝爆薬 多量のさく薬の場合又は特別の用途に使用

する付加的な伝爆薬。 

auxiliary 

  booster 

d) 投射関連器材に関する用語 

番 号 用  語 意       味 対応英語(参考)  

3 3 0 0 爆雷投射機 投射装薬包及び爆雷投射せんを使用して爆

雷を投射する装置。 

 備考 その形状によってＫ砲とＹ砲とが

ある。 

depth charge 

  projector 

3 3 0 1 対潜弾投射機 揺あん（方向角と射角を与える装置），傾角

算出装置，動揺修正装置などから構成され，

ソーナーと連携して使用する対潜弾の投射

装置。 

 備考 目標の潜没潜水艦に対し，対潜弾を

一斉に投射して所定の弾着パター

ンを形成する。 

projector 

3 3 0 2 爆雷投下機 投下軌道及び投下管制機からなり，投下管制

機によって投下軌道上の爆雷を順次投下す

る装置。 

depth charge 

  release track 

3 3 0 3 対潜ロケット

ランチャ 

発射筒（3304），架構，架台及び操作盤等か

ら構成され，ソ－ナ－と連携して使用する対

潜ロケット弾の発射装置。 

AS rocket 

  launcher 

3 3 0 4 発射筒 対潜ロケット弾を発射するとき，弾を保持し

ガイドとなる筒。 

starting tube 
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番 号 用  語 意       味 対応英語(参考)  

3 3 0 5 自動接続装置 発射筒（3304）後端部に取りつけられ，対潜

ロケット弾が発射筒に装てんされると自動

的に発射筒の接栓が対潜ロケット弾の接栓

座にかん合する装置。 

automatic contact 

  device  

3 3 0 6 運弾装置 弾庫内において，人力又は動力で対潜ロケッ

ト弾を揚弾筒の中心位置に移動させる装置。

 

3 3 0 7 水中攻撃指揮

装置 

ソ－ナーより得られた各種の諸元を計算し，

目標に対して命中弾もしくは至近弾を得る

ため，ランチャに旋回、ふ仰の信号を発信し，

ランチャを自動的に追従させる装置。 

sonar fire 

  control system 
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第 Ⅳ 章 

水 中 武 器 用 語 

機雷掃海・機雷掃討 

 

 

1. 適用範囲 この規格は，水中武器のうち機雷掃海及び機雷掃討に関する主な用語と，その意味につ

いて規定する。 

 この規格でいう水中武器（underwater weapon）とは，目標を水中で破壊する目的で作られた弾薬及

びその訓練の目的で作られた弾薬並びにこれらの弾薬を発射，投射又は投下する目的で作られた器材で，

広義には，掃海器材なども含む。 

   備考 目標とは，水上艦船，潜水艦，水中航走体，水中敷設物及び水中構築物をいう。 

 

2. 分 類 用語の分類は，表 1による。 

 

表 1 用語の分類 

分           類 分 類 番 号 

  機雷掃海に関する用語 4000 

  運用に関する用語 4001 ～ 4099 

  掃海具に関する用語 4100 ～ 4199 

  関連機器に関する用語 4200 ～ 4399 

  機雷掃討に関する用語 4400 

  機雷掃討装置に関する用語 4401 ～ 4499 

  水中処分用器材に関する用語 4500 ～ 4599 

  機雷掃海と機雷掃討に共通する用語 4600 ～ 4699 

 

3. 用語・意味 用語及び意味は，次のとおりとする。 

なお，対応英語を参考として示す。 

備考1. 用語欄に二つ以上の用語を併記してあるものは，同義語であって，記載順序は，使用の

優先順位を示すものではない。 

2. 意味の文章中で，用語の後に丸括弧を付げて番号を記載してあるものは，この規格の中

で規定している用語を引用していることを示す。 

 

 

 

 

関連規格 下記に示す文書は，最新版とする。  

      NDS Y 0001 弾薬用語 

      NDS Y 0021 磁気用語（現象・利用技術） 

      NDS Y 0022 磁気用語（器材・施設） 
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3.1 機雷掃海に関する用語 

番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 0 0 0 機雷掃海 敷設された機雷を掃海具(4100)で処分すること。 mine sweeping 

a)  運用に関する用語 

番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 0 0 1 機雷排除計画 対機雷戦を遂行するに当たり指示される機雷排

除(4600)の手段において示される機雷掃海ある

いは機雷掃討の計画をいう。 

 

4 0 0 2 掃海諸元 掃海速力(4025)，掃海深度(4026)及び有効掃海

幅(4027)。 

 

4 0 0 3 前駆戦 掃海艦艇に危険な機雷の脅威を減少させるた

め，より安全な航空掃海あるいは小型掃海艇に

より実施する機雷排除。前駆掃海と前駆掃討が

ある。 

precursor operation 

4 0 0 4 日施掃海 機雷攻撃を受ける恐れのある場合，敷設情報の

早期入手を図る目的をもって実施する機雷掃海

(4000)。 

daily sweeping  

4 0 0 5 単艇(艦)掃海 単艇(艦)で実施する機雷掃海(4000)。 

 

single ship sweeping

4 0 0 6 対艇掃海 ２隻の並列隊形で実施する機雷掃海(4000)。 

 

two-ship sweeping 

4 0 0 7 えい航掃海 掃海艇，ヘリコプターなどが掃海具(4100)をえ

い航する機雷掃海(4000)。 

 

4 0 0 8 定置掃海 感応係維掃海具(4127)を定置して実施する機雷

掃海(4000)。 

static sweeping 

4 0 0 9 遠隔掃海 遠隔操縦式掃海具(4130)を使用して，遠隔から

の制御で実施する機雷掃海(4000)。 

remote mine  

ｓweeping 

4 0 1 0 浅深度掃海 普通係維掃海具(4102)を単艇でえい航し，浅深

度に敷設された機雷に対する機雷掃海(4000)。

shallow water 

   sweeping 

4 0 1 1 係維掃海 係維掃海具(4101)をえい航して，係維機雷を処

分する機雷掃海(4000)。 

備考 2016 参照 

moored mine sweeping， 

mechanical sweeping 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 0 1 2 アンテナ掃海 掃海索(4110)を水中線（アンテナ）に接触させ，

アンテナ機雷を処分する機雷掃海(4000)。 

antenna sweeping 

4 0 1 3 感応掃海 

 

艦船シグネチア(2116)に類似した信号を発生さ

せることによって，機雷を作動させて処分する

機雷掃海(4000)。 

備考1. 磁気掃海(4014)，音響掃海(4022)な

どの総称。 

  2. 艦船シグネチア：2116参照 

influence sweeping 

4 0 1 4 磁気掃海 

 

磁気掃海具(4128)によって，磁気機雷を作動さ

せて処分する機雷掃海（4000）。 

備考1. 磁気機雷：NDS Y 0021参照 

  2. 磁気掃海：NDS Y 0022参照 

magnetic influence 

sweeping 

 

4 0 1 5 Ｉ型掃海 

（あい） 

浮上掃海電線(4132)をＩ型にえい航する電極を

用いる磁気掃海(4014)。 

備考1. 付図5参照 

  2. 電極掃海：NDS Y 0021参照 

 

4 0 1 6 Ｊ型掃海 

（じぇい） 

浮上掃海電線(4132)をＪ型にえい航する電極を

用いる磁気掃海(4014)。 

 備考 付図 5参照 

jig type sweeping 

4 0 1 7 ＣＬ掃海 

（しーえる） 

浮上掃海電線(4132)をループ状にえい航する磁

気掃海(4014)。 

備考1. 付図5参照 

2. ＣＬ掃海：NDS Y0021参照 

closed loop sweeps 

4 0 1 8 ＴＥＭ掃海 

（てぃーいーえ

む） 

機雷のターゲットとなる艦船の磁気・音響特性

などを模擬して実施する機雷掃海(4000)。 

 

target emulation mode 

4 0 1 9 

 

ＭＳＭ掃海 

（ え む え す え

む） 

機雷の発火機構に対し有効な磁気・音響などの

信号を発生して実施する機雷掃海(4000)。 

 

mine setting mode 

4 0 2 0 同期掃海 ２隻の掃海艇が横列で航行し，隣接する掃海具

(4100)の間で同期した磁場を発生させて実施す

る機雷掃海。 

 

syncronization sweeping
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 0 2 1 変調掃海 一定の規則正しい周期の磁気・音響などの信 

号を発生して実施する機雷掃海(4000)。 

pulsed influence  

sweeping 

4 0 2 2 音響掃海 音響掃海具(4162)によって，音響機雷を作動さ

せて処分する機雷掃海。 

 備考 音響機雷：2009 参照 

acoustic influence 

  sweeping 

4 0 2 3 

 

複合掃海 複合機雷(2011)を掃海するために２種類以上の

感応掃海具(4127)を同時に使用する感応掃海

(4013)。 

 備考 複合機雷：2011 参照 

combination influence  

sweeping 

4 0 2 4 

 

磁気音響複合

掃海 

磁気及び音響の複合機雷を掃海するために磁気

掃海具(4128)及び音響掃海具(4162)を使用する

感応掃海(4013)。 

 備考 複合機雷：2011 参照 

combination 

magnetic/acoustic 

influence sweeping 

4 0 2 5 掃海速力 機雷掃海(4000)時における掃海艇などの対地速

力。 

sweeping speed 

4 0 2 6 掃海深度 係維掃海(4011)で掃海索(4110)をえい航する深

度。 

 備考 付図 1及び付図 2参照 

s w e e p  d e p t h 

4 0 2 7 

 

有効掃海幅 掃海具(4100)をえい航して航走する場合に，機

雷を有効に処分することができる幅。 

備考1. 係維掃海においては，展開器(4108)

と沈降器(4109)間又は展開器と展開

器間の掃海針路に直角方向の幅。 

2. 感応掃海(4013)においては，総合作

動幅を高さが確率1.0のく形に置き

換えた場合の幅。 

sweep path 

4 0 2 8 

 

総合作動幅 感応掃海具の機雷に対する効果を表す統計手法

であり，計画実施及び評価に利用されるパラメ

ータ。 

 

 

 

aggregate actuation 

  width 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 0 2 9 

 

磁気環境条件 磁気掃海(4014)の計画，実施及び評価に影響を

及ぼす環境要因をいう。磁気掃海のＩ型掃海

(4015)及びＪ型掃海において海水磁場及び海底

磁場に影響を及ぼす水深，海水温度，塩分濃度，

海底地質，層の厚さなどのことをいう。 

 

4 0 3 0 

 

音響環境条件 

 

音響掃海(4022)の計画，実施及び評価に影響を

及ぼす環境要因をいう。海水中における音の伝

播損失などに影響を及ぼす水深，海水温度，塩

分濃度，底質などのことをいう。 

 

4 0 3 1 

 

艇尾えい航法 音響掃海具(4162)を掃海艇の艇尾からある距離

を離して，後方をえい航する方法。 

astern method 

4 0 3 2 

 

偏位えい航法 

 

音響掃海具(4162)を掃海艇の外げん側に偏位さ

せてえい航する方法。 

 

4 0 3 3 

 

げん側えい航

法 

音響掃海具(4162)を掃海艇のげん側に吊下して

えい航する方法。 

abeam method 

4 0 3 4 展開幅 

 

掃海具(4100)をえい航した場合の艦首尾線とえ

い航浮標(4115)またはえい航浮標相互間の距

離。 

 備考 付図 1及び付図 2参照 

spread 

4 0 3 5 

 

展開角 片げん展開時掃海艇の艦首尾線とえい航浮標

(4115)との角度または両げん展開時のえい航浮

標相互間の角度。 

 備考 付図 1参照 

float angle 

4 0 3 6 基準艇 掃海運動の基準となる掃海艇。 

 

guide 

4 0 3 7 対艇距離 

 

対艇掃海(4006)における基準艇(4036)と側艇と

の距離。 

lateral separation 

4 0 3 8 磁気プロファ

イル 

遠隔操縦式掃海具(4130)において使用される磁

気掃海の通電制御パターンで，磁気振幅(4153)，

通電波形(4151)などにより形成される。 

 

 

magnetic profile   
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 0 3 9 

 

音響プロファ

イル 

遠隔操縦式掃海具(4130)において使用される音

響掃海の音圧制御パターンで，音響振幅(4173)，

音響出力形状(4172)などにより形成される。 

acoustic profile 

4 0 4 0 

 

 

清掃率 

 

 

航過計数が設定されている機雷を最小の掃海回

数で作動させたかあるいは機雷を探知して処分

した割合をいう。 

clearance rate 

 

 

4 0 4 1 掃海確率 

 

機雷が調定された航過計数だけ感応するシグネ

チアを受ける確率をいう。 

 備考 2121 参照 

statistical sweeping 

4 0 4 2 

 

掃海密度 

 

機雷を作動させる掃海における成功の数の平均

値。 

sweeping intensity 

4 0 4 3 掃海効率 航法誤差に基づく機雷の作動確率の分散の程

度。 

 

4 0 4 4 統計的評価 

 

掃海手順の有効性を決定し，機雷排除(4600)の

目的を達成するために必要な兵力の見積もり，

最適な戦術を決定するための統計理論の使用を

いう。 

statistical  

  evaluation 

4 0 4 5 掃海面 機雷が敷設された可能性の高い海面で掃海又は

掃討により機雷を処分する海面。 

mine sweeping area 

4 0 4 6 既掃面 掃海を完了した海面。 

 

swept water 

4 0 4 7 未掃面 掃海面のうち，所定の掃海が完了していない海

面。 

dea d  s p a c e 

4 0 4 8 射撃処分 

 

係維掃海(4011)によって係維索(2247)が切断さ

れて浮上した機雷本体を，艦艇または航空機か

ら射撃によって処分すること。 

 備考 係維索：2248 参照 

 

4 0 4 9 危険海域 

 

機雷が敷設された海面において艦船又は装備品

が機雷の爆発により被害を受ける可能性のある

範囲。 

 

d a n g e r  a r e a 
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b) 掃海具に関する用語 

番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 1 0 0 掃海具 

 

機雷掃海(4000)に使用する器材。 

備考 係維掃海具(4101)と感応掃海具(4127)

がある。 

mine sweeping gear 

 

4 1 0 1 係維掃海具 

 

係維掃海(4011)に使用する掃海具(4100)。 

備考1. 掃海索(4110)，切断器(4105)，展開

器(4108)，沈降器(4109)，えい航浮

標(4115)などから構成され，機雷の

係維索を切断する掃海具。普通係維

掃海具(4102)，深深度係維掃海具

(4103)，小型係維掃海具(4104)及び

航空用掃海具がある。 

2. 付図1及び付図2参照 

moored mine sweeping 

  gear, 

mechanical sweeping 

  gear 

 

4 1 0 2 

 

普通係維掃海

具 

 

浅深度掃海(4010) の係維掃海(4011)に使用する

掃海具(4100)。 

備考1. 掃海索(4110)，切断器(4105)，展開

器(4108)，沈降器(4109)，えい航浮

標(4115)などから構成され，機雷の

係維索を切断する掃海具(4100)。 

2. 付図1参照 

 

4 1 0 3 深深度係維掃

海具 

深深度掃海から浅深度掃海(4010)の係維掃海

(4011)に使用する掃海具(4100)。また，水中フ

ロート(4116)は，えい航時の位置をＣＩＣでリ

アルタイムに把握するため，水中超音波による

測位装置を装備している。 

備考1. 掃海索(4110)，切断器(4105)，展開

器(4108)，沈降器(4109)，水中フロ

ート(4116)，掃海深度測定用えい航

体(4125)，などから構成され，機雷

の係維索を切断する掃海具(4100)。

2. 付図 8参照 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 1 0 4 小型係維掃海

具 

浅深度掃海(4010) の係維掃海(4011)に使用する

新型の掃海具(4100)。普通係維掃海具(4102)に

比較して構成品の小型・軽量化を図っている。

展開器(4108)，沈降器(4109)の流体力の発生方

式が従来のものとは異なる。また，えい航浮標

(4115)は，えい航時の位置をＣＩＣでリアルタ

イムに把握するため，えい航浮標測位装置を装

備している。 

備考1. 掃海索(4110)，切断器(4105)，展開

器(4108)，沈降器(4109)，えい航浮

標(4115)などから構成され，機雷の

係維索を切断する掃海具(4100)。 

2. 付図9参照 

 

4 1 0 5 切断器 

 

係維掃海具(4101)の構成品で，掃海索(4110)に

取り付けられて係維索を切断するもの。 

cutter 

4 1 0 6 

 

歯板型切断器 

 

２枚ののこぎり歯によって係維索を切断する切

断器(4105)。 

 備考 付図 8参照 

mechanical cutter 

4 1 0 7 

 

爆破型切断器 

 

火薬の爆発力でたがねを打ち出し，係維索を切

断する切断器(4105)。 

 備考 付図 6，付図 8及び付図 9参照 

explosive cutter 

 

4 1 0 8 

 

展開器 

 

掃海具(4100)のえい航による水流で展開力を発

生し，掃海索(4110)などを展開させるもの。 

 備考 付図 1，付図 2，付図 8，付図 9 及び付

図 10参照 

otter 

4 1 0 9 

 

沈降器 掃海具(4100)のえい航による水流で沈降力を発

生し，掃海索(4110)などを沈降させるもの。 

 備考 付図 1，付図 2，付図 8及び付図 9参照

depressor kite 

4 1 1 0 掃海索 

 

係維掃海具(4101)の構成品で，切断器(4105)，

展開器(4108)などを取り付ける鋼索。 

備考 付図 1，付図 2，付図 6，付図 8 及び付

図 9参照 

 

 

sweeping wire 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 1 1 1 深度索， 

フロートペン

デント， 

フロート接続

索 

えい航体〔発音体(4165)，展開器(4108)など〕

の深度を保持するため，それらとえい航浮標

(4115)などを接続する鋼索。 

 備考 付図 1，付図 2及び付図 8参照 

float pendent 

 

4 1 1 2 沈降器えい索 

 

艇尾から直接，沈降器(4109)をえい航する鋼索。 

備考1. 本索長と深度索長によって掃海深度

(4026)が調整できる。 

2. 付図1及び付図8参照 

depressor wire 

4 1 1 3 

 

そで索 沈降器(4109)の沈降力を掃海索(4110)などに伝

える鎖。 

 備考 付図 1参照 

depressor span pendent 

 

4 1 1 4 

 

せん断栓継手 

 

対艇掃海(4006)などで使用するシャーピン付き

の接続具。 

 備考 大きな力が加わったとき，シャーピン

の切断によって掃海索の切断を防ぐ。

shearing coupling 

 

4 1 1 5 えい航浮標 

 

掃海具を規定の深度保持及び位置の標識として

使用する浮標。 

 備考 付図 1，付図 9及び付図 10参照。 

float 

4 1 1 6 水中フロート 

 

深深度係維掃海具(4103)の規定深度保持及び位

置の標識として使用する水中をえい航する浮

標。位置の把握は掃海艇と水中フロートの間を

水中音響を使用して行う。 

 備考 付図 8参照 

 

 

 

s u b m e r g e d  f l o a t 

 

4 1 1 7 えい航浮標測

位装置 

えい航浮標(4115)及びえい航艇にそれぞれＧＰ

Ｓを搭載し，えい航浮標の艇からの相対位置を

リアルタイムにＣＩＣなどで監視できる装置。

備考 付図 9及び付図 10参照 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 1 1 8 リードフロー

ト 

航空掃海具の構成品で，沈降器(4109)の深度保

持及び掃海具前端部の標識として使用するえい

航浮標。 

 備考 付図 2参照 

lead float 

 

4 1 1 9 マーカーフロ

ート 

航空掃海具の構成品で，掃海索(4110)の深度保

持及び位置の標識として使用するえい航浮標。

 備考 付図 2参照 

marker float 

4 1 2 0 

 

切断能力 

 

切断器(4105)の性能で，切断可能な鋼索などの

最大径で示す。 

 

4 1 2 １ 掃海索沈下量 

 

掃海索(4110)が調定した掃海深度(4026)よりも

沈下する量。 

備考1. 通常最大値で示し，沈下（浮上）量

は正（負）符号で示す。 

2. 付図1参照 

sag of sweeping wire 

 

4 1 2 2 掃海索長 

 

普通係維掃海具(4102)において投入した掃海索

(4110)の末端から沈降器までの長さを示す。深

深度係維掃海具(4103)においては沈降器から掃

海索末端までの長さで一定である。 

 備考 付図 1参照 

sweep wire length 

4 1 2 3 沈降器えい索

長 

沈降器えい索(4112)の末端から水面までの長

さ。 

 備考 付図 1参照 

 

4 1 2 4 フロート索長 

 

展開器(4108)などの深度を保持するため，それ

らとえい航浮標(4115)などを接続する索の長

さ。 

 

 

 

4 1 2 5 掃海深度測定

用えい航体 

深深度係維掃海具(4103)において掃海索前端の

深度を計測し，掃海艦に水中音響を使用して情

報を伝達するえい航体。 

 備考 付図 8参照 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 1 2 6 展開装置切離

装置 

深深度係維掃海具(4103)においてえい航時に水

中フロート(4116)の深度が異常になったとき掃

海索後端との接続を解除し，水中フロート及び

展開器を浮上させて回収するための装置。切離

しには掃海艦からの音響掃海信号と自動のモー

ドがある。 

 備考 付図 8参照 

 

4 1 2 7 感応掃海具 

 

感応掃海(4013)に使用する掃海具(4100)。 

備考1. 一般に磁気掃海具(4128)，音響掃海

具(4162)から構成され，磁気・音響

を発生することにより，感応機雷を

爆発処分する掃海具。水圧を発生す

る水圧掃海具も感応掃海具(4127)に

含まれる。 

2. 磁気掃海具として永久磁石を組み込

んだ鋼鉄製浮力体と，水流により音

響を発生する音響掃海具もある。 

3. 磁気及び音響の複合機雷を掃海する

ため，従来より実施されているＭＳ

Ｍ掃海(4019)に加えてＴＥＭ掃海

（4018）を実施できる新しいタイプ

の感応掃海具もある。 

influence sweeping 

  gear 

4 1 2 8 磁気掃海具 

 

磁気掃海(4014)に使用する感応掃海具(4127)

で，通電式磁気掃海具(4129)と永久磁石式磁気

掃海具(4131)がある。 

備考 磁気掃海具：NDS Y 0022(3186)参照 

magnetic influence 

  sweeping gear  

4 1 2 9 通電式磁気掃

海具 

磁気掃海具(4128)の一種で，通電によって生じ

た電線磁場(4142)，電極磁場(4145)又は電磁石

による磁場を利用して磁場を変化させる形式の

もの。 

備考1. 磁場：NDS Y 0021参照 

2. 通電式磁気掃海具：NDS Y 0022参照

3. 付図12参照  
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 1 3 0 遠隔操縦式掃

海具 

無線で遠隔操縦する無人船に磁気及び音響掃海

具を装備して，磁気音響複合掃海(4024)を行う

方式の掃海具。 

remote control 

sweeping g e a r 

4 1 3 1 永久磁石式磁

気掃海具 

磁気掃海具(4128)の一種で磁かん棒，磁気パイ

プなどの永久磁石をえい航して磁場を変化させ

る形式のもの。 

備考 永久磁石式掃海具の例として永久 

磁石を組み込んだ鋼鉄製の容器を複数

直列に接続し，消磁された艦艇の発生

する磁場を模擬する機能を有する掃海

具がある。 

permanent magnetic 

sweeping gear 

4 1 3 2 

 

浮上掃海電線 

 

磁気掃海(4014)に使用する浮上式の電線。 

備考1. 通常，短電線〔ＰＱケーブル(4133)，

ＡＱケーブル(4134)，ＦＣケーブル

(4135)からなる〕，長電線〔ＰＱケー

ブル〕，ＡＱケーブル，ＦＣケーブル，

Ｓケーブル(4137)からなる〕及びＫ

ケーブル(4136)で構成する。 

2. 航空磁気掃海では，電極，Ｓケーブ

ル(4137)及びピッグテイル構成す

る。 

3. 付図3参照 

4. 通電式磁気掃海具：NDS Y 0022参照

 

 

buoyant sweeping cable 

 

4 1 3 3 ＰＱケーブル 

（ぴーきゅー） 

浮上掃海電線(4132)の構成品で，艇上から海面

に接するまでの部分に使用する電線。 

備考1. 漏洩磁場のないように４本の電線を

より合わせてある。 

2. 付図3参照 

 

 

 

 

PQ-cable 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 1 3 4 ＡＱケーブル 

（えーきゅー） 

浮上掃海電線(4132)の構成品で，浮力体を有す

る電線。 

備考1. 漏洩磁場のないように４本の電線を

より合わせてある。 

2. 付図3参照 

AQ-cable 

4 1 3 5 ＦＣケーブル 

（えふしー） 

浮上掃海電線(4132)の構成品で，各ケーブルを

接続する可とう電線。 

 備考 付図 3参照 

FC-cable 

4 1 3 6 掃海用電極，Ｋ

ケーブル 

（けー） 

電極掃海において浮上掃海電線(4132)の長電線

及び短電線に接続する電極。 

 備考 付図 3，付図 5及び付図 10参照 

K-cable 

4 1 3 7 Ｓケーブル 

（えす） 

浮上掃海電線(4132)の構成品で，長電線の主要

部分をなす浮力体を有する電線。 

備考1. 電線磁場(4142)を発生させる電線。

2. 付図3参照 

S-cable 

4 1 3 8 ＣＬケーブル 

（しーえる） 

ＣＬ掃海(4017)において浮上掃海電線(4132)の

長電線及び短電線に接続してループ状にする電

線。 

 備考 付図 3及び付図 5参照 

CL-cable 

4 1 3 9 ジャンパーケ

ーブル 

 

ＣＬケーブル(4138)を浮上掃海電線(4132)の長

電線に接続するときに使用する可とう電線。 

 備考 付図 3参照 

jumper cable 

4 1 4 0 平衡えい航具 

 

掃海艇が浮上掃海電線(4132)などをえい航する

場合，電線の２箇所に設けた電線ストッパに加

わる張力を均などにするために使用するえい航

具。 

 備考 付図 7参照 

 

equalizing bridle 

 

4 1 4 1 トーケーブル 

 

航空磁気掃海具をヘリコプターで曳航する給油

ホース及び電線が内蔵されているケーブル。 

 

tow cable, 

tow and electrical 

  cable 

4 1 4 2 電線磁場 

 

通電式磁気掃海具(4129)において，えい航する

掃海電線に流れる電流によって発生する磁場。

 備考 通電式磁気掃海具： 

NDS Y 0022参照 

cable magnetic field 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 1 4 3 赤磁場 

 

通電式磁気掃海具(4129)において，磁束の垂直

成分が下向きの磁場。 

 備考 通電式磁気掃海具： 

NDS Y 0022参照 

red fields 

4 1 4 4 青磁場 

 

通電式磁気掃海具(4129)において，磁束の垂直

成分が上向きの磁場。 

 備考 通電式磁気掃海具： 

NDS Y 0022参照 

blue fields 

4 1 4 5 電極磁場 

 

通電式磁気掃海具(4129)の両電極間において，

海中及び海底をとおして流れる分散電流によっ

て発生する磁場。 

 備考 通電式磁気掃海具： 

NDS Y 0022参照 

electrode fields  

4 1 4 6 通電方向 

 

通電式磁気掃海具(4129)において，えい航する

掃海電線に通電する極性。 

備考  長電線が正極となる場合を正方向

(FORWARD)，負極となる場合を負方向

(REVERSE)と呼ぶ。 

 

4 1 4 7 通電秒時 

 

磁気掃海(4014)において，変調掃海(4021)を実

施する場合の 1周期中の通電する時間。 

on-time 

4 1 4 8 休止秒時 磁気掃海(4014)において，変調掃海(4021)を実

施する場合の 1周期中の非通電時間。 

off-time 

4 1 4 9 パルス通電 

 

通電式磁気掃海具(4129)において，電線に所定

の波形，極性，電流値の電流を時間間隔で通電

すること。 

 

pulsed output 

4 1 5 0 定電流通電 

 

通電式磁気掃海具(4129)において，えい航する

電線に所定の極性，電流値で連続的に通電する

こと。 

steady output 

4 1 5 1 通電波形 通電式磁気掃海具(4129)において，パルス通電

(4149)の際の電流波形。 

備考1. 波形には，く形波，きょ歯状波，正

弦波，などがある。 

2. 付図12参照 

wave form 

－square ：く形波 

－triangular：きょ歯状

波 

－sinusoidal：正弦波 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 1 5 2 ＳＣＦ波 

（ え す し ー え

ふ） 

磁気機雷の発火感度を求めるときに使用される

磁気信号波形で,次の式で表される。ＴＥＭ掃海

において艦船の信号を模擬したＳＣＦ波を発生

する。 

 

 

ここに H  : SCF 磁気信号(T) 

        0H : 波形の最大値(T) 

        T  : 波形の周期(s) 

        t   : 時間(s)   )0( Tt ≤≤  

備考1. NDS Y 0022参照 

2. 2414参照 

single cycle magnetic 

  field 

4 1 5 3 磁気振幅 磁気プロファイル(4038)の磁気量を設定するた

めの電流振幅。 

amplitude for magnetic 

4 1 5 4 磁気エスカレ

ータ波 

磁気プロファイル(4038)で設定される通電波形

(4151)できょ歯状波を示す。 

magnetic escalator 

  wave 

4 1 5 5 磁気正弦波 

 

磁気プロファイル(4038)で設定される通電波形

(4151)で正弦波を示す。 

magnetic sine wave 

4 1 5 6 

 

永久磁石間間

隔及び極性 

永久磁石式磁気掃海具(4131)の発生する磁場の

管制方法の一つ。複数の磁石を直列に並べた場

合，その磁石間の間隔及び極性を変えると全体

として発生する磁場が変化するが，その原理を

応用したもの。 

 

4 1 5 7 磁気掃海電源

装置 

磁気掃海(4014)の掃海電線に所定の掃海電流を

供給する装置。 

 

4 1 5 8 掃海具信号処

理装置 

感応掃海具の構成品であり，磁気掃海及び音響

掃海の掃海諸元の設定，監視を実施する。また，

小型係維掃海具の構成品であるえい航浮標測位

装置及び情報処理装置との連接を行い，えい航

浮標の位置を情報処理処理装置に出力するもの

である。 

 

4 1 5 9 極性表示灯 

 

同期掃海(4020)において，掃海電流の通電方向

(4146)を表示する赤(正方向)，青(負方向)の各 2

個からなる表示灯。 

 

⎭
⎬
⎫

⎩
⎨
⎧

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛−±= t

T
COS

H
H π21

2
0



 

Y 0041 

 

108 

番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 1 6 0 磁場表示灯 

 

海中に発生する赤磁場(4143)，青磁場(4144)を

それぞれ表示する赤と青の一対の表示灯。 

 

4 1 6 1 艦位保持灯 

 

夜間にＩ型掃海(4015)で併走している僚艇位置

を確認するために使用する灯。 

 

4 1 6 2 

 

音響掃海具 

 

音響掃海(4022)に使用する感応掃海具(4127)

で，機械式，電動機械式，電気式などがある。

acoustic influence  

sweeping gear 

4 1 6 3 圧 電型音 響      

掃海具 

圧電体に電界を加えると歪みが発生する圧電効

果を利用して電気音響変換を行う変換器により

高周波音響信号を発生させ，音響感応機雷を処

分する掃海具。 

 

4 1 6 4 ムービングコ

イル型音響

掃海具 

静磁界中におかれたコイルを流れる電流の変化

で生じる運動により動作する電気音響変換器に

より低周波音響信号を発生させ，音響感応機雷

を処分する掃海具。 

備考 付図 11参照 

 

4 1 6 5 発 音 体  

 

音響掃海具(4162)の主要構成品で，各種のエネ

ルギーを音響エネルギーに変換して所定の水中

音を発生する装置。 

 備考 付図 10参照 

 

4 1 6 6 

 

振 動 板  

 

発音体(4165)の構成品で，水中に音響エネルギ

ーを伝える金属製円板。 

 

4 1 6 7 

 

音響掃海電線 

 

掃海艇から発音体(4165)に電力及び信号を送る

電線。 

 備考 付図 10参照 

acoustic influence 

sweeping cable  

4 1 6 8 共振， 

同調 

発音体(4165)が最適の音圧と周波数を発生して

いる状態。 

resonance 

4 1 6 9 オン時間， 

高音秒時 

制御信号一周期中において，強音信号を発生す

る時間。 

 備考 付図 12参照 

on-time 

4 1 7 0 オフ時間， 

低音秒時 

制御信号一周期中において，弱音信号を発生す

る時間。 

 備考 付図 12参照 

 

off-time 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 1 7 1 立上り時間， 

立上り秒時 

制御信号一周期中において，弱音信号から強音

信号まで変化する時間。 

 備考 付図 12参照 

 

4 1 7 2 音響出力形状 音響掃海(4022)において，変調掃海(4021)を実

施する場合の，時間を横軸，音圧を縦軸として

表した出力形状を言い，正弦波，く形波などが

ある。 

wave form 

4 1 7 3 音響振幅 音響プロファイル(4039)で設定される音圧振

幅。 

amplitude for acoustic 

4 1 7 4 音響エスカレ

ータ波 

音響プロファイル(4039)で設定される音響出力

形状(4172)で，きょ歯状波を示す。 

acoustic escalator 

  wave 

4 1 7 5 音響正弦波 

 

音響プロファイル(4039)で設定される音響出力

形状(4172)で，正弦波を示す。 

acoustic sine wave 

4 1 7 6 音響掃海具用 

管制装置 

音響掃海具(4162)において，電気エネルギーな

どを使用する発音体(4165)の駆動機構を管制

し，所定の周期で作動させる装置。 

 

 

c) 関連機器に関する用語 

番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 2 0 0 普通掃海具巻

揚機 

掃海索(4110)などの巻取り及び繰り出しをする

ための巻揚機。 

 

4 2 0 1 掃海電線巻揚

機 

浮上掃海電線(4132)，音響掃海電線(4167)など

の巻取り及び繰り出しをするための巻揚機。 

 

4 2 0 2 掃海標識 

 

掃海海面，掃海水路，機雷だまり，機雷などの

水中危険物又は障害物などを標示するために使

用する標識。 

備考1. 浮標，標旗，標灯，係維索，錘，び

ょうなどで構成されている。 

2. 付図4参照 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 2 0 3 

 

掃海標灯 

 

夜間に掃海標識(4203)，マスターリファレンス

ブイ(4601)，ショートスコープブイ，掃海具

(4100)などのえい航浮標(4115)の所在を標示す

るため，これらの浮標などに取り付けるフラッ

シュライト。 

 備考 付図 4参照 

 

4 2 0 4 トリプレン 

 

水中における探知機の目標として全方向からの

音響を反射できるように複数の板を組み合わせ

たもの。 

triplen 

4 2 0 5 マーキングブ

イ 

遠隔操縦式掃海具(4130)において遠隔制御で投

下される標識用ブイであり，先端にはレーダで

探知するためのコーナーレフレクタが付いてい

る。 

marking bouy 

3.2 機雷掃討に関する用語 

番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 4 0 0 機雷掃討 敷設された機雷を探知し，これを個々に殉爆処

分又は無能化（破壊，係維索切断など）するこ

と。 

mine hunting 

a) 機雷掃討装置に関する用語 

番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 4 0 1 機雷掃討装置 

ＭＨＳ 

（えむえっちえ

す） 

機雷探知機及び機雷処分装置(4402)で構成し，

機雷を探知して殉爆又は無能化する装置。 

 備考 殉爆：2559 参照 

mine hunting system 

4 4 0 2 機雷処分装置 探知した機雷に対して航走体(4404)を機雷処分

装置用管制装置(4410)で誘導し，その機雷を殉

爆又は無能化する装置。 

mine neutralization  

system 

4 4 0 3 

 

 

水中航走式機

雷掃討具 

掃海艇に搭載し、掃海艇の前方遠距離において，

機雷を安全に捜索，類別，識別し，処分する装

置。 

 

 

 

mine neutralization 

system using 

underwater vehicle  
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 4 0 4 航走体 

ＭＮＶ 

（ え む え ぬ ぶ

い） 

掃海艇が探知した機雷に対し，有線誘導によっ

てその近傍に処分用爆雷(4415)を投下し，その

後，帰投させられる装置。 

備考1. 機雷処分装置(4402)の主要構成品

で，処分用爆雷(4415)及び処分具用

係維索切断器(4417)を備えたものも

ある。 

2. 付図 13参照 

mine neutralization  

vehicle 

4 4 0 5 ガイドロープ 航走体(4404)を海底から一定の高度で航走さ

せるためのバラスト用ロープ。 

equipped guide rope 

4 4 0 6 カウンタウエ

イト 

航走体(4404)に処分用爆雷(4415) ，処分具用

係維索切断器(4417)の替わりに取付け、水中を

航走させるためのバラスト。 

counterweight 

4 4 0 7 

 

ガス吸収装置 航走体(4404)に搭載の電池から発生する水素ガ

スを吸収するための触媒装置。 

catalist assy 

4 4 0 8 

 

 

浮力調整器 水中航走式機雷掃討具(4403)の航走体(4404)に

取付けられた，処分用爆雷投下後の浮力を投下

前の状態に調整する装置。 

buoyancy-regulator 

 

4 4 0 9 誘導電線 艦上の機雷処分装置用管制装置(4410)と航走体

(4404)との間の信号を連接するための電線。 

備考 航走体(4404)へ電力を供給するものも

ある。 

 

4 4 1 0 機雷処分装置

用管制装置 

航走体(4404)の針路，速力及び深度などを制御

し，各種信号及び航走体の位置情報などの表示

機能を有する装置。 

mine neutralization  

vehicle console 

4 4 1 1 

 

偏差修正設定

器 

各海域で微妙に異なる磁北を修正する設定器。 compass declination  

adjustment 

4 4 1 2 機雷処分装置

用巻揚機 

誘導電線(4409)の巻取り及び繰り出しをするた

めの巻揚機。 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 4 1 3 機雷処分装置

用クレーン 

航走体(4404)の投入及び揚収などに使用するク

レーン。 

備考 処分用爆雷(4415)の装着などにも使用

する。 

 

4 4 1 4 掃討用クレー

ン 

航走体(4404)の投入及び揚収などに使用するク

レーン。 

 

4 4 1 5 処分用爆雷 機雷を殉爆又は無能化するために使用する非磁

性缶体に爆薬をてん薬した爆雷。 

備考1. 航走体(4404)から機雷の近傍に投下

され，時限又は音響コマンド信号な

どによって爆発する。 

2. 3003参照 

 

4 4 1 6 処分用訓練爆

雷 

処分用爆雷(4415)の投下訓練等に使用するもの

で，外観，形状，寸法，質量などを処分用爆雷

に近似させ、非磁性缶体に擬さく薬をてん薬し

た訓練爆雷。 

 

4 4 1 7 処分具用係維

索切断器 

係維機雷の係維索又は係維鎖を切断するために

使用する切断器。 

備考1. 航走体(4404)で係維索又は係維鎖に

取付けられ，時限又は音響コマンド

信号(4423)などによって作動する。

2. 付図14参照 

 

4 4 1 8 航走体排水量 航走体(4404)を海水中に全没させた場合の航走

体が排除した海水の質量。 

 備考 通常，海水の比重は 1.025 が使用され

る。 

 

4 4 1 9 併走 情報処理装置の管制下で掃海艇と航走体が同時

に並行して航走すること。 

cooperative run 

4 4 2 0 第１時限 処分用爆雷(4415)及び処分具用係維索切断器

(4417)において，水圧スイッチが作動してから

音響コマンド信号(4423)の受信待機状態になる

までの時間。 

 備考 2120 参照 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 4 2 1 

 

 

第２時限 処分用爆雷(4415)及び処分具用係維索切断器

(4417)において，水圧スイッチが作動してから

時限発火を行うまでの設定時間。 

備考 2407 参照 

 

4 4 2 2 第３時限 処分用爆雷(4415)の発火機能を停止するまでの

時間。 

 

4 4 2 3 音響コマンド

信号 

処分用爆雷(4415)及び処分具用係維索切断器

(4417)を作動させるための指令信号。 

 備考 付図 15参照 

acoustic command 

signal 

4 4 2 4 不感時間 処分用爆雷((4415)及び処分具用係維索切断器

(4417)において，音響コマンド信号(4423)を受

信できない時間。 

備考 番号 2122 参照 

 

4 4 2 5 発火待機時間 処分用爆雷(4415)及び処分具用係維索切断器

(4417)において，音響コマンド信号(4423)を受

信できる時間で，不感時間(4424)終了から自滅

機能が作動を開始するまでの時間。 

 

4 4 2 6 係止解除時間 処分用訓練爆雷(4416)が投下されてから、浮標

が缶体から離脱し，上昇を始めるまでの時間。 

 

4 4 2 7 モーションコ

ンペンセー

ション 

掃海艇の動揺に対し，ブーム先端を一定の高さ

に保つ機能。 

motion compensation 

4 4 2 8 オートテンシ

ョン 

ウインチのロープ張力が過大になるとロープ

が引き出され，クレーンに過負荷がかかること

を防止する機能。 

autotension 

4 4 2 9 機雷捜索 機雷を探知するために，捜索用ソーナーによ

り，探査すること。 

mine serching 

4 4 3 0 機雷類別 類別用ソーナーにより機雷であるか否かを判

定すること。 

mine classification 

4 4 3 1 機雷識別 映像装置等により，機雷の種類、状態などを判

定すること。 

 

 

mine identification 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 4 3 2 モード１ 航走体(4404)を水面航走させるとき及び目標

近傍に航走させた後，さらに近傍させるとき等

に手動でシステムを操縦させる機能。 

manual operation 

4 4 3 3 モード２ 母艇近傍の発進位置から目標近傍まで航走体

(4404)を航走させるとき及び目標近傍から母

艇近傍へ航走体を帰還するとき等にシステム

を自動で操縦する機能。 

 

4 4 3 4 処分用爆雷発

火 

機雷処分装置（4402）で航走体(4404)を帰投さ

せ，機雷処分装置から音響コマンド信号(4423)

を送波し，処分用爆雷(4415)を爆発させる処分

法。 

automatic operation 

4 4 3 5 

 

係維索カッタ

作動 

処分具用係維索切断器(4417)を爆雷の索に把

中させた後，同切断器を作動させる処分法。 

 

b) 水中処分用器材に関する用語 

番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 5 0 0 危険物浮揚装

置 

海底に敷設された機雷などの危険物を気球の浮

力を利用して浮揚する装置。 

 備考 通常，浮揚用の気球，非磁性気蓄器，

送気弁などから構成される。 

 

4 5 0 1 フローティン

グアイ 

水中で危険物を発見したとき，その位置を表示

するために使用する携帯用浮標。 

備考 小形の気球とこれを膨らませる炭酸ガ

スボンベ，ロープなどで構成される。

 

4 5 0 2 発火母線 

 

処分用爆薬を遠方から爆発させるため，発火器

と補助母線(4503)を接続する電線。 

 

4 5 0 3 補助母線 

 

発火母線(4502)と電気雷管を接続する電線。 

備考 電気雷管：NDS Y 0001参照 

 

4 5 0 4 成形爆薬容器 

 

機雷などの外皮の穴明け又は切断のため，一方

向に爆ごうエネルギーが集中するような形状の

爆薬容器。 

 備考 爆ごう：NDS Y 0001 参照 

 

4 5 0 5 携帯用機雷探

知機 

水中にある目標物を音響信号によって発見する

ために潜水員が携帯して使用する機器。 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 5 0 6 携帯用磁気探

知機 

 

潜水員が携帯して海水中または地上で使用する

ものであり，海底または泥中に埋没している金

属物体の存在を探知する機器。 

備考 NDS Y 0022参照 

 

3.3  機雷掃海と機雷掃討に共通する用語 

番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 6 0 0 機雷排除 

 

機雷による脅威をなくすこと。 

備考 機雷掃海(4000)と機雷掃討(4400)の二

つの手段がある。 

mine clearance 

 

 

4 6 0 1 マスターリフ

ァレンスブ

イ 

ＭＲＢ 

（えむあーるび

ぃ） 

機雷掃海及び機雷掃討において，精密な位置測

定を実施するために使用する航法基準ブイ。 

備考 1. 浮標，レーダ反射板，錘などの他，

水深に対応し係維索長を調整するた

めの小形リールなどで構成されてい

る。 

2. 付図 4参照 

master reference buoy 

4 6 0 2 シ ョ ー ト 

スコープブ 

イ 

ＳＳＢ 

（えすえすびぃ） 

機雷掃海及び機雷掃討において，精密な位置測

定を実施するために使用する航法補助ブイ。 

備考 浮標，レーダ反射板，錘などの他，潮汐

による水深の変化量の吸収及び潮流に

対する求心力のためのラバーコード（ゴ

ム製係維索）などで構成されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

short scope buoy 
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番 号 用   語 意       味 対応英語（参考） 

4 6 0 3 掃海艇用戦術

情報処理装

置 

関連部隊からの情報及び各種センサ情報を処理

し各級指揮官の作戦状況の把握及び意志決定を

支援するとともに関連システムの一元管理を実

施することにより効率的な作戦の遂行を目的と

した対機雷戦用の情報処理装置。 

 備考 掃海艇用の情報処理装置の関連システ

ムは次のとおり。 

      水中航走式機雷掃討具 

      機雷探知機 

      掃海具 

      自動操艦装置 

      航法支援装置 

      レーダ 

      印刷電信処理装置 

mine countermeasure 

  data processing 

system 

4 6 0 4 掃海艇用コン

ソール 

ソフトウェアを切り替えることにより同一のハ

ードウェアで複数の種類の機器が使用すること

のできる掃海艇用の共通コンソール。 

備考 掃海艇用コンソールの例は次のとおり。

     情報処理装置，水中航走式機雷掃討

具、機雷探知機及び感応掃海具に共通し

て使用され相互に他の機能を代替可能

な掃海艇搭載の共通コンソール。 

mine  countermeasure  

common console 
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付図 1 係維掃海具（4101）構成の一例 
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付図 4 マスターレファレンスブイ（4601）構成の一例 

 
(4203) 
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付図 5 浮上掃海電線（4132）の構成による磁気掃海の各方式 

I 型掃海(4015) 

J 型掃海(4015) 

CL 掃海(4015) 
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付図 6 爆破型切断器（4107）の一例 
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付図 7 平衡えい航具（4140） 
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付図 13 航走体（4404） 

 

処分用爆雷

沈底機雷 

航走体 

掃海艇 

中深度

航走体

係維機雷

処分具用係
維索切断器

処分具用係維索切断器による処分 

中深度 

 

自律航走型通信ブイ 
情報処理装置  

機雷探知機 

自動操艦装置  

処分用爆雷による処分 

航走体 

沈底機雷 

上昇追尾機雷 

掃海艇  

係維機雷 

浮流機雷   

処分用爆雷による処分
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付図14 処分具用係維索切断器（4417）

航走体 
処分具用 

係維索切断器 

把駐金物 
索ガイド 

  受波器 

時限・音響設定 

スイッチ 
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処分具用係維 

索切断器 

沈底機雷 

係維機雷 

処分用爆雷 

音響コマンド信号 

送波器 

母艇 

付図15 音響コマンド信号（4423）
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第 Ⅰ 章 

水 中 武 器 用 語          

魚 雷   解 説 

 

1. 作成の主旨・経緯 この規格は，防衛庁における水中武器用語のうち，主に魚雷の研究，開発，調

達，整備，教育及び訓練に使用する用語を制定した NDS Y 0031 水中武器用語（魚雷）（昭和５９年３

月１３日付）の見直しを実施したものである。制定後，十数年が経過し，技術のすう勢に対応した見直

しが必要になった。また，新規の装備品の多様化に伴う見直しも必要となり，平成１６年度末までに装

備化されるものを対象とした。 

  改正に当たっては，平成１６年度調査作業“水中武器用語（魚雷）外３件の改正規格原案調査”を社

団法人日本防衛装備工業会に委託した。この委託を受けて工業会は，改正規格原案調査委員会を組織し

た。委員長は三菱重工業株式会社から，副委員長はユニバーサル造船株式会社から派出した。さらに委

員会は，社団法人日本防衛装備工業会と魚雷を所掌する第１分科会，機雷及び爆雷を所掌する第２分科

会及び機雷掃海・機雷掃討を所掌する第３分科会により構成した。 

分科会を構成する会社は次のとおりである。すなわち，株式会社日立製作所，株式会社石川製作所，ジ

ェイ・アール・シー特機株式会社，新明和工業株式会社，ユニバーサル造船株式会社，日本電気株式会

社，三菱重工業株式会社，エムエイチアイ オーシャニクス株式会社及び渡辺鉄工株式会社の９社であ

るが，分科会ごとに参加会社数は異なっている。 

 

2. 水中武器用語の分類 統一された概念に基づいて用語の定義を行なうために解説図のように水

中武器用語を分類した。なお，魚雷は，水中武器として分類されるほかにも，水雷として分類される

場合があり，その中の“魚形水雷”を指し，略して一般に“魚雷（Torpedo）”と呼ばれる。Torpedo

の語源は“しびれえい”という海中動物の名である。水雷には，そのほか“機械水雷（機雷）”があ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

水中武器 第Ⅰ章 魚        雷(1000～1999) 

第Ⅱ章 機        雷(2000～2999) 

第Ⅳ章 機雷掃海・機雷掃討(4000～4999) 

第Ⅲ章 爆        雷(3000～3999) 

解 1 
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3. 解説付表 作成に当たっては，NDS Y 0031 水中武器用語（魚雷）（昭和５９年３月１３日付）を

基に新規追加及び削除を行った。 解説付表 1に追加した用語の一覧表を示す。解説付表 2に分類表か

ら削除した用語の一覧表を示す。また，装備品の多様化及び技術のすう勢に伴う分類の仕方についても

見直しを行った。その結果を解説付表 3に概念体系の主な変更事項として示し，解説付表 5には魚雷の

分類を示す。 

 

4. 用語の選定 用語の選定に当たって次のように基準を設けた。分類表には記載があるが，体系が判

りやすくするとした用語でも意味付けをするかどうかについては，次の項目に該当するかどうかで判断

した。 

a) 概念を明確にしておく必要があると考えられるもの。 

b) 同義語があるもの。 

c) 常識的なものでも魚雷専用に使用されるものとして，意味付けを必要とするもの。 

d) 器材の名称に関するものは，主要構成品の範囲とし，それより細かいものは，特殊なものだけとす

る。 

e) 運用に関するものは，取扱説明書に用いる用語，器材を取扱う上で必要とするもの。 

f) 技術の進歩によって新しい概念の意味付けを必要とするもの。 

g) 旧海軍用語のうち，歴史的に重要なもの，または将来再びその用語が使用される可能性があると考

えられるもの。 

 

また，意味付けに当たり次の項目に該当すると判断したものは削除している。 

h) 一般的なもの。 

i) あまり使用されないもの。 

j) 他の用語の意味によって類推できるもの。 

k) 過去に使用された用語で，現在使用されないもの。 

l) 魚雷の種類によって意味が異なるものや，２つ以上ある場合は，新しい用語あるいは使用頻度の高

い用語以外のもの。 

m) 魚雷の用語として使用するのは不適当なもの，あるいは特定機種だけに使用されるもの。 

n) 設計だけに使われるもの。 

 

上記の選定基準によって用語の分類を行った結果を解説付表1の用語の解説に示す。 

 

5. その他 定義に当たって文章だけでは理解することが容易でないと思われる用語は，その表現を

補う意味から，付図を添付して概念を明らかにした。装備品の多様化及び技術のすう勢に伴う見直しを

行った。その結果を解説付表 4の付図の変更，追加等に示す。 

解 2 
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解説付表 1 追加した用語 

区 分 追加した用語 追加の理由

１ 

 

 

ホーミング魚雷，ダミー魚雷，長魚雷，短魚雷，ペイロード，ＶＬＡ，

音響ゴム，スラストラグ溝，深度圧導入口，調定接栓，発射用接栓，短

絡接栓，シリンダバレル，圧力シリンダ，ＶＬＳ，ＤＡＣ，ＴＶＣ，キ

ャニスタ，ＰＨＳＴ，訓練自停，自冷航走，爆燃，レート積分モード，

レベリングモード，反跳，キムラブローチ，航走ステータス，ＰＦＭ，

マルチビーム，ＰＣＷ，送信間隔，自己雑音，セットノイズ，ステアリ

ングゲート， 

ホーミングレンジ，ＳＢ相関，偽エコー，目標識別，探索，探索モード，

アスペクト，追尾，検証，ターミナル誘導慣性信管，慣性スイッチ，衝

撃感度，近接起爆距離，感応起爆，磁気信管，音響信管，安全スイッチ，

伝爆機構，スクイブ，イグナイタ，点火薬，成形さく薬，推進器，自走

標的，浮袋，発動管制，気密試験，Ａレンジ，Ｂレンジ，Ｃレンジ，Ｄ

レンジ，プリファードエコー，エリアゲート，有線誘導，目標運動予測，

目標検出，ステアウェイ，ターンアウェイ，再捕捉予測点，予測点追尾， 

ジャマー，デコイ，パルサー，バラージ，スポット，クリック，浮遊式

投射型ジャマー，潜水艦射出型ジャマー，曳航具，自走式デコイ，レン

ジスティール，ベロシティスティール 

装備品の用語

として概念を

明確にしてお

く必要がある

もの。 

 

２ ポンプジェット，シュラウド，ホーミング装置，送受信器，送受波器ア

レイ，海水電池，熱電池，管制器，浮上装置，記録器，ガス発生器，誘

導電線，パラパックナット，サスペンションバンド，リリースワイヤ 

主要構成品と

して明確にし

ておく必要が

あるもの。 

３ 航走深度，最小運用深度，投下（発射）最少深度，圧壊深度，調定深度，

調 定，ディジタル調定，自己診断，テストモード，ディジタル調定プ

ロトコル，ホーミングモード，アクティブモード，パッシブモード，AI

R/ASROCモード発射，発射管(TUBE)モード発射，機側発射，ＨＡＴＳ，調

定諸元，発射調定 

運用に関する

概念を明確に

しておく必要

があるもの。
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解説付表 2 削除した用語 

区 分 削除した用語 削除の理由 

１ 擬製魚雷，第１発動弁，第２発動弁，停止空気，

緩衝空気，先行燃料，酸化剤室， 

バブル検出器，分解剤室， 

Ｆポンプ，Ｎポンプ，Ｗポンプ， 

発動板，距離車機構，吹気気孔，深度機， 

駆水頭部，酸化剤監視盤， 

バブルシミュレータ，ＲＴＴ，さじ部，気密帯，

第１発動，第２発動，空気効率，燃料過剰， 

前部浮室，後部浮室，浮角制限ばね， 

深度板，加圧室，ＤＬリレー， 

感度変換リレー，深度感度リレー， 

縦舵量増加リレー，施直切換器， 

種別切換器，直進距離測定器， 

操舵管制器，動力管制器， 

純水製造装置，監視表，磁気自停，液効率， 

断気秒時，終末舵量，魚雷横距 

水中武器の進展その他の理由で，用

語自体が今日では全く又はほとんど

使用されなくなっており，改めて規

定する必要性が認められないもの。

 

 

 

２ 燃料ポンプ，酸化剤ポンプ， 

海水ポンプ，自動制御回路 

基礎的な技術用語として社会一般に

浸透しており，水中武器用語として

改めて規定する必要性が認められな

いもの。 

３ 多目的魚雷，冷走空気， 

２次元ホーミング航走， 

３次元ホーミング航走， 

爆燃起動 

用語自体が複合語であり，基本用語

の意味から十分理解でき，独立概念

の用語として規定する必要性が認め

られないもの。 

４ 二重反転かさ歯車 部品レベルの用語又は一部の設計者

のみが使用する用語であり，独立概

念の用語として規定する必要性が認

められないもの。 

解 4 
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解説付表 3 概念体系の主な変更事項  

分 類 主な変更事項 

大分類 (1) “誘導制御”の意味を明確にするために誘導制御系に関する用語から，

操舵系に関する用語を独立させた。 

(2) 誘導制御系に含まれていた”管制系”の用語の追加及び将来の動向を予

測して，誘導制御系及び管制系に関する用語に改めた。 

中分類 (1) 種類に関する用語“その他”の分類を明確にするために具体的に“機関

別”と”分類”に変更した。 

(2) 外観・構成に関する用語で“表面部”に対応した分類として“配置”を

追加した。 

(3) 推進系に関する用語の“共通”は，具体的に“推力発生機構”に変更し

た。 

(4) 用語の追加及び将来の動向を予測して，誘導制御系に関する用語に“管

制装置”を追加した。 

小分類 (1) 発射関連装置に関する用語“航空魚雷付属品”の分類を明確にするため

に，”吊下機構部”を追加した。 

(2) 性能諸元に関する用語“推進系”に分類されていた“初期姿勢”を”操

舵関係”の分類として“姿勢”に変更した。 

 

 

解 5 



 

 

解説付表4 付図の変更，追加など 
 

付図の名称 概     要 適 用 理  由 

魚雷の外観・構成 魚雷の外観・構成を図示 変更 全長の定義を最新版に変更した。 

尾部の外観・構成の一例 尾部の外観・構成を図示 追加 導子(1063)，接合環(1064)の図示を追加した。 

推進系の主機関，主電動機の一例 二重反転機関，電動機の構造を図示 再用  

推進器の一例 推力発生機構の外観・構成を図示 追加 ポンプジェット(1183)を追加した。 

水上発射管の一例 水上発射管の外観・構成を図示 変更 
最新の付図に変更した。 

 

水中発射管の一例 水中発射管の外観・構成を図示 変更 最新の付図に変更した。 

操法（水平面）の一例 潜水艦の運用に関する用語を図示 再用  

航空機からの運用の一例 航空機からの投下運用に関する用語を図示 

（角度，雷動等） 

再用 
 

潜水艦からの運用の一例 潜水艦からの運用に関する用語を図示 

（角度，雷動等） 

再用 
 

深度に関する一例 深度に関する用語を図示 変更 最新の付図に変更した。 

魚雷の姿勢に関する一例 魚雷の姿勢に関する基準値を図示 再用  

魚雷の雷道に関する一例 魚雷の姿勢に関する用語を図示 再用  

目標命中の終末段階に関する一例 魚雷が目標に命中する終末段階の用語を図示 再用  

命中計算の一例 魚雷の命中計算に関する用語を図示 再用  
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解説付表 5 魚雷 分類表 

 

 

  〔機能別〕                  ホーミング魚雷 1001，〔直進魚雷〕，〔パターン魚雷〕，〔誘導魚雷〕，〔有線誘導魚雷〕 

 

  〔装備別〕 〔水上艦魚雷〕，〔潜水艦魚雷〕，〔航空魚雷〕 

 

〔種 類〕          〔用途別〕 〔対艦魚雷〕，〔対潜魚雷〕，実装魚雷1002，〔実用魚雷〕，訓練用魚雷1003,ダミー魚雷 1004 

 1000～1029 

  〔機関別〕 熱機関魚雷1005，〔エンジン魚雷〕,電池魚雷1006，〔電気魚雷〕 

 

  〔分  類〕 長魚雷 1007，短魚雷 1008，ペイロード1009,アスロックミサイル1010，ＶＬＡ 1011 

 

 

           〔配  置〕   頭 部 1030 実用頭部 1031，起爆装置室 1032，訓練用頭部 1033 

    

    先端部 1035，〔先端部金物〕，音響ゴム 1036 

 

   本 体 1034 胴 部 1037 ，気室 1038，スクープ 1039 

 〔外観・構成〕 

   1030～1099   尾 部 1040 ，ひれ 1041，導流環 1042，スラストラグ溝 1043 

     

 

  〔表面部〕  外殻 1044 ，外皮 1045，導子 1046，接合環 1047，〔接合リング〕 ,深度圧導入口 1048,〔海水導入口〕， 

    調定接栓 1049，発射用接栓 1050，短絡接栓 1051 
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    着発信管 1101 ,〔慣性体〕，〔撃発スイッチ〕，慣性信管 1102，慣性スイッチ 1103 , 衝撃感度 1104 

   〔魚雷用信管〕  

    近接信管 1105，近接起爆距離 1106，感応起爆 1107，磁気信管 1108 , 音響信管 1109 

 

 

 

起爆装置 1100 起爆器 1110 フィンスイッチ 1111，安全ピン 1112，安全かん1113，〔アーミングモータ〕，アーミング装置 1114，〔雷管開閉器〕， 

    自滅スイッチ 1115，安全スイッチ 1116，誘導防止装置 1117，伝爆機構 1118 

 〔爆発系〕 

 1100～1149  〔火工品〕 電気雷管 1119，撃発信管 1120，伝爆薬筒 1121，スクイブ 1122，イグナイタ 1123，点火薬 1124 

 

  さく薬 1125  成形さく薬 1126 

 

 

   主機関1150 二重反転機関1151 

 

  〔熱機関方式〕 〔構成品〕 シリンダバレル1152，発停装置1153，圧力シリンダ 1154 

 

   〔燃焼系統〕 一液燃料1155，燃焼室1156，熱気管1157 

 

 

 

   主電動機1158 二重反転電動機1159 

 〔推進系〕 〔電気方式〕   

 1150～1249  〔電 池〕 主電池 1160，実用電池1161，訓練用電池1162，〔銀亜鉛電池〕，〔酸化銀電池〕，〔塩化銀電池〕 

 

  〔推力発生機構〕 〔機構部〕 〔魚雷推進軸〕，〔内軸〕，〔外軸〕 

  

   推進器 1163 二重反転推進器1164，〔前方推進器〕，〔後方推進器〕，ポンプジェット 1165 ，シュラウド 1166 
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  〔調定系〕 ワイヤディスペンサ1250 

 

  〔縦舵操縦系〕 〔縦舵機〕，〔縦舵シリンダ〕，コースジャイロ1251，ＡＣＲ装置1252 

 

〔操舵系〕 〔横舵操縦系〕 深度検出器1253，〔バーチカルジャイロ〕，〔横舵機〕，〔横舵シリンダ〕， 

 1250～1289  アンチブローチスイッチ1254，〔探索制限スイッチ〕 

 

 

  〔姿勢制御系〕 ピッチレートジャイロ1255，コースレートジャイロ1256，ロールレートジャイロ1257， 

     ピッチペンジュラム1258，ロールペンジュラム1259 

 

  〔伝達系〕 〔油圧操舵機〕，〔電動操舵機〕，〔縦(横)舵アクチュエータ〕，〔縦(横)舵モータ〕 

 

  〔 舵 〕 縦舵1260，横舵1261，可動ひれ1262 

 

    〔電気音響変換系〕 送受波器1291    送波器1292，受波器1293，振動子1294，〔上群〕，〔下群〕，送受信器 1295 

     

〔誘導制御・ ホーミング装置 1290  

    管制系〕         送信器1296，送受波器アレイ 1297 

        1290～1349     〔追尾管制装置〕 

          受信器1298 ，〔対数増幅器〕，〔ドップラー検出回路〕，〔ホーミング比較回路〕 

          

 

  〔管制電源〕   管制電池1299，海水電池 1300，熱電池 1301，アーミングワイヤ 1302 

 

  〔管制装置〕 〔装置，回路〕 管制器 1303，〔傾度管制盤〕，発動管制 1304 
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〔訓練頭部〕 〔訓練記録器〕，航走プログラマ1350，重錘放出機構1351，浮上位置表示器1352， 

     ピンガ1353〔発音器〕， 浮上装置 1354，浮袋 1355，記録器1356，ガス発生器 1357 

     

〔訓練器材〕   自沈装置1358 

 

   〔標的〕 魚雷標的1359 自走標的 1360，魚雷用レスポンダ1361〔ソナー用レスポンダ〕 

 

     〔静止標的〕 

〔訓練・試験・調整〕 

   1350～1399 

    〔キャビティテスタ〕，〔アンカポスト〕，〔ラバーチップ〕，〔リフティングハンドル〕， 

    〔ハンドルアセンブリ〕，〔コッキングツール〕 

 

   〔装置・器具〕 プリセッタ1362，〔エコーシミュレータ〕〔パネルシミュレータ〕，〔舵角指示器〕，〔尾部テスタ〕 

     

   

〔試験調整〕  ＶＡＮＤシステム1363，〔気密検査装置〕 

     

   〔種 類〕 パネル試験1364，システム試験1365，デッキ試験1366，真空試験1367，気密試験1368 

 

   〔施 設〕 音響追跡レンジ1369 

 

    魚雷発射指揮装置（ＴＤＣ）1400，雷種発信盤1401，発射信号盤1402，整備信号盤1403，〔合致指示器〕 

 

   〔艦船陸上用〕 魚雷調定管制装置（ＥＳＣ）1404，〔ＣＫ〕,応急送信盤1405 

 

 〔指揮関連装置〕  誘導電線 1409 

   1400～1429 

  〔航空用〕 魚雷管制パネル1406   〔魚雷コントロール・レトリーバ〕 

    

  〔アスロック用〕 ＬＣＣＰ1407，ＬＡＭＳ1408 
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  〔航空魚雷付属品〕  魚雷エアスタビライザ1430     エアスタビライザ分離機構1431，パラパックナット 1432， 

                     推進器バッフル1433，〔花火機構〕，〔パラシュートパック〕，  

                     〔バンドリリース組立〕，〔アンビリカル・ケーブル〕 

       

    〔吊下機構部〕     サスペンションバンド 1434 , リリースワイヤ 1435 

 

          

    〔結合分離関係〕 〔スタビライジング，クランプ，バンドリリースワイヤ〕，〔自動索〕，〔魚雷引き索〕， 

      〔回復索〕，〔パラシュート自動索解放器〕 

 

   アスロックミサイル1442 魚雷投射ロケット1436   ノーズキャップ1437，エアフレーム1438，〔クラムセル〕  

  

ＩＳＡ1439    ＲＡＳＰ1440，〔ＭＩＳＡ〕，ＭＳＥＢ1441，ＡＳＥＢ1442，スラストニュートラライザ1443 

    

   〔水上艦船用〕 水上発射管1444   〔管体〕，連管1445，維持装置1446 

 

   〔潜水艦用〕 水中発射管1447    前 扉1448，〔前管〕，〔中管〕，〔後管〕，後扉1449，導子溝1450，水密帯1451 

     射出筒1452，集合タンク1453，〔応差圧力計〕，門扉 1454，魚雷調定用ケーブル1456， 

                                                  Ａケーブル1457 

  〔魚雷発射器材〕 〔発射試験器材〕 発射きょう1455 

 

魚雷 〔発射関連装置〕    

1000  1430～1499  〔附属器材〕 〔魚雷ブローアウト・パッチ〕，〔魚雷昇降装置〕，〔魚雷横移動装置〕，〔魚雷装てん装置〕，〔魚雷装てん架台〕 

     

 

   アスロック 〔アスロック・ランチャ〕   〔トルクチューブ〕，〔ガイド〕  〔セル〕，〔フレキシブルカバー〕，〔レストレイニング・スイッチ〕，〔スナッパ〕 

   発射器材  

   〔アスロック・ローダクレーン〕 〔ラマレール〕 

 

   ＶＬＳ1458，ＤＡＣ1459，ＴＶＣ1460，キャニスタ1461，ＰＨＳＴ1462 
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    〔寸 法〕 直径1500，全長1501 

 

〔寸法・質量〕 質 量 1502 〔発射状態質量〕，〔装備質量〕，〔水中質量〕，排水量1503，浮量1504，〔消費質量〕，航走後浮量1505 

  1500～1509 

〔静的状態〕 雷軸1506，トリム1507，ヒール1508，〔復原周力〕，けん（巻）引力1509 

 

雷 速1510 管口雷速1511，平定雷速1512，平均雷速1513，〔修上雷速〕，〔最大雷速〕，〔瞬間雷速〕 

 

    航走距離1514，直進距離1515，最大航走距離1516〔最大発射距離〕，初走距離1517 

 

   〔距 離〕 エネイブル距離1518 

 

    初探知距離1519，最大探知距離1520，ホーミング距離1521 

 

    空中雷道1523 

 

〔一般運動関係〕 雷 道 1522 水中雷道1524 ，初期雷道1525〔整定雷道〕，〔直進雷道〕，斜進雷道1526，水平面雷道1527，垂直面雷道1528 

   1510～1559 

〔ホーミング雷道〕,航走パターン1529，〔不軌雷道〕 

 

直進航走1530，ジャイロ航走1531，〔変深航走〕,安定航走1532 ，定深航走1533， 

    プログラム航走1534，〔パターン航走〕，蛇行航走1535，旋回航走1536，スパイラル航走1537 

     

ヘリカル航走1538，探索航走1539，有線誘導航走1540 

 

   〔航 走〕 ホーミング航走1541， 犬追いホーミング航走1542，出会いホーミング航走1543〔見越追尾〕 

     

    盲目航走1544，水面航走1545，偏斜1546 

 

 

   〔深 度〕 最大航走深度1547，探索深度1548，上方探索深度1549，下方探索深度1550，探索傾度切換え深度1551 

    

    上方制限深度1552，下方制限深度1553，ストレータム1554，〔定深航走深度〕航走深度 1555，  

    最少運用深度1556，投下（発射）最小深度1557，圧壊深度 1558，調定深度 1559 
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  〔爆発関係〕  アーミング1560，艦底起爆方式1561，感応距離1562，〔危害半径〕 

   1560～1562 

 

   発 停 1563 発動1564  

 

    自停1565 ， 距離自停1566，時間自停（ＴＣＯ）1567，過浅自停（ＣＣＯ）,1568 深度自停（ＤＣＯ）1569, 

〔性能・諸元〕 〔推進系〕  近接自停（ＡＣＯ）1570，直撃自停（ＨＣＯ）1571，訓練自停止1572 

  1500～1929 1563～1581 

   〔航走関係〕 冷走1573，熱走1574,〔無航跡〕,自冷航走1575 

 

   〔動力関係〕 軸端出力1576，〔推進効率〕，比動力1577，ハードスタート1578，爆燃 1579，調和圧力1580，調圧1581 

 

   〔電気方式〕 〔活性化処理〕，〔不活性化〕，〔放電持続時間〕，〔放電終止電圧〕，〔放電平均電圧〕 
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  〔姿勢〕 射入1582，射入角1583，〔発射角〕，〔落角〕，着水 1584，着水角 1585 

 

潜入角1586  初期潜入角1587，浅深度初期潜入角1588，深深度初期潜入角1589，〔最大潜入角〕， 

     浅深度探索潜入角1590，深深度探索潜入角1591，〔上方探索潜入角〕 

 

   上昇角1592  初期上昇角1593，浅深度探索上昇角1594，深深度探索上昇角1595〔深深度上昇角〕 

 

   〔浮潜角〕 〔最大浮潜角〕，自由浮潜角1596 ，〔自由潜角〕，〔自由浮角〕，浮潜探索角1597 

 

 

 〔操舵関係〕 〔航走の角度〕 上方深度回復角1598，〔上方回復角〕 

                1582～1640 

   蛇行角1599，安定航走角1600，傾走角1601 

 

   斜進角1602 ，最大調定斜進角1603，調定斜進角1604 

 

     

  コースジャイロ関係 〔表性図〕，緯度修正1605，ケージング1606，アンケージング1607，輪転初回転1608 

 

  〔舵の初期状態〕 制止秒時1609，制止回転数1610，初度角1611，最大操舵量1612 

 

  〔操舵〕 水平操舵1613，垂直操舵1614，止転操舵1615，〔ホーミング操舵〕，〔操舵力〕 

 

  〔旋回角速度〕 ピッチレート1616，ロールレート1617，ヨーレート1618，〔旋回率〕 

 

  〔ピッチ関係〕 〔直進航走傾角〕，探索航走傾度1619，〔限界傾度〕，跳出1620，水平探索ドリフト1621, 

   レート積分モード 1622，レベリングモード 1623，反跳 1624，キムラ・ブローチ 1625 

 

  〔ロール関係〕 ロール制御止点1626，ヒール修正1627，内方傾斜1628，外方傾斜1629， 

   縦横舵干渉作用1630，転動1631 

 

  〔舵関係感度〕 操舵感度1632 ，傾感度1633，深感度1634，〔加速感度〕，コース感度1635，〔自由浮潜角感度〕 

 

   ヒール感度1636，摩擦感度1637，ピッチレート感度1638，ロールレート感度1639，ヨーレート感度1640 
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  調  定 1641 ディジタル調定 1642，自己診断 1643，テストモード 1644，ディジタル調定プロコトル 1645 

 

  エネイブル1646 プリエネイブル1647，深度エネイブル1648，〔切離しエネイブル〕，〔ディスエネイブル〕，航走ステータス1649 

 

   ホーミングモード 1650，アクティブモード 1651，パッシブモード 1652 

 

 〔誘導関係〕 〔送受波関係〕 受波感度1653，ビームシフト1654，送波感度1655，送波電力感度1656，ターゲットストレングス1657 

  1641～1729   

   目標音源レベル1658，〔等感角点〕,〔等感角の偏り〕,磁わい(歪)現象1659，電わい(歪)現象1660，ＰＦＭ 1661， 

   マルチビーム 1662,ＰＣＷ 1663，送信間隔 1664，自己雑音 1665，セットノイズ 1666 

 

  〔送受信関係〕 ＴＶＧ 1667,ＯＤＮ 1668,音圧ゲート1669,〔エコー音圧ゲート〕,〔エコーゲート〕,ドップラーゲート1670， 

   レンジゲート1671 

 

                                     アンチゲート1672,〔下降アンチゲート〕〔聴音保持〕，〔探索弁別〕，トリップ1673， 

                                     クローズイン1674，ダブルパルス1675，ブランキング1676，ホールドイン1677， ステアリングゲート 1678， 

                                     ホーミングレンジ 1679,ＳＢ相関 1680,偽エコー 1681，プリファードエコー 1682，エリアゲート 1683 

         

   有線誘導 1684，目標運動予測 1685，目標検出 1686，目標識別 1687 

 

   直進探索1689，蛇行探索1690，水平探索1691，旋回探索1692，ヘリカル探索1693，浮潜探索1694 

  探索 1688 

   定深探索1695，〔全周探索〕,再探索1696，〔再攻撃探索〕，〔精密探索〕，探索モード 1697 

   

  ホーミング性能1716 

 

 

  〔探知・追尾〕 探知1698，初探知1699，失探1700， 虚探知1701，再探知1702，捕捉1703,〔攻撃〕，アスペクト 1704， 

   追尾 1705,ステアウエイ 1706，ターンアウェイ 1707，検証 1708，ターミナル誘導 1709， 再補足予測点 1710， 

                     予測点追尾 1711，Ａレンジ 1712，Ｂレンジ 1713，Ｃレンジ 1714，Ｄレンジ 1715 

 

  〔欺まん〕 ＴＣＣＭ 1717,ジャマー 1718，デコイ 1719，パルサー 1720，バラージ 1721，スポット 1722，クリック 1723, 

   浮遊式投射型ジャマー 1724，潜水艦用射出型ジャマー 1725，曳航具 1726，自走式デコイ 1727, 

   レンジスティール 1728，ベロシティスティール 1729 
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  〔発射方式〕 発 射1930，空気発射1931，水圧発射1932，自走発射1933，露頂発射1934，〔斉射〕， 

    サルボ1935，〔開角発射〕,〔開進発射〕，ダミー発射1936，きょう発射1937，射出1938，水打ち1939，空打ち1940 

     

   ＡＩＲ／ＡＳＲＯＣモード発射 1941,発射管モード発射1942， 機側発射 1943，ＨＡＴＳ1945 

 

 〔操法〕   発射種別 1944 

  1930～1999 

  〔発射管関係〕 発射管深度1946，発射管占位差1947，発射管据付け角1948 

 

 

  〔調定切換え〕 〔雷速切換え〕，〔ストレータム切換え〕，〔ホーミング切換え〕，〔水平探索切換え〕，〔垂直探索切換え〕， 

   調定諸元 1949，発射調定 1950 

 

  〔態 勢〕 雷道交角1951，〔魚雷交角〕，的角1952，開角1953，射角1954，進出角1955,〔命中角〕，撃角1956，近接距離  

 

  〔攻撃関係〕 命中公算1957，カバレージ1958，〔スプレッド〕，ミスディスタンス1959，ラミナディスタンス1960，〔射線〕， 

   計出距離1961，横偏量1962，〔魚雷縦距〕 

 

  〔航走末期関係〕 〔沈没〕，射点沈没1963，射点浮上1964 

 

   駆水1965，〔残気駆水〕，〔時間駆水〕，〔深度駆水〕，〔自停駆水〕，駆水秒時1966，駆水遅動秒時1967 

 

  〔目 標〕 的速1968，的針1969，目標長1970，ＴＣＭ1971 
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第 Ⅱ 章 

水 中 武 器 用 語 

機 雷  解 説 
 

1. 作成の主旨・経緯 作成の主旨・経緯及び水中武器用語の分類については，水中武器用語 第

Ⅰ章 魚雷の解説を参照されたい。機雷は，NDS Y 0032 水中武器用語（機雷）（昭和 60 年 2 月

25 日付）の見直しを実施したものである。 

委員会は，社団法人日本防衛装備工業会と分科会を構成する株式会社石川製作所，三菱重工業

株式会社，ユニバーサル造船株式会社である。 

 

2. 機雷用語の分類 作成に当たっては，NDS Y 0032 水中武器用語（機雷）（昭和 60 年 2 月 25

日付）を基に装備品の多様化及び技術のすう勢に伴う分類の仕方についても見直しを行い、新規

追加，修正及び削除を行った。それらの結果を，解説付表 1 に新規に追加・変更した用語として

示し，解説付表 2 に見直しによって削除した用語を示す。解説付表 3 に概念体系の主な変更事項

を示し，解説付表 4 に機雷の分類を示す。 

 

3. 用語の選定 用語の選定基準については，第Ⅰ章 水中武器用語（魚雷）の解説 4.を参照さ

れたい。 

なお，文中の“魚雷”は“機雷”に読み替えるものとした。 

 

4. 参考的事項 

a) 危害半径（ 2107 ）と危害距離（ 2108 ）について 

 ある量のさく薬が爆発し，艦船にある危害を与える場合を考えるとき，一般には，爆発中

心から最も近い船体表面までの距離を考えれば，危害半径も危害距離も同じ意味に考えるの

が適当かもしれない。しかし，機雷敷設において，目標艦の通行を妨げる確率を計算する場

合，機雷１個当りで阻止できる面積を明確にしておく必要がある。この一個当りで阻止でき

る面積を計算する場合，危害半径の意味付けが必要となる。例えば，触発機雷に潜水艦が接

触した場合を考えると，危害距離の意味によれば，その値は“ ０ ”となり，阻止面積の計

算ができない。そこで，潜水艦の中心までを危害半径と意味付ければ，阻止面積の計算が可

能となる。（解説図 1） 

 なお，この意味付けによる危害半径で阻止面積を計算した場合は，潜水艦の半径の取り方

によって大幅に変るが，一般には，平均的な値を採用すれば，特に問題はない。 
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b) 敷設深度( 2128 )，機雷缶深度( 2546 )及び基本水準面( 2551 )の関連について 

これらの用語は，係維機雷を敷設する上で，重要な諸元であり，敷設深度は，基本水準

面を基準とした計画上のものであり，機雷缶深度は敷設された機雷の実際の深度を示すも

のである。解説図 2 は，静止状態におけるこれらの関係を示したもので，この場合，下記

の式が満足される。 

 

     d = P + h 

          l = P + h + w + f 

ここに    P：計画した敷設深度 

d : 機雷缶深度 

l : 調整深度索長（全長） 

h : 予想潮高 

w : 沈降状態における水面上の缶高 

f : 係維器下面から深度索取付け部までの高さ 
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解説図 1 危害半径と阻止面積
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c) ショックファクタ( 2109 )について 

ショックファクタは，危害度の目安を数値的に表現したもので，接触によらない水中爆

発によって起る船体各部の偏位置( d )と衝撃波のエネルギー密度( E )には，次の関係が

あると考えることができる。 

        Ed ∝2
 

 ＴＮＴの場合に薬量を W lb，危害半径を R ft とすると 

        )/(200 2
2 inlbft

R
WE −≅  

したがって 

        
R
WKd ∝  

 この
R
W

を SF とし，危害度の比較の目安としたものである。TNT の場合，W, R に ft・

ｌｂ系を採用したときは K = 1 とし，W，R に kg・m 系を採用したときには，K = 0.45 と

している。 

 また，TNT 以外の爆発については，それぞれ特定の係数( K )を乗じて比較値とすること

ができる。 

 

≒ 
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解説図 2 敷設深度、機雷缶深度及び基本水準面の関連 
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5. その他 意味付けに当たって文章だけでは理解することが容易でないと思われる用語は，そ

の表現を補う意味から，付図を添付して概念を明らかにした。 

 

解説付表 1 追加・変更した用語 

区 分 追加した用語 追加の理由 

１ 震動機雷，上昇追尾機雷，自滅時間，航過

計数，マーカールック，自爆 

装備品の用語として概念を明確

にしておく必要があるもの。 

２ 時限時間  

 

同義語があるもの。 

３ 

 

確率起爆，第２時限 機雷専用に使用されるものとし

て意味付けの必要があるもの。 

４ 

 

薬室，ノーズキャップ，整流覆，眼環，フ

ラックスゲート型磁気センサ，磁性薄膜型

磁気センサ，分離装置，爆発ボルト，記録

装置，時限切離装置，音響切離装置，機雷

敷設用架台，機雷昇降機，シャトル，シフ

タ，移送チェーン，可倒式爪，敷設管制盤，

敷設操作盤 

主要構成品の用語として必要が

あるもの。 

５ 揚収時限，音響コマンド，機雷投下モード，

プログラム投下，単軌道投下，単発投下，

緊急投下 

運用に関する概念を明確にする

必要があるもの。 

６ 

 

震動センサ，電界センサ 技術の進歩によって概念の意味

付けを必要とするもの。 

７ 磁気震動機雷，尾翼，操舵翼，操舵装置，

管口雷速，水中発射管，輸送機用投下装置，

ボンブラック 

分類表に採用するが類似の用語，

設計のみに使用などの理由によ

り意味付けの必要がないもの。 

８ 電界機雷，シュラウドリング，整備 

 

表現を変更した方が適切なもの。 
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解説付表 2 削除した用語 

区 分 削除した用語 削除の理由 

１ 

 

宇宙線機雷，飛しょう機雷，作動幅，機構板，

スイッチホーン，E セル，誘爆防止装置，水

中制動器，敷設時計，移送装置，投下指揮装

置，逐次投下，交互投下，死滅状態 

水中武器の進展その他の理由で，

用語自体が今日では全く又はほ

とんど使用されなくなっており，

改めて規定する必要性が認めら

れないもの。 

２ 

 

感度調整 基礎的な技術用語として社会一

般に浸透しており，水中武器用語

として改めて規定する必要性が

認められないもの。 

３ 

 

MSCF 信号，MPF 信号 部品レベルの用語又は一部の設

計者のみが使用する用語であり，

独立概念の用語として規定する

必要性が認められないもの。 

４ 角らかん合量 特定機種だけに使用されている

もの。 

５ 中周波音響機雷，低周波音響機雷，高周波音

響機雷，薬量，波数，音響バンド，投下傘開

傘高度，極板，銅触角，接触板，触角環，絶

縁帽，鉛帽，液ビン，電器，磁針，シリーズ

レジスタ，タイダルバイパスレジスタ，レク

ティフィング弁，平衡筒，制御装置，EB 増

幅器，EC 増幅器，極性レベル弁別器，マー

カ継電器，ブロッキング弁，離脱ピストル，

弾道風，落下機，機雷移送爪，チェーン速度

設定器，県吊器，一斉投下，自動投下，非常

投下，低高度投下，高高度投下，目標線，弾

道風，風偏位，無風距離 

分類表に記載されていた用語で，

一般的，あまり使用されない，過

去に使用された用語で現在は使

用されない，特定機種だけに使わ

れる，設計だけに使われる等の理

由で削除が妥当と判断されるも

の。 

６ 慣性体機雷，スナグライン機雷，磁針型磁気

機雷，触角，化学式触角，醸成電池式触角，

海水電池式触角，水中線，触角カバー，触角

棒，水中線発火装置，磁針型発火装置 

過去に使用された用語で，現在は

使用されないなどの理由で意味

付けは不要であるが，分類表に残

すのが妥当と判断されるもの。 
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解説付表 3 概念体系の主な変更事項  

分 類 主な変更事項 

大分類 (1) “その他”は廃止し，それぞれ関連する分類に挿入した。 

(2) “調整”は，概念を明確にするため“整備”に変更した。 

中分類  

小分類 (1) 調定諸元に関する用語は，見直しを行い１箇所にまとめた。 

(2) “艦船シグネチア”は，調定諸元ではないが感応機雷の発火感度に関係が深

いため〔感応機雷関係〕に移動した。 

(3) “センサ”，“発火装置”，“安全装置”等は，“起爆装置”で分類されていた

が，“内機」で分類する方が妥当であるため変更した。また，“航過計数器”，

“雷管用ろ波器”等も内機の一部であるため，〔関連装置及び付加器材〕とし

てこの中に分類した。 

 

解 22 



解説付表４ 機雷 分類表 
 

 

                                                                       触発機雷2002        触角機雷2003,〔慣性体機雷〕,〔スナグライン機雷〕, 水中線機雷2004 

                                                   独立機雷2001                                               〔磁針型磁気機雷〕 

                                発火型式に                          磁気機雷2006       誘導型磁気機雷2007 

                よる分類                                                                      磁力計型磁気機雷2008 

                                                                       感応機雷2005       音響機雷2009 

                                                   管制機雷2014                           水圧機雷2010 

                                                                                           複合機雷2011   〔磁気水圧機雷〕,〔水圧音響機雷〕,〔磁気音響機雷〕,〔磁気水圧音響機雷〕 

                                                                                          〔その他〕         電界機雷2012, 震動機雷2013, 〔磁気震動機雷〕 

                                                   浮遊機雷2015,  

                               敷設状態に     係維機雷2016, 浮流機雷 2017,〔多段式機雷〕 

                よる分類      沈底機雷 2018 

           〔種類〕                                短係止機雷2019 

 

                                          上昇機雷2020, ホーミング機雷2021, 上昇追尾機雷2022 

                  

                               敷設方式に        〔水上艦艇用機雷〕,〔航空機用機雷〕,〔潜水艦用機雷〕, 自走機雷2023 

                                よる分類 

                              実用機雷2024      〔対艦機雷〕,〔対潜機雷〕,〔水際機雷〕 

                用途別に   

                よる分類       訓練機雷2025 

 

                          擬製機雷 2026 

                                                                                           機雷の長さ2100, 機雷の高さ2101,〔機雷本体の外径〕,〔機雷本体の全長〕 

                                                                      〔主要寸法〕  

                                                                                          〔係維器の長さ〕,〔係維器の幅〕,〔係維器の高さ〕 

                                                                                          〔質量〕            〔機雷本体装備質量〕, 機雷装備質量2102,〔機雷缶体質量〕 

                                                  〔主要目〕         〔主要質量等〕      〔浮量〕             機雷本体浮量2103, 機雷初期浮量2104 

                                                                                          〔その他〕          係維器把駐力2105 

                              〔機雷固有諸元〕                       〔さく薬〕          〔薬種〕,〔さく薬量〕 

 

                                                  〔性能諸元〕         危害度2106         危害半径2107, 危害距離2108, ショックファクタ2109,〔危害度曲線〕,〔危害効果〕 

                                                                       耐続性2110 
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目標近接方式

による分類 



                                                                      〔全般〕             時限時間2112, 遅動時間2112, 自滅時間2113 

                                                                      〔係維機雷関係〕    係維索絡車制動力2114， 深度錘分離遅延秒時2115，〔深度索長〕 

                                                                                           艦船シグネチア 2116 

                                                                                           磁気発火感度2117, 音響発火感度2118, 水圧発火感度2119 

                                                   調定諸元2111      〔感応機雷関係〕 

                                                                                           第１時限2120, 確率起爆2121, 不感時間2122, 閉鎖時間2123, 航過計数2124, 

          〔機雷諸元〕        〔機雷使用諸元〕                                             周期2125, 休止時間2126 

 

                                                                     〔水深に関する諸元〕 敷設水深2127,〔最大敷設水深〕, 敷設深度2128,〔最大敷設深度〕, 増深量2129,〔圧壊深度〕 

                                            〔用法諸元〕         敷設間隔に関     敷設安全距離2130, 機雷安全距離2130, 最小敷設間隔2131 

                                                                       する諸元           〔誘爆距離〕, 誘爆安全距離2132, 殉爆距離2133 

                                                                                           寿命2134 

 

                                                                       薬室2202, アスファルト緩衝剤2203, スポイラ2204， ノーズキャップ2205， 整流覆2205, 眼環2206 

                                                   機雷缶体2201,      シュラウドリング2207, 安定翼2208, 把握かぎ2209, 〔分離かぎ〕, 係維アーム2210,〔前部缶体〕,〔後部缶体〕 

                                                   外殻2201           〔内機室〕,〔伝爆薬外筒〕,〔尾翼〕,〔操舵翼〕,〔操舵装置〕，〔安全バーブラケット〕,〔安全バーガイド〕 

機雷 

2000                                                                                                           〔触角〕,〔化学式触角〕,〔醸成電池式触角〕,〔海水電池式触角〕 

 

                                                                                          〔触発発火方式〕    〔注水式触角〕,〔水中線〕,〔上部水中線〕,〔下部水中線〕 

 

                                                                                                               〔触角カバー〕,〔触角棒〕 

 

                                                                      〔センサ部〕                         サーチコイル2212, フラックスゲート型磁気センサ2213, 

                                                                                                                                   磁性薄膜型磁気センサ2214 

                                                                                                              〔磁気発火方式〕     三軸合成型マグネトメータ2215 

                                                                                                                                   透磁棒2216, 集磁鉄片2217, 集磁棒2218, 

                                                                                                                                   主継電器2219 

                                                                                         〔感応発火方式〕    〔音響発火方式〕     音響受波装置2220, 水圧感度調節器2221 

 

                                                                                                              〔水圧発火方式〕      水圧受波装置2222 

 

                                                                                                              〔震動発火方式〕   震動センサ2223 

 

                                                                                                              〔電界発火方式〕   電界センサ2224 
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                                                                                          〔触発発火方式〕     〔水中線発火装置〕,〔検流計翼板開閉器〕,〔慣性発火装置〕,〔慣性体〕 

                                                                                                                                   磁気発火装置2227,〔磁針型発火装置〕 

                               機雷本体2200       内機 2211          発火装置2225                          〔磁気発火方式〕        

                                                                        起爆装置 2226                                              磁力計型発火装置2228, 感度プラグ2229 

                                                                                                                                   音響発火装置2230 

                                                                                          〔感応発火方式〕    〔音響発火方式〕 

                                                                                                                                  〔速度補償回路〕,〔抑止回路〕 

                                                                                                              〔水圧発火方式〕     水圧発火装置2231 

 

                                                                                           アーミング装置2232, 伸張器2233, 〔起爆安全装置〕 

                                                                                           時限装置2234 

                                                                      〔安全装置〕         浮流安全装置2235   自沈弁2236 

                                                                                          〔安全用器材〕       溶解片2237,〔アーミングワイヤ〕, 安全バー2238 

                                                                       自滅装置2239       抵抗プラグ2240 

 

                                                                       関連装置及び     

                                                                        付属器材     航過計数器2241, 雷管用ろ波器2242, 吸湿包2243, 〔電池〕，〔接続電線〕，〔内機箱〕 

 

          〔構成品〕                                                  〔さく薬伝薬系列〕  (アーミング装置2232), 電気雷管2244,〔伝爆薬〕,〔さく薬〕 

                                                  〔火薬系列〕 

                                                                      〔推進薬点火系列〕  〔推進装置〕        〔点火管〕 

                                                   関連装置及び      

                          付属器材          水圧分離器2245  

 

                                                  〔器体〕             第５車輪2247 

                                                  〔係維機構〕         係維索2248, 係維索絡車2249, 係維索絡車止転機構2250, 過早止転防止機構2251, カウテール2252 

                               係維器2246         自動調深機構        セクタ深度調定機構2254, 深度索2255, 深度錘2256, 深度索絡車2257,〔深度錘分離遅延機構〕 

                                                   2253                深度索絡車止転機構2258, 係維索磁極検出器2259 

                                                  〔関連装置等〕       排泥装置2260, 遅動分離装置2261, 分離装置2262， 爆発ボルト2263  

 

                                                  〔架台〕            〔安定翼〕,〔架脚〕 

                                                  〔係止装置〕 

                               発射架台2264       探知装置2265       (サーチコイル2212), 送受波器2266 

                                                  〔傾斜自滅装置〕 

 

                               降下装置2267       投下傘2268, 投下傘分離器2269 

                              〔関連器材〕         機雷缶クレート2270 
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                              〔訓練用機雷缶体〕 

           訓練機雷2025                            発動装置2301 

                                                  〔揚収浮標〕         浮標射出器2302 

                               訓練装置2300       水中雷管2303 

                                                   標示弾2304 

                                記録装置2305 

                                〔試験・調整〕      〔共通〕     揚収時限2306, 音響コマンド2307, 時限切離装置2308, 音響切離装置2309 

 

                              〔種別〕             敷設後整備2401, 計画整備2402, 敷設前整備2403 

                                                  〔共通〕             伸張完了圧力2404, 後退完了圧力2405, 安全復帰圧力2406, (第１時限2120), 第２時限2407, (時限時間2112),  

                                                                       (遅動時間2112), (自滅時間2113) 

                                                  〔係維機雷関係〕     係維索絡車止転張力2408, （係維索絡車制動力2114）, 〔係維索絡車空転制動力〕, 〔係維索長〕 

                                                                       深度索絡車制動力2409, （深度錘分離遅延秒時2115）, 〔深度錘離脱秒時〕, 〔深度索長〕 

 

                                 試験・調整                                                   〔総合試験〕, 感度調定2410, 発火信号2411, 〔発火作動〕, 不発火感度2412, 

                                ・調定                                〔共通〕                 (確率起爆2121), (不感時間2122), (閉鎖時間2123), (航過計数2124) 

                                                                                               ルック2413, 〔アクチュエーションルック〕, 〔リセット〕 

           整備2400                                                                           (磁気発火感度2117), SCF磁気信号2414, SCF信号2414, (周期2125), 〔初期周期〕  

                                                  〔感応機雷関係〕    〔磁気発火装置関係〕     (休止時間2126), 〔サーベランスルック〕,〔サーベランスタイム〕,〔ライブタイム〕, 

                                                                                              〔フォールタイム〕 

                                                                                               レダクタンス2415, 背景磁界2416 

                                                                      〔音響発火装置関係〕     (音響発火感度2118),〔音響受波感度〕, 抑止2417, 〔抑止作動〕, LOG・V電圧2418 

                                                                      〔水圧発火装置関係〕     (水圧発火感度2119),〔水圧受波感度〕, ステップ負圧2419, マーカールック2420 

                              〔関連器材〕        〔機雷用試験器〕, 〔索捲回機〕 

 

                               敷設諸元2501      〔水上艦敷設〕        敷設速力2502, 投下秒時2503, 〔潮流修正〕 

                                                〔潜水艦敷設〕       〔管口雷速〕 

                                                  〔航空機敷設〕      〔投下機速〕, (投下秒時2503) 〔投下高度〕 

 

                                                                      〔一般装置・器材〕        機雷敷設用架台2504 

                              〔敷設装置・器材〕  〔水上艦用〕          機雷敷設装置2505       機雷昇降機2506, シャトル2507,シフタ2508,移送チェーン2509,可倒式爪2510, 

                                                                                                敷設軌道2511, ヒンジトラック2512, 敷設管制盤2513, 敷設操作盤2514 

                                                  〔潜水艦用〕                                〔水中発射管〕 

                                                  〔航空機用〕        〔輸送機用〕            〔輸送機用機雷投下装置〕  

〔対潜機用〕            〔ボンブラック〕  
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                                                                       〔準備諸元〕               搭載間隔2515 

                                                  〔水上艦敷設法〕     機雷投下モード2516        プログラム投下2517,単軌道投下2518,単発投下2519,緊急投下2520 

           敷設2500          〔敷設法〕                                                          〔人力投下〕 

                                                   係維機雷の     結止調深敷設2521 

                                                     敷設法            自動調深敷設2522        浮上分離2523, 途中分離2524, 着底分離2525 

 

                                                    緊急投棄 2526 

 

                                                                       滑走起点2527, 滑走状態2528, 滑走終点2529, 落下状態2530, 投下2531, 着水点2532, 着水状態2533 

                                                  〔水上艦敷設〕       落下雷道2534, 着水速度2535, 着水角2536, 射入角2537, 〔没入状態〕 

                              〔敷設過程〕                            〔浮上〕, 浮へん状態2538, 浮へん秒時2539, 沈降状態2540, 没入秒時2541 

                                                  〔潜水艦敷設〕       (沈降状態2540) 

                                                  〔航空機敷設〕       降下状態2542, 空中雷道2543, (着水点2532), (着水状態2533), (着水速度2535), (射入角2537) 

 

                                                  〔物理的状態〕       敷設間隔2544, 係維状態2545, 機雷缶深度2546, 過深2547, 過浅2548, 浮出2549, 浮流2550, 基本水準面2551 

                              〔敷設後の状態〕                         敷設安全状態2552, 敷設安全時間2553 

                                             発火に関連      待機状態2554, 待受状態2554, 発火待機状態2555, 〔即発待機状態〕,〔即発状態〕,(浮流2550) 

                          する状態         自滅状態2556, 自爆2557， 誘爆2558, 殉爆2559 
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第 Ⅲ 章 
水 中 武 器 用 語 
爆 雷    解 説 

 

1.  作成の主旨・経緯 作成の主旨・経緯及び水中武器用語の分類については，水中武器用語 第

Ⅰ章 魚雷の解説を参照されたい。爆雷は NDS Y 0033 水中武器用語（爆雷）（昭和 62 年１月 20

日付）の見直しを実施したものである。 

委員会は，社団法人日本防衛装備工業会と分科会を構成する株式会社石川製作所，三菱重工業

株式会社，ユニバーサル造船株式会社である。 

 

2. 爆雷用語の分類 作成に当たっては，NDS Y 0033 水中武器用語（爆雷）（昭和 62 年１月

20 日付）を基に新規追加，修正及び削除を行った。それらの結果を，解説付表 1 に新規に追加・

変更した用語として示し，解説付表 2 に見直しによって削除した用語を示す。解説付表 3 に概念

体系の主な変更事項を示し，解説付表 4 には爆雷の分類を示す。 

 

3. 用語の選定 用語の選定基準については，水中武器用語 第Ⅰ章 魚雷の解説 4.を参照され

たい。 

なお，文中の“魚雷”は“爆雷”に読み替えるものとした。 

 

4. その他  意味付けに当たって文章だけでは理解することが容易でないと思われる用語は，

その表現を補う意味から，付図を添付して概念を明らかにした。 

 

解説付表 1 追加・変更した用語 

区分 追加・変更した用語 追加・変更の理由 

１ 

 

処分用爆雷，モ－タ部 

 

装備品の用語として概念を明確にしておく

必要があるもの。 

２ 

 

ア－ミングワイヤ，対潜ロケットランチ

ャ，水中攻撃指揮装置 

主構成品の用語として必要があるもの。 

３ 

 

 

リング，弾体，弾底信管，音響近接信管，

磁気近接信管，水圧信管，着発信管，実

用信管，雷管 

分類表に採用するが類似の用語，設計のみに

使用などの理由により意味付けの必要がな

いもの。 

４ 

 

危害距離 

 

表現を変更した方が適切なもの。 
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解説付表 2 削除した用語  

 

 

 

区分  削除した用語  削除の理由  

 １  爆雷の全長，爆雷の外径  基礎的な技術用語として社会一般的に

浸透しており，水中武器用語として改

めて規定する必要性が認められないも

の。  

 ２  推進薬ホルダ，管状火薬  

 

特定機種だけに使用されているもの。

３  訓練用爆雷，小型対潜演習弾，運弾，

固定秒時起爆，総推力，平均推力，燃

焼時間，最大圧力，頭部外皮，爆雷缶

体，機械信管，信管頭部，スクイブ，

インパクトデバイス，爆雷缶クレ－ト，

薬室ライナ，打針，追針，基針，接合

頭，解放爪，空気弁，減圧弁，補充弁，

遅動弁，減速機，回転台  

分類表に記載されていた用語で，一般

的，あまり使用されない，過去に使用

さ れ て い た 用 語 で 現 在 は 使 用 さ れ な

い，特定機種だけに使用される，設計

だけに使われる等の理由で削除が妥当

と判断されるもの。  

 

 

４  対潜演習弾，擬製対潜爆弾，対潜爆弾

ダミ－弾，訓練用発煙爆弾，安全解除

回転数，制動板，発射薬包，モ－タハ

ウジング，点火管，ガイドリング，尾

環，弾頭信管，発火装置，発火深度調

定機構，浸水弁，時計信管，慣性信管，

衝撃装置，煙薬管，衝撃接点，ア－ミ

ングスライド，伝爆薬，導爆薬，電気

雷管，撃発雷管，Ｋ砲，Ｙ砲，投射筒，

膨張室，尾栓装置，投射機発火装置，

投射装薬包，爆雷投射せん (箭 )，揺あ

ん (鞍 )，対潜弾保持棒，傾角算出装置，

動揺修正装置，射点方向角，誘導角，

投射線，投下軌道，投下管制機，揺架，

防炎板，不発弾処理装置，ストライキ

ングダウン装置  

過去に使用された用語であり，現在は

使用されない等の理由で意味付は不用

であるが，分類表に残すのが妥当と判

断されるもの。  
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解説付表 3 概念体系の主な変更事項 

分 類  主な変更事項  

大分類  兵器種別に分類されていたが，他の規格（魚雷，機雷，機雷掃海・機雷掃

討）の分類要領に合わせるように変更し，同一規格内の整合性を図った。

 中分類  機種別にそれぞれ種類，構成品，性能諸元，関連器材に分類されたものを

大分類の変更にともなう中分類に変更した。  

 小分類  機種別又は分類別の説明を入れることで，理解が得やすいように変更した。
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解説付表 4 爆雷 分類表 

 
                          実用爆雷 3001，実装爆雷 3001 
                          擬製爆雷 3002 
                          処分用爆雷 3003 
      〔種  類〕                            爆雷（狭義）3000 
                                             対潜弾 3004，〔対潜演習弾〕 
                攻撃手段に                             対潜ロケット弾 3005，対潜ロケット演習弾 3006，対潜ロケット砂てん弾 3007， 
                よ る 分 類                  対潜ロケット教練弾3008，対潜ロケット訓練弾3008 
                         航 空 機 用    
                         （投  下） 
 
                           〔全般〕   危害距離 3100     弾道 3101    〔沈降速度〕 
                            爆雷による   
                            分   類 
                            対潜弾に   
                 〔性能諸元〕     よる分類 
                            対潜ﾛｯｹﾄ弾    
                            による分類 
      〔諸 元〕                 対潜爆弾に     
                            よる分類     
                 〔調 定 諸 元〕   〔調定深度〕      

                                 缶体外殻 3200   〔制動板〕 
                                〔尾翼〕 

                                  〔リング〕 
                                  〔弾体〕 
           尾部 3202    〔発射薬包〕                   
                                   弾頭部 3203  〔さく薬〕             〔チャンバ〕，〔ノズル〕 
                                               モータ部 3204                                   〔モータハウジング〕，〔モータ〕                         
                                   尾部 3202  〔尾翼〕，〔ガイドリング〕，〔尾環〕  〔推進薬〕 
                                   弾体外殻 3200                   〔点火管〕 
爆雷   〔構成品〕                         アーミングワイヤ 3201 

3000                                〔尾翼〕   
（広義）                                     

尾部 3202

対潜爆弾 3009，〔擬製対潜爆弾〕，〔対潜爆弾ダミー弾〕，〔訓練用発煙爆弾〕 

用 途 別 
による分類 

〔調定深度〕

〔対潜弾射距離〕 

射距離 3102，射角 3103，最終沈降速度 3104，〔最大速度〕，〔弾着パターン〕 

〔安全解除回転数〕，〔起爆安全〕，〔衝撃安全〕 

弾 体 
缶 体 
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普通爆雷に
よる分類 

対潜ﾛｯｹﾄ弾

による分類

対潜爆弾に

よる分類 

対潜弾に
よる分類

  艦 艇 用 
（投下・投射・発射）



 

                         取付位置に    〔弾頭信管〕 
                         よる分類     〔弾底信管〕 
                                 〔発火装置〕   〔発火深度調定機構〕，〔浸水弁〕 
                                  近接信管 3205   〔音響近接信管〕，〔磁気近接信管〕 
                         発火方式に    〔時計信管〕 
                         よる分類     〔水圧信管〕   水圧弾底信管 3206   〔撃針部〕  
                                 〔慣性信管〕 
               〔信  管〕            〔着発信管〕   〔衝撃装置〕 
                                 〔実用信管〕 
                                  擬製信管 3207，擬似信管 3207 
                                  発煙信管 3208   〔煙薬管〕  〔放出薬〕，〔発煙薬〕  〔発煙信管衝撃装置〕，〔標示薬容器〕 
                                 〔衝撃接点〕 
                                 〔アーミングスライド〕 
                                  アーミングワイヤ 3201 
                                      
                          〔さく薬〕 
               〔火 薬 系 列〕             〔伝爆薬〕   補助伝爆薬 3210 
                          伸 張 器3 2 0 9     〔導爆薬〕 
                                     〔雷 管〕   〔電気雷管〕，〔撃発雷管〕 
                                 〔種別〕  〔Ｋ砲〕，〔Ｙ砲〕 
                                       〔投射筒〕，〔膨張室〕 
                        爆雷投射機 3300   〔構成〕  〔尾栓装置〕 
                                       〔投射機発火装置〕 
                                         〔投射装薬包〕 
               〔投射器材〕                    〔爆雷投射せん（箭）〕 
                                         〔揺あん〕 
                                         〔対潜弾保持棒〕 
                                         〔傾角算出装置〕 
                        対潜弾投射機 3301          〔動揺修正装置〕 
     攻撃関連器材                        〔投射諸元〕   射角 3103，〔射点方向角〕，〔誘導角〕，〔投射線〕 
               〔投下器材〕   爆雷投下機 3302    〔投下軌道〕 
                                   〔投下管制器〕 

〔関連器材〕 

〔構成〕 

用途による

分   類

安全解除

方  式
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                                            発射筒 3304，〔保持爪〕，〔滑り止め爪〕 
                                    〔ふ抑部〕   〔揺架〕，〔防炎板〕，〔歯弧〕，〔耳軸〕，〔基準板〕 
                                            〔バンド〕 
                                            自動接続装置 3305 
                                                   〔旋回（ふ抑）制限装置〕     
                                            〔架 構〕  〔平衡装置〕 
                                                   〔けい止装置〕 
                                    〔旋回部〕    〔動力装置〕 〔ふ抑装置〕，〔旋回装置〕，〔駆動装置〕 
                       対潜ロケットランチャ            〔油圧装置〕 〔油圧駆動装置〕 
                               3 3 0 3                                  〔シンクロ伝達装置〕，〔電動機〕 
                                            〔デッキプレート〕，〔デッキカバー〕 
                                            〔架台〕 
                                               〔人力装置〕   〔ふ抑装置〕，〔旋回装置〕 
                                              〔指示箱〕 
               〔発射器材〕               〔管制室内機器〕         〔信管調定用増幅器〕，〔旋回（ふ抑）増幅器〕，〔発火回路〕 
                                              〔追尾指示装置〕     〔揚弾筒〕 
                                    〔揚弾機〕                  〔人力揚弾装置〕    〔定置装置〕 
                                                          〔動力揚弾装置〕 
                       運 弾 装 置3306   〔定置装置〕，〔手動回転装置〕 
                       〔艦上設備〕   〔不発弾処理装置〕，〔ストライキングダウン装置〕 
                        〔爆雷指揮通信盤〕 
                         水中攻撃指揮装置 3307 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔指揮関連器材〕 

［固定部］

〔旋回（ふ抑）制限停止装置〕 
〔旋回（ふ抑）防衝器〕 

〔操作盤〕

〔架構内電気装置〕
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第 Ⅳ 章 

水 中 武 器 用 語 

機雷掃海・機雷掃討 解説 

 

1.  作成の主旨・経緯 作成の主旨・経緯については，水中武器用語 第Ⅰ章 魚雷編の解説を

参照されたい。第Ⅳ章 機雷掃海及び機雷掃討は，NDS Y 0034 水中武器用語（機雷掃海・機雷

掃討）（昭和６１年１２月２４日付）の見直しを実施したものである。 

委員会は，社団法人日本防衛装備工業会と分科会を構成するユニバーサル造船株式会社，株式

会社日立製作所，ジェイ・アール・シー特機株式会社，新明和工業株式会社，三菱重工業株式会

社である。 

 

2. 機雷掃海・機雷掃討の分類 作成に当たっては，NDS Y 0034 水中武器用語（機雷掃海・機

雷掃討）（昭和６１年１２月２４日付）を基に技術のすう勢に伴う新規追加，修正及び削除を行っ

た。それらの結果を，解説付表 1 に新規に追加した用語として示し，解説付表 2 に見直しによっ

て削除した用語を示す。解説付表 3 に概念体系の主な変更事項として示し，解説付表 5 には機雷

掃海・機雷掃討の分類を示す。 

 

3. 用語の選定 用語の選定基準については，水中武器用語 第Ⅰ章 魚雷編の解説を参照され

たい。 

なお，文中の“魚雷”は“機雷掃海・機雷掃討”と読み替えるものとした。 

  

4. その他 意味付けに当たって文章だけでは理解することが容易でないと思われる用語は，そ

の表現を補う意味から，付図を添付して概念を明らかにした。その結果を解説付表４の付図の変

更，追加などに示す。 
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解説付表 1 新規に追加した用語 

区 分 追加した用語 追加の理由 

１ 

 

〔機雷掃海関連〕 

日施掃海，遠隔掃海，ＴＥＭ掃海，ＭＳＭ掃海，変調

掃海，小型係維掃海具，えい航浮標測位装置，展開装

置切離装置，遠隔操縦式掃海具，トーケーブル，ＳＣ

Ｆ波，磁気振幅，磁気エスカレータ波，磁気正弦波，

永久磁石間間隔及び極性，遠隔管制掃海具，圧電型音

響掃海具，音響振幅，音響エスカレータ波，音響正弦

波，トリプレン，マーキングブイ 

 

〔機雷掃討関連〕 

水中航走式機雷掃討具，ガイドロープ，カウンタウェ

イト，ガス吸収装置，浮力調整器，併走，モーション

コンペンセーション，オートテンション，機雷捜索，

機雷類別，機雷識別，モード１，モード２ 

 

装備品の用語として，概念を

明確にしておく必要があると

もの。 

２ 

 

〔機雷掃海関連〕 

危険海域，磁気環境条件，音響環境条件，磁気プロフ

ァイル，音響プロファイル，清掃率，掃海確率，掃海

密度，掃海効率，統計評価，掃海面，既掃面，深深度

係維掃海具 

 

〔機雷掃海・機雷掃討共通〕 

掃海艇用戦術情報処理装置，掃海艇用共通コンソール

 

機雷掃海・機雷掃討専用に使

用されるものとして，意味付

けを必要とするもの。 

３ 

 

〔機雷掃海関連〕 

水中フロート，掃海深度測定用えい航体，掃海信号処

理装置，ムービングコイル型音響掃海具 

 

〔機雷掃討関連〕 

掃討用クレーン，処分具用係維索切断器 

 

主要構成品の用語として必要

であるもの。 

 

４ 

 

〔機雷掃海関連〕 

機雷排除計画，掃海索長，沈降器えい索長，フロート

索長，音響出力形状 

 

〔機雷掃討関連〕 

処分用爆雷発火，係維索カッタ作動 

 

運用に関する概念を明確にす

る必要があるもの。 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔機雷掃海関連〕 

短期戦，海域掃海，中深度掃海，定電流掃海，一定音

圧掃海，掃海海域，遠隔操縦，爆破型切断器（連装式），

えい航浮標索，トーブライダル，プラットホーム，パ

ワーパック，リトリーバルリグ，スイープブーム，深

深度係維掃海具巻揚機，係維掃海具巻揚機 

 

〔機雷掃討関連〕 

自動操艦装置，耐圧容器，バラスト，浮力材，安定翼，

固定ピッチプロペラ，可変ピッチプロペラ，俯仰装置，

推進装置制御器，重心移動装置，チルト装置，センサ，

捜索用ソーナー， 

 

分類表に採用するが，類似の

用語，設計のみ使用などの理

由により意味付けの必要がな

いと判断されるもの。 
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解説付表 1 新規に追加した用語（続き） 

区 分 追加した用語 追加の理由 

５ 

（続き）

〔機雷掃討関連〕 

類別用ソーナー，姿勢計測器，対水速度検出器，発音

器，高度検出器，無線アンテナ，電源系，電源装置，

電池，処分用爆雷，カッタ系，ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾌﾟ分離装置，

ｱｰﾐﾝｸﾞﾜｲﾔ保持装置，分離装置，誘導電線引留部，誘

導電線引留金具，複合電線，光ファイバケーブル，水

中コネクタ，ジョイスティック，深度調定スイッチ，

制御装置，捜査ユニット，補助監視ユニット，映像監

視ユニット，航走監視ユニット，航走体操作スイッチ，

表示装置，ビデオ記録装置，ソーナー制御装置，ソー

ナー操作ｽｲｯﾁ，発火スイッチ，音響コマンド送信器，

信号処理装置，深度指示計，方位指示計，対水速度指

示計，電源装置，電源盤，誘導位相調整器，スライド

トランス，電圧設定器，巻揚機用中継器，接続箱，架

台，航走体架台，電池台車，航走体台車，処分用爆雷

装填台車，巻揚装置，巻揃装置，緩衝器，クレーン，

旋回装置，着脱装置，フック，ウィンチ，油圧装置，

水中位置監視装置，受波器，送波器，送波器巻取装置，

昇降装置，投下分離系統検査器，光系統検査器，多重

伝送系統ｽｲｯﾁﾊﾟﾈﾙ，航走体性能・諸元，使用可能速度，

ホバリング，制御，調定，速度調定，方位制御，方位

調定，位置制御，処分用爆雷，処分具用係維索切断器

性能・諸元，機雷処分装置用クレーン，測位距離，昇

降装置作動ストローク，投入，係維索カッタ取付，揚

収，機雷探知機入力，手動入力，処分法，その他，窒

素ガス置換装置，充電器，ファイバ接続装置 

 

〔水中処分器材〕 

高圧気蓄器，混合ガス，機雷分解要具，携帯用水中通

話器，無線式発火器，捜索用器材，捜索線（索），目

視捜索線，Ｘ線透過装置，ファイバスコープ 

 

 

 

 

 

 

 

解 37 



   

Y0041 

 

170 

解説付表 2 削除した用語 

区 分 削除した用語 削除の理由 

１ 

 

略掃，３艇掃海，多艇掃海，メカニカル掃海，

標準掃海，掃海海域，特殊掃海，ネット掃海，

爆発掃海，初度航走法，バーモア掃海具，パ

ラベーン，特殊掃海具，ネット掃海具，スキ

ムネット掃海具，トロールネット掃海具，Ｈ

ＦＧ，磁気レール掃海具，磁気パイプ掃海具，

アンペアターン試験器，極性試験器，ベンチ

ュリー，ＧＢＴ，水中発音弾，海底掃海具，

固定式掃海具，マーカスギア，試航船，高磁

力船 

 

水中武器の進展その他の理由で，用語

自体が今日では全く又はほとんど使用

されなくなっており，改めて規定する

必要性が認められないもの。 

 

 

 

 

 

２ 

 

銃撃処分，接続索，補助索，揚収索，平均巻

取径，ペリカンフック，鋼索ストッパ，電線

ストッパ 

基礎的な技術用語として社会一般に浸

透しており，水中武器用語として改め

て規定する必要性が認められない。 

 

３ 

 

レーダ掃海標識航法 水中武器用語以外の分野の用語であ

り，かつ使用頻度も低く，必要な場合

には所要の規格を参照することで業務

上支障がないと考えられる。 

 

４ 

 

使用掃海具，投入速力，揚収速力，掃海対水

速力，最高掃海速力，最適掃海速力，曳航速

力，計画掃海深度 

用語自体が複合語であり，基本用語の

定義から意味が十分理解でき，独立概

念の用語として規定する必要性が認め

られない。 

 

５ 

 

 

ヘリコプタ掃海，対機雷要素，ラップ，ラッ

プ針路，ラップトラック，ラップターン，ラ

ップ幅，非対称掃海具，ループ掃海具 

歯板，トリップピン，安全針，水圧安全装置，

たがね，プランジャ，掃海具薬包，スリング，

四つ目板，甲索，乙索，ウェッジストップ，

Ｙ金物，そで鎖，エンドリンク，Ｕ金物，三

つ目板，クレビスソケット，アイソケット，

標旗，浮標旗，浮子，スリーブ，トリップピ

ン折り曲げ荷重，撃針突出量試験，展開器平

行度，ラミテックスラグ，プレートストップ，

バーストップ，切欠き滑車，円環，予備スト

ッキング，分離かぎ竿 

 

部品レベルの用語又は一部の設計者の

みが使用する用語であり，独立概念の

用語として規定する必要性が認められ

ない。 

解 38 



 

Y 0041     

    

 

171

解説付表 3 概念体系の主な変更事項  

分 類 主な変更事項 

大分類 (1) 掃海の運用に関する用語が大半を占めている内容から“掃海技術”が使用され

ていたが，ハードに対応する“運用”という用語に変更した。 

 

 

 

中分類 (1) 掃海については，“共通”及び“掃海具等の機能による分類”を包括して “掃

海の分類”が使用されていた。“共通”は“掃海具の用法”に変更し，“掃海

具等の機能による分類”は“掃海法”に変更した。 

また，“掃海法” は“機雷排除計画」に変更した。“評価”は，機雷処分も

含めることとして“評価等”とした。 

 

(2) 掃討については，“機雷処分装置”と同列に“水中航走式機雷掃討具”及び〔自

動操艦装置〕を追加した。“機雷処分装置”の小区分に〔処分法〕を追加し，

〔性能・諸元〕を〔航走体性能・諸元〕，〔制御，調定〕，〔処分用爆雷，処分具

用係維索切断器性能・諸元〕，〔機雷処分装置用クレーン〕，〔水中位置監視装

置〕に小区分化した。 

 

 

 

小分類 (1) 掃海については，“一般”が使用されていたが具体的に“初期掃海計画”とし，

“運用”は“掃海具運用”に変更した。 

 

(2) 掃討については，〔構成〕の“機雷処分装置用管制装置”から〔電源装置〕に

関する部分を抜き出して明確化し，“機雷処分用クレーン”と同列に“掃討用

クレーン”を追加し，〔水中位置監視装置〕，“処分具用係維索切断器”等を追

加した。“航走体”の細区分に〔ソーナー〕，〔センサ〕，〔電源系〕，〔処分用爆

雷，カッタ系〕を追加した。全般に細区分の各種構成品を追加した。 
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解説付表4 付図の変更，追加など 

 

付図の名称 概     要 適用 採用・変更・廃止・新規の理由 

係維掃海具構成の一例 ＭＳＣ搭載の構成品及び曳航概要 再用 掃海艇の主武器で，現在も同等のものを運用している。 

航空機用係維掃海具構成の一例 ヘリによる運用の概要 変更 航空掃海の主武器で，現在も同等のものを運用している。 

分離かぎざお 投入揚収に使用する道具 廃止 あまり使用されないものであり，用語の定義付けをしない。 

浮上掃海電線構成の一例 磁気掃海電線の接続状態を示す 再用 定義だけでは理解が難しい。 

電線ストッキング ステンレス索による網状の金物 廃止 主構成品ではなく，一部品にすぎない。定義も削除。 

掃海設標 運用に必要なマーキングブイ 廃止

マスターレファレンスブイ      同   上 再用

ショートスコープブイ      同   上 廃止

関連機器であり，マスターレファレンスブイを代表

で図示することとする。 

浮上掃海電線の構成による磁気 

掃海の各方式 
Ｉ型，Ｊ型，ＣＬ型の曳航の概略図 再用 定義だけでは理解が難しい。 

歯板型切断器の一例 構造図 廃止 単純な構造であり，図示するほどのものではない。 

爆破型切断器の一例 同  上 再用 切断器の主流であり，代表で図示する。 

平衡えい航具 
電線をＭＳＣ後部で係止している概

要 
再用 定義だけでは理解が難しい。 

深深度係維掃海具の水中フロート 深深度係維掃海具主構成品 追加 水中を曳航するフロートがイメージしにくい。 

小型係維掃海具の一例 新型の係維掃海具の構成を示す 追加 定義だけでは理解が難しい。 

磁気・音響掃海の管制の波形等 

について 

種々の管制方式が取り入れられてい

るため図示する。 
追加    同   上 

掃討具の航走体 航走体の運用図 追加    同   上 

掃討具の処分具用係維索切断器 構造図 追加    同   上 

掃討具の音響コマンド 音響コマンドの運用図 追加    同   上 
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解説付表５ 機雷掃海・機雷掃討の分類表               

                                                                              
                              〔戦 術〕     〔清掃戦〕，〔限定清掃戦〕，〔探索戦〕，〔消耗戦〕，〔確認戦〕，前駆戦 4003，〔前路掃海〕，日施掃海 4004，〔短期戦〕 

                             〔陣形及び運動〕   単艇（艦）掃海 4005，対艇掃海 4006，〔編隊掃海〕 

                〔掃海具の用法〕      〔場 所〕     〔泊地掃海〕，〔水路掃海〕，〔拡張掃海〕，〔海域掃海〕 

                             〔航掃法〕      〔グリッド掃海〕，〔ストリップ掃海〕，〔サーキット掃海〕                             

                             〔装備区分〕    〔艦艇掃海〕，〔航空掃海〕                                  

                             〔掃海具位置〕     えい航掃海 4007，定置掃海 4008，遠隔掃海 4009                                    

                             〔対象深度〕     浅深度掃海 4010，〔中深度掃海〕，〔深深度掃海〕                                  

                                                                                                            

                                                〔基本掃海〕     〔単艦〕      〔両舷掃海〕 

                                                                対艇掃海 4006     〔片舷掃海〕  

                                     係維掃海 4011         アンテナ掃海 4012                                 

                                                 〔海底掃海〕                                                         

                  〔掃海法〕                                                                                     

                                                 磁気掃海 4014  〔電極掃海〕，Ｉ型掃海 4015，Ｊ型掃海 4016，ＣＬ掃海 4017，〔磁かん掃海〕，ＴＥＭ掃海 4018，ＭＳＭ掃海 4019 

                                                          〔全電流掃海〕，〔減電流掃海〕，同期掃海 4020，〔定電流掃海〕，変調掃海 4021 

                                   感応掃海 4013        音響掃海 4022   〔可聴周波音響掃海〕，〔低周波音響掃海〕〔発音弾掃海〕，ＴＥＭ掃海 4018，ＭＳＭ掃海 4019  

                                                                                   〔一定音圧掃海〕，〔変調掃海〕                                              

                                                                          〔水圧掃海〕  

                                                                          複合掃海 4023    磁気音響複合掃海 4024 

                                                         

                        〔初期掃海計画〕    〔掃海順序〕，〔航掃法〕，〔掃面数〕，〔掃海設標〕，〔危険海域〕       

                                                                        

                                掃海速力 4025                   

        〔運用〕  機雷排除    掃海諸元                       

                計画 4001    4002       掃海深度 4026 

                                               総合作動幅 4028     〔掃海具調定諸元〕，〔掃海確率〕，〔特性掃海幅〕           

                                                   〔期望作動幅〕，〔特性作動幅〕           

                              有効掃海幅     〔環境条件〕     磁気環境条件 4029，〔Ｑ要素〕，〔電気的反射係数〕 

                            4027                          音響環境条件 4030，〔音波伝播特性〕，〔音波伝播損失〕           

                                        〔えい航法〕     艇尾えい航法 4031，偏位えい航法 4032，舷側えい航法 4033             

                                             展開幅 4034，展開角 4035，〔浮標角〕，〔両舷展開〕，〔片舷展開〕，〔ショートスティ〕     

                     〔掃海具運用〕  〔展張〕     〔フロート偏位量〕，〔沈降器偏位量〕                                  

                                 〔艦艇運動等〕   〔航掃線〕，〔掃海針路〕，〔進入距離〕，〔回頭縦距〕，〔回頭余面〕，〔進入余面〕             

                                     〔航過間隔〕，基準艇 4036，〔側艇〕，対艇距離 4037，〔対距〕 

機雷掃海                          〔遠隔操縦〕   磁気プロファイル 4038，音響プロファイル 4039                                                                                         

4000                           〔掃海効果〕     清掃率 4040，掃海確率 4041，掃海密度 4042，掃海効率 4043，統計的評価 4044，〔掃海所要時間〕，〔残存機雷数〕，〔残存脅威率〕 

              〔評価等〕  〔掃海面等〕     掃海面 4045，〔掃海余面〕，〔反復掃海〕，〔完全掃面〕               

                                           既掃面 4046，〔既掃面図〕，未掃面 4047，〔残存未掃面〕，〔死角未掃面〕，〔掃面百分比〕，危険海域 4049  

                        〔掃海能力〕      有効掃海幅 4027，掃海速力 4025，掃海深度 4026 

                        〔機雷処分〕    射撃処分 4048 173
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                                                  〔種別〕     〔普通掃海具〕，普通係維掃海具 4102，深深度係維掃海具 4103，小型係維掃海具 4104，〔対艦式掃海具〕，〔海底掃海具〕           
                                               〔航空機用掃海具〕   

         

                                                          切断器 4105      〔型式別〕      歯板型切断器 4106         

                                                                   爆破型切断器 4107，〔爆破型切断器（連装式）〕 

                                                         〔装備位置別〕        〔中間切断器〕，〔端末切断器〕       

                                               〔展開器等〕       展開器 4108， 沈降器 4109         

                                                                       掃海索 4110，〔Ｚ索〕，〔Ｓ索〕       

                                                            〔艦艇用〕     〔鬼ワイヤ〕，深度索 4111，沈降器えい索 4112       

                      係維掃海具 4101         〔構成品〕     〔索類〕                 フロートペンデント4111，〔ペンデント〕，〔沈降器索〕，そで索 4113，〔えい航浮標索〕       

                                                          〔航空機用〕     〔えい航索〕，〔マーカーフロート深度索〕       

                                                                  〔沈降器接続索〕，〔リードフロート深度索〕，〔掃海索〕       

                                                                     せん断栓継手 4114       

                                                         〔艦艇用〕     〔対艇掃海用金物〕       

                                               〔索具類〕               〔海底探索揚収具〕       

                                                         〔航空機用〕    〔トウベイル〕                                              

                                                            〔浮標等〕       〔艦艇用〕      えい航浮標 4115，〔標識灯〕，水中フロート 4116，えい航浮標測位装置 4117       

                                                          〔航空機用〕    リードフロート 4118，マーカーフロート 4119  

     

                                                 〔性能・諸元〕      切断能力 4120，〔使用速力〕，〔えい航張力〕，掃海索沈下量 4121，〔展開力〕，〔沈降力〕                          

                                                 〔準備・諸元〕     〔展開器の調整〕，〔沈降器の調整〕，〔初度調整〕，〔深度調整〕，〔展開力調整〕，〔偏位調整〕         

                                   〔掃海具調定諸元〕  掃海索長 4122，沈降器えい索長 4123，フロート索長 4124，〔カッター装備法〕          

                                                 〔関連機材〕       〔掃海用張力計〕，〔掃海用深度計〕，掃海深度測定用えい航体 4125，展開装置切離装置 4126   

                                                                                         

                                                  〔種別〕       通電式磁気      〔電線式〕       〔電極掃海具〕，〔浮上式電線掃海具〕，〔ループケーブル掃海具〕       

                                                          掃海具 4129     〔電磁石式〕     〔浮船形掃海具〕，〔ソレノイド掃海具〕，遠隔操縦式掃海具4130       

                                               永久磁石式     〔磁かん掃海具〕          

                                                 磁気掃海具 4131                           

              掃海具4100                                               ＰＱケーブル 4133，ＡＱケーブル 4134，ＦＣケーブル 4135         

                                                 浮上掃海電線    掃海用電極 4136，Ｋケーブル 4136，Ｓケーブル 4137，〔Ａ－Ｋ接続部〕         

                                                   4132        ＣＬケーブル 4138，ジャンパーケーブル 4139，〔ケーブル接続箱〕         

                                                〔展開器類〕    艦艇用    展開器 4108                  

                                     磁気掃海具     〔構成品〕     〔索類等〕      〔艦艇用〕   平衡えい航具 4140       〔エコーライジング索〕，〔ブライドルペンデント〕     

                                 4128                       〔航空機用〕  トーケーブル 4141 

                                                         〔プレートストップ〕，〔バーストップ〕     

                                         〔索具類〕     〔艦艇用〕    〔切欠滑車〕    

                                                                 〔電線ストッキング〕，〔予備ストッキング〕       

                                                  〔航空機用〕  〔トーブライダル〕 

                                         〔水上装置類〕   〔航空機用〕  〔プラットホーム〕   〔リトリーバルリグ〕 

                                                                                                                    〔パワーパック〕    〔スィープブーム〕，〔ピッグテール〕 

                                         〔機上装置類〕   〔航空機用〕   〔コントロールプログラマー〕 

                                                〔浮標等〕     えい航浮標 4115，〔位置浮標〕，〔電極フロート〕，えい航浮標測位装置 4117                     

                                         〔永久磁石〕   〔艦艇用〕   〔Ｍｉｎｉ Ｄｙａｄ〕 
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                                                 〔発生磁場〕      〔磁界強度〕，〔垂直磁場〕，〔前後方向磁場〕，〔左右方向磁場〕，〔水平磁場〕，〔全磁場〕         
                                                            電線磁場 4142，赤磁場 4143，青磁場 4144，電極磁場 4145，〔海水磁場〕，〔海底磁場〕         

                                                          〔通電量〕，通電方向 4146，通電秒時 4147，休止秒時 4148，〔周期〕         

                                      〔性能･諸元〕   〔管制〕        パルス通電 4149，〔正パルス〕，〔負パルス〕，定電流通電 4150         

                                                           通電波形4151     〔三角波〕，〔正弦波〕，〔矩形波〕，〔長方形波〕，〔きょ（鋸）歯状波〕       

                                                                      〔てい形波〕，〔オンオフ波〕，〔磁界転換〕，ＳＣＦ波 4152 

                                                              磁気振幅 4153，磁気エスカレータ波 4154，磁気正弦波 4155    

                                                    永久磁石間間隔及び極性 4156 

                                          〔掃海具調定諸元〕  〔通電量〕，通電波形 4151，通電秒時 4147，休止秒時 4148，通電方向 4146                

                                                〔その他〕      〔合計負荷電流〕，〔振幅調整〕，〔平衡調整〕，〔周期調整〕，〔残留磁気試験〕         

                      感応掃海具                 

                         4127                                   〔管制部〕      〔補助制御盤〕，〔周期信号送受信器〕，〔特性選択スイッチ〕，掃海具信号処理装置 4158       

                                       〔関連機器〕     磁気掃海                    極性表示灯 4159，磁場表示灯 4160，艦位保持灯 4161       

                                                   電源装置        〔電源部〕    〔直流式磁気掃海電源装置〕       

                                                   4157                         〔交流式発電機式磁気掃海電源装置〕  

                                                                           

                                                            〔機構別〕       〔機械式〕      〔ベンチュリ掃海具〕，パイプノイズメーカ      

                                      〔種別〕                 〔電動機械式〕  〔ハンマーボックス型音響掃海具〕，〔振動板駆動型音響掃海具〕   

                                                   〔電気式〕     圧電型音響掃海具 4163，ムービングコイル型音響掃海具 4164   

                                                〔機能別〕     〔中周波音響掃海具〕，〔低周波音響掃海具〕       

                                                            発音体        〔艦艇用〕     〔ハンマーボックス〕，振動板 4166，〔ストライカ〕     

                                                   4165             〔航空機用〕     〔スロート〕，〔ディフューザ〕，〔キャビテーションディスク〕，〔ウォータタービン〕             

                                          〔音響発生器〕     パイプノイズメーカ   

                                 音響掃海具       〔構成品〕     〔電線類〕       音響掃海電線 4167 

                                  4162                          〔索類〕      〔えい航索〕，〔ノーズライン〕       

                                                                     〔深度索〕，〔発音体えい索〕 

                                                 〔えい航装置〕    〔索具類〕     〔電線ストッパ〕，〔トウベイル〕       

                                                          〔浮標類〕     〔えい航浮標〕，えい航浮標測位装置 4117                           

                                                            〔音響特性〕     〔音響出力〕，〔発音レベル〕，〔発生音圧〕，〔音圧上昇率〕，〔周波数特性〕         

                                                          〔発音周波数〕，共振 4168，同調 4168，〔共振打撃数〕，〔共振点〕，〔同調点〕         

                                                          〔自動管制〕，〔手動管制〕，〔制御信号〕，オン時間 4169       

                                       〔性能・諸元〕   〔管制〕         オフ時間 4170，〔休止秒時〕      

                                                          〔変調法〕，〔衝撃法〕，〔一定法〕         

                                                           立上り時間 4171    

                                           〔掃海具調定諸元〕    高音秒時 4169，低音秒時 4170，立上がり秒時 4171，音響出力形状 4172   

                                                      〔位相遅れ〕，音響振幅 4173，音響エスカレータ波 4174，音響正弦波 4175 

                                                          〔耐振性〕，〔耐衝撃性〕，〔超過トルク耐力〕，〔過速度耐力〕，〔耐水性〕         

                                                  〔その他〕     〔耐湿度〕，〔タービンブレード起動トルク〕，〔トリム調整〕，〔ロールタブ角度調整〕         

                                                          〔軸心整合〕，〔スクリューピッチ調整〕，〔装気圧力〕，〔負荷特性〕，〔暖機運転〕         

                                                 〔関連機器〕    音響掃海具用管制装置 4176，〔音圧上昇表示灯〕，掃海具信号処理装置 4158 

  

                                        〔水圧掃海具〕   
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                              〔クレーン等〕        種 類    〔掃海用クレーン〕，〔掃海用ダビット〕               

                               〔巻揚機〕          種 類    普通掃海具巻揚機 4200，掃海電線巻揚機 4201，〔深深度係維掃海具巻揚機〕，〔係維掃海具巻揚機〕               

          関連機器 

                     〔標 識〕           種 類     掃海標識 4202，掃海標灯 4203，トリプレン 4204，マーキングブイ 4205    

                                    諸 元    〔掃海標灯〕                              

             

        

   機雷掃海 4000                     機雷排除 4600 

                             マスター・リファレンスブイ 4601 

   機雷掃討 4400                    ショートスコープブイ 4602 

                             掃海艇用戦術情報処理装置 4603 

                              掃海艇用共通コンソール 4604 
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 〔外 殻〕 〔耐圧容器〕，〔機器取付座〕，〔ダクト〕，〔リプ〕，〔外 皮〕，〔ハラスト〕，〔浮力材〕 
     〔安定翼〕，ガイドロープ4405，カウンタウエイト4406 

  〔自動操艦装置〕   

      〔前後推進用推進装置〕 〔推進器〕 〔固定ピッチプロペラ〕 

  〔機雷探知機〕                                      〔可変ピッチプロペラ〕 

 

   航走体4404   〔主軸系〕，〔推進電動機〕，〔俯仰装置〕 

 

 機雷掃討   〔動力系〕 〔左右移動用推進装置〕 

 装置4401    〔上下移動用推進装置〕          〔推進器〕   〔固定ピッチプロペラ〕 

         〔可変ピッチプロペラ〕 

   〔構 成〕 

                      〔主軸系〕，〔昇降電動機〕 

 

機雷掃討      〔制御系〕 〔多重伝送装置〕，〔昇降制御器〕，〔ピッチロール制御器〕，〔トリム調整装置〕，〔推進装置制御器〕， 

  4400     〔油圧装置〕，〔重心移動装置〕，〔チルト装置〕 

 

 

  機雷処分  〔ソーナー〕 〔捜索用ソーナー〕 

  装置4402   〔類別用ソーナー〕 

 

 

  水中航走式  〔センサ〕 〔漏水検知器〕，〔方位発信器〕，〔深度検出器〕，〔姿勢計測器〕，〔対水速度検出器〕，〔発音器〕， 

  機雷掃討具   〔高度検出器〕，〔無線アンテナ〕，〔映像装置〕 

    4403 

   

    〔電源系〕 〔電源装置〕，ガス吸収装置4407，〔電池〕 

 

 

    〔処分用爆雷、カッタ系〕 〔係維索切断装置〕，〔処分用爆雷保持装置〕，〔ガイドロープ分離装置〕，〔アーミングワイヤ保持装置〕 

     〔分離装置〕，浮力調整器4408 

 

    〔その他〕 〔ヒンジ〕，〔表示灯〕，〔誘導電線引留部〕 

 

 

   誘導電線4409  〔ヒンジ〕 

     〔ケーブルテンション検出器〕      〔検出軸〕 

     〔誘導電線引留金具〕 

     〔複合電線〕 

     〔光ファイバケーブル〕 

     〔水中コネクタ〕 
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 機雷処分装置     〔操作盤〕  〔ジョイスティック〕，〔爆雷投下栓〕，〔方位指示器〕，〔深度調定スイッチ〕， 

  用管制装置   偏差修正設定器4411，〔制御装置〕，〔操作ユニット〕，〔補助監視ユニット〕，〔映像監 

    4410   視ユニット〕，〔航走監視ユニット〕，〔航走体操作スイッチ〕，〔表示装置〕，〔ビデオ記

    録 装置〕，〔ソーナー制御装置〕，〔ソーナー操作スイッチ〕，〔発火スイッチ〕，〔音響

    コマンド送信器〕 

 

 

   〔管制盤〕 〔方位指示制御器〕，〔多重伝送装置〕，〔漏水警報器〕 

 

   〔信号処理装置〕 

 

   〔小型操作盤〕  〔ジョイスティック〕，〔深度指示計〕，〔方位指示計〕，〔対水速度指示計〕 

 

 

 〔電源装置〕   〔制御盤〕 〔遮断器〕，〔電磁接触器〕，〔熱動過電流継電器〕 

 

   〔電動発電機〕 

 

   〔電源盤〕  〔誘導位相調整器〕，〔スライドトランス〕，〔電圧設定器〕 

 

 〔巻揚機用中継器〕 

 

 〔接続箱〕 

 

 〔架台〕  〔航走体架台〕，〔電池台車〕，〔航走体台車〕，〔処分用爆雷装填台車〕 

 

 機雷処分装置用巻揚機4412 〔巻揚装置〕，〔巻揃装置〕，〔緩衝器〕 

 

 機雷処分装置用クレーン4413 

   〔クレーン〕，〔巻揚装置〕，〔旋回装置〕，〔着脱装置〕，〔フック〕，〔ウィンチ〕，〔油圧装置〕 

 掃討用クレーン4414 

 

 〔水中位置監視装置〕  〔受波器〕，〔送波器〕，〔送波器巻取装置〕，〔昇降装置〕 

 

 〔トランシット・サイト〕 

 

 処分用爆雷4415 

 

 処分用訓練爆雷4416 

 

 処分具用係維索切断器4417 
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 〔試験器材〕 〔気密試験月具〕，〔深度検出器検査器〕，〔投下信号回路検査器〕，〔投下分離系統検査器〕，〔光系統検査器〕，〔多重伝送系統スイッチパ 

  ネル〕 

 

 

 

 〔性能・諸元〕 〔航走体性能・諸元〕 〔航走体全備質量〕 

   航走体排水量4418 

   〔航走体浮量〕 

   〔航走体トリム〕 

   〔使月可能深度〕 

   〔使用可能速度〕 

   併走4419 

   〔ホバリング〕 

 

  〔制御，調定〕 〔深度制御〕 

   〔深度調定〕 

   〔速度制御〕 

   〔速度調定〕 

   〔方位制御〕 

   〔方位調定〕 

   〔位置制御〕 

 

 

 

  〔処分用爆雷，処分具用係維索切断器性能・諸元〕 第１時限4420 

    第２時限4421 

    第３時限4422 

    音響コマンド信号4423 

    不感時間4424 

    発火待機時間4425 

    係止解除時間4426 

 

  〔機雷処分装置用クレーン〕  モーションコンペンセーション4427 

    オートテンション4428 

 

  〔水中位置監視装置〕  〔測位距離〕 

    〔昇降装置作動ストローク〕 
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  〔操 法〕   〔投 入〕，〔発 進〕，〔帰 投〕，〔誘 導〕，併走4419，機雷捜索4429，機雷類別4430，機雷識別 4431，〔処分用爆雷投下〕， 

    〔係維索カッタ取付〕，〔揚 収〕 

                         モード1 4432 

                         モード2 4433     〔機雷探知機入力〕 

      〔手動入力〕 

 

                             

  〔処分法〕   処分用爆雷発火4434，係維索カッタ作動4435 

 

 

  〔その他〕    〔窒素ガス置換装置〕，〔充電器〕，〔ファイバ接続装置〕 

 

 

 〔潜水用器材〕 〔自給式（スクーバ）潜水装置（開式スクーバ、半閉式スクーバ、閉鎖式スクーバ）〕，〔高圧空気圧縮機〕，〔高圧気蓄器］，〔混合ガス〕 

 〔作業用器材〕 〔処分艇〕，危険物浮揚装置4500，フローティングアイ4501，〔スタジメータ〕，〔機雷分解要具〕，〔携帯用水中通話器〕 

 〔処分用器材〕 発火母線4502，補助母線4503，成形爆薬容器4504，〔発火器〕，〔処分用爆薬〕，〔無線式発火器〕  

 〔捜索月器材〕 携帯用機雷探知機4505，携帯用磁気探知機4506，〔捜索線（索）〕，〔目視捜索線〕，〔Ｘ線透視装置〕，〔ファイバスコープ〕 
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用 語 索 引 （五十音順） 

用     語 番 号 対   応   英   語  （参 考） 

〔ア〕  

アーミング 1 5 6 0 arming 

アーミング装置 1 1 1 4 arming device 

 2 2 3 2 arming device 

アーミングワイヤ 1 3 0 2 arming wire 

 3 2 0 1 arming wire 

ＩＳＡ 1 4 3 9 ignition and separation assembly 

Ｉ型掃海 4 1 0 5  

青磁場 4 1 4 4 blue fields 

赤磁場 4 1 4 3 red fields 

アクティブモード 1 6 5 1 active mode 

アスファルト緩衝剤 2 2 0 3 asphalt compound 

アスペクト 1 7 0 4 aspect 

アスロックミサイル 1 0 1 0 ASROC missile, 

anti submarine rocket missile 

ＡＳＥＢ 1 4 4 2 air frame separation explosive block 

調定 1 6 4 1 preset 

圧壊深度 1 5 5 8 burst depth，crush depth 

圧電型音響掃海具 4 1 6 3  

圧力シリンダ 1 1 5 4 pressure cylinder 

アンケージング 1 6 0 7 uncaging 

安全かん 1 1 1 3 bore rod 

安全スイッチ 1 1 1 6 safety switch 

安全バー 2 2 3 8 safety bar 

安全ピン 1 1 1 2 safety pin 

安全復帰圧力 2 4 0 6 

アンチゲート 1 6 7 2 anti-gate 

アンチブローチスイッチ 1 2 5 4 anti-broach switch 

安定航走 1 5 3 2 steady run 

安定航走角 1 6 0 0 steady run angle 

安定翼 2 2 0 8 drag plate 

アンテナ掃海 4 0 1 2 antenna sweeping 
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用     語 番 号 対   応   英   語  （参 考） 

〔イ〕  

ＥＳＣ 1 4 0 4 electric setting controller 

イグナイタ 1 1 2 3 igniter 

維持装置 1 4 4 6 stop bolt 

移送チェーン 2 5 0 9  

一液燃料 1 1 5 5 mono fuel,mono propellant 

移動標的 1 3 6 0 self propelled target 

緯度修正 1 6 0 5 latitude correction 

犬追いホーミング航走 1 5 4 2 trailing edge homing run 

  

〔ウ〕   

浮袋 1 3 5 5 buoy 

運弾装置 3 3 0 6 

  

〔エ〕  

エアスタビライザ分離機構 1 4 3 1 air stabilizer release mechanism 

エアフレーム 1 4 3 8 air frame 

ＡＩＲ／ＡＳＲＯＣモード発射 1 9 4 1 AIR／ASROC launch 

ＡＱケーブル 4 1 3 4 AQ-cable 

永久磁石間間隔及び極性 4 1 5 6 magnet separation distance and polarity 

永久磁石式磁気掃海具 4 1 3 1 permanent magnetic sweeping gear 

えい（曳）航具 1 7 2 6 towed torpedo countermeasures 

えい航掃海 4 0 0 7  

えい航浮標 4 1 1 5 float 

えい航浮標測位装置 4 1 1 7  

ＡＣＲ装置 1 2 5 2 anti-circular run mechanism 

ＨＣＯ 1 5 7 1 hit cut-off 

Ａケーブル 1 4 5 7 A-cable 

Ａレンジ 1 7 1 2 A range 

ＳＳＢ 4 6 0 2 short scope buoy 

Ｓケーブル 4 1 3 7 S-cable 

ＳＣＦ波 4 1 5 2 single cycle field 

ＳＣＦ磁気信号 2 4 1 4 single cycle magnetic field 

ＳＣＦ信号 2 4 1 4 single cycle field 
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用     語 番 号 対   応   英   語  （参 考） 

ＳＢ相関 1 6 8 0 split beam correlation 

ＳＴＧ 1 6 7 8 steering gate 

ＳＤ 1 5 4 8 search depth,intial search depth 

エネイブル 1 6 4 6 enable 

エネイブル距離 1 5 1 8 enabling distance 

ＭＲＢ 4 6 0 1 master  reference buoy 

ＭＳＭ掃海 4 0 1 9 mine setting mode 

ＦＣケーブル 4 1 3 5 FC-cable 

ＭＨＳ 4 4 0 1 mine hunting system 

エリアゲート 1 6 8 3 area gate 

近接自停 1 5 7 0 attack cut-off 

ＬＣＣＰ 1 4 0 7 launcher captain control panel 

遠隔掃海 4 0 0 9 remote mine sweeping 

遠隔操縦式掃海具 4 1 3 0 remote control sweeping gear 

  

〔オ〕  

オートテンション 4 4 2 8 autotension 

応急送信盤 1 4 0 5 emergency local controller 

横舵 1 2 6 1 elevator 

ＯＤＮ 1 6 6 8 own doppler nullification 

横偏量 1 9 6 2 advance 

オフ時間 4 1 7 0 off-time 

音圧ゲート 1 6 6 9 amplitude gate 

音響エスカレータ波 4 1 7 4 acoustic escalator wave 

音響環境条件 4 0 3 0  

音響機雷 2 0 0 9 acoustic mine 

音響切離装置 2 3 0 9  

音響コマンド 2 3 0 7  

音響コマンド信号 4 4 2 3 acoustic command signal 

音響ゴム 1 0 3 6 acoustic rubber 

音響出力形状 4 1 7 2 wave form 

音響受波装置 2 2 2 0 hydrophone 

音響振幅 4 1 7 3 amplitude for  acoustic 

音響信管 1 1 0 9 acoustic influence fuze 
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用     語 番 号 対   応   英   語  （参 考） 

音響正弦波 4 1 7 5 acoustic sine wave 

音響掃海 4 0 2 2 acoustic influence sweeping 

音響掃海具 4 1 6 2 acoustic influence sweeping gear 

音響掃海具用管制装置 4 1 7 6  

音響追跡レンジ 1 3 6 9 acoustic tracking range 

音響掃海電線 4 1 6 7 acoustic influence sweeping cable 

音響発火感度 2 1 1 8 fire sensitivity of acoustic mine 

音響発火装置 2 2 3 0 acoustic firing mechanism 

音響プロファイル 4 0 3 9 acoustic profile 

オン時間 4 1 6 9 on-time 

  

〔カ〕  

開角 1 9 5 3 spread angle 

外殻 1 0 4 4 hull 

 2 2 0 1 mine case 

海水電池 1 3 0 0 sea water battery 

ガイドロープ 4 4 0 5 equipped guide rope 

外皮 1 0 4 5 shell 

外方傾斜 1 6 2 9 outer heel 

カウテール 2 2 5 2 cow tail 

カウンタウエイト 4 4 0 6 counterweight 

確率起爆 2 1 2 1 probability exploder 

過深 2 5 4 7  

ガス吸収装置 4 4 0 7 catalist assy 

ガス発生器 1 3 5 7 gas generator 

過浅 2 5 4 8  

過浅自停 1 5 6 8 ceiling cut-off 

過早止転防止機構 2 2 5 1 hold-off gear 

滑走起点 2 5 2 7  

滑走終点 2 5 2 9  

滑走状態 2 5 2 8  

可倒式爪 2 5 1 0  

可動ひれ 1 2 6 2 movable fin 

カバレージ 1 9 5 8 coverage 
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用     語 番 号 対   応   英   語  （参 考） 

下方制限深度 1 5 5 3 floor 

下方探索深度 1 5 5 0 floor search depth 

空打ち 1 9 4 0 exercising 

艦位保持灯 4 1 6 1  

眼環 2 2 0 6 bomb shackle 

管口雷速 1 5 1 1 muzzle velocity 

管制器 1 3 0 3 control unit 

管制機雷 2 0 1 4 controlled mine 

慣性信管 1 1 0 2 inertia fuze 

慣性スイッチ 1 1 0 3 inertia switch 

管制盤 1 3 0 3 control unit 

管制電池 1 2 9 9 control battery 

艦船シグネチア 2 1 1 6 ship’s signature 

缶体外殻 3 2 0 0 bomb body case 

艦底起爆方式 1 5 6 1 firing under surfacevessel bottom 

感度調定 2 4 1 0 sensitivity adjustment 

感度プラグ 2 2 2 9 sensitivity plug 

感応起爆 1 1 0 7 influence firing 

感応距離 1 5 6 2 influence firing range 

感応機雷 2 0 0 5 influence mine 

感応掃海 4 0 1 3 influence sweep 

感応掃海具 4 1 2 7 influence sweeping gear 

  

〔キ〕  

偽エコー 1 6 8 1 false echo 

危害距離 2 1 0 8 damage range 

 3 1 0 0 damage range 

危害度 2 1 0 6 damage capability, degree of damage 

危害半径 2 1 0 7 damage radius 

危険海域 4 0 4 9 danger area 

危険物浮揚装置 4 5 0 0  

擬似信管 3 2 0 7 dummy fuze 

気室 1 0 3 8 air chamber  

基準艇 4 0 3 6  
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擬製機雷 2 0 2 6 dummy fuze 

擬製信管 3 2 0 7 dummy fuze 

擬製爆雷 3 0 0 2 dummy drill depth charge 

既掃面 4 0 4 6 swept water 

機側発射 1 9 4 3 Local controlled launch 

起爆器 1 1 1 0 exploder mechanism inert assembly 

起爆装置 1 1 0 0 exploder, exploder mechanism 

 2 2 2 6  

起爆装置室 1 0 3 2 exploder cavity 

基本水準面 2 5 5 1 standard sea level 

気密試験 1 3 6 8 airtight test 

キムラブローチ 1 6 2 5 Kimura broach 

キャニスタ 1 4 6 1 canister 

休止時間 2 1 2 6 final dead period 

吸湿包 2 2 4 3 air dryer 

休止秒時 4 1 4 8 off-time 

共振 4 1 6 8 resonance 

きょう発射 1 9 3 7 cage launch 

吸湿包 2 2 4 3 air dryer 

休止秒時 4 1 4 8 off-time 

共振 4 1 6 8 resonance 

きょう発射 1 9 3 7 cage launch 

極性表示灯 4 1 5 9 polarity signal light 

虚探知 1 7 0 1 false contact 

魚雷 1 0 0 0 torpedo 

魚雷エアスタビライザ 1 4 3 0 torpedo air stabilizer 

魚雷管制パネル 1 4 0 6 torpedo control panel 

魚雷縦距 1 9 6 2 advance 

魚雷調定管制装置 1 4 0 4 electric setting controller 

魚雷調定用ケーブル 1 4 5 6 torpedo control cable assembly， 

  torpedo preset cable 

魚雷投射ロケット 1 4 3 6 torpedo throwing rocket 

魚雷発射指揮装置 1 4 0 0 torpedo direction controller 

魚雷標的 1 3 5 9 torpedo target 
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用     語 番 号 対   応   英   語  （参 考） 

魚雷用レスポンダ 1 3 6 1 torpedo responder 

距離自停 1 5 6 6 range cut-off 

機雷処分装置 4 4 0 2 mine neutralization system 

機雷処分装置用管制装置 4 4 1 2 mine neutralization vehicle console 

機雷処分装置用クレーン 4 4 1 3  

機雷処分装置用巻揚機 4 4 1 2  

機雷掃海 4 0 0 0 mine sweeping 

機雷識別 4 4 3 1 mine identification 

機雷掃討 4 4 0 0 mine hunting 

機雷類別 4 4 3 0 mine classification 

機雷掃討装置 4 4 0 1 mine hunting system 

機雷排除 4 6 0 0 mine clearance 

機雷排除計画 4 0 0 1  

機雷捜索 4 4 2 9 mine serching 

機雷 2 0 0 0 mine 

機雷安全距離 2 1 3 0 recommended minimum spacing 

機雷缶クレート 2 2 7 0 mine crate 

機雷缶深度 2 5 4 6 mine case depth 

機雷缶体 2 2 0 1 mine case 

機雷初期浮量 2 1 0 4 buoyancy of assembled mine 

機雷昇降機 2 5 0 6  

機雷装備質量 2 1 0 2 mass of assembly 

機雷投下モード 2 5 1 6  

機雷の高さ 2 1 0 1 maximum height of mine 

機雷の長さ 2 1 0 0 maximum length of mine 

機雷敷設装置 2 5 0 5  

機雷敷設用架台 2 5 0 4  

機雷本体 2 2 0 0 mine case assembly 

機雷本体浮量 2 1 0 3 buoyancy of assembled mine case 

記録器 1 3 5 6 data recorder 

記録装置 2 3 0 5  

緊急投下 2 5 2 0  

緊急投棄 2 5 2 6  

近接起爆距離 1 1 0 6 proximity range 
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用     語 番 号 対   応   英   語  （参 考） 

近接自停 1 5 7 0 attack cut-off 

近接信管 1 1 0 5 proximity fuze 

 3 2 0 5 proximity fuze 

  

〔ク〕  

空気発射 1 9 3 1 pneumatic launch 

空中雷道 1 5 2 3 air trajectory 

 2 5 4 3 trajectory 

駆水 1 9 6 5 dummy weight liquid disocharge 

駆水運動秒時 1 9 6 7 drain start timing from engine stop 

駆水秒時 1 9 6 6 drain duration 

クリック 1 7 2 3 click jamming 

クローズイン 1 6 7 4 close in 

訓練機雷 2 0 2 5 exercise mine, drill mine 

訓練自停 1 5 7 2 exercise cut-off 

訓練装置 2 3 0 0 training device, drill kit, drill device

訓練用魚雷 1 0 0 3 exercise torpedo 

訓練用電池 1 1 6 2 exercise battery 

訓練用頭部 1 0 3 3 exercise head 

  

〔ケ〕  

係維アーム 2 2 1 0 mooring arm 

係維器 2 2 4 6 anchor assembly 

係維器把駐力 2 1 0 5 anchor pull 

係維機雷 2 0 1 6 moored mine 

係維索 2 2 4 8 mooring cable 

係維索カッタ作動 4 4 3 7  

係維索磁極検出器 2 2 5 9 magnetic pole detector 

係維索絡車 2 2 4 9 cable drum 

係維索絡車止転機構 2 2 5 0 pawling mechanism 

係維索絡車止転張力 2 4 0 8  

係維索絡車制動力 2 1 1 4 blocking force of cable drum 

係維状態 2 5 4 5 mooring 

係維掃海 4 0 1 1 moored mine sweeping 
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係維掃海具 4 1 0 1 moored sweep gear 

計画整備 2 4 0 2  

傾感度 1 6 3 3 pendulum stiffness, pitch sensitivity 

Ｋケーブル 4 1 3 6 K-cable 

係止解除時間 4 4 2 6  

計出距離 1 9 6 1 generated range 

ケージング 1 6 0 6 caging 

傾走角 1 6 0 1 vertical frajectory angle 

傾走角 1 6 0 1 vertical frajectory angle 

携帯用磁気探知機 4 5 0 6  

携帯用機雷探知機 4 5 0 5  

撃角 1 9 5 6 impact angle 

撃発信管 1 1 2 0 percussion primer 

結止調深敷設 2 5 2 1  

けん(巻）引力 1 5 0 9 pull around 

検証 1 7 0 8 verification 

げん側えい航法 4 0 3 3 

  

〔コ〕  

高音秒時 4 1 6 9 on-time 

航過計数 2 1 2 4  

航過計数器 2 2 4 1 ship counter, actuation counter, 

ship eliminator 

降下状態 2 5 4 2  

降下装置 2 2 6 7 flight gear 

航走距離 1 5 1 4 torpedo run, running range 

航走後浮量 1 5 0 5 buoyancy after run, end blind buoyancy 

航走深度 1 5 5 5 running depth,operating depth 

航走ステータス 1 6 4 9 Status 

航走体 4 4 0 4 mine neutralization vehicle 

航走体排水量 4 4 1 8  

航走パターン 1 5 2 9 run pattern 

航走プログラマ 1 3 5 0 exercise programmer 

後退完了圧力 2 4 0 5  
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後扉（こうひ） 1 4 4 9 breech door 

コース感度 1 6 3 5 course sensitivity 

コースジャイロ 1 2 5 1 course gyroscope 

コースレートジャイロ 1 2 5 6 course rate gyroscope 

小型係維掃海具 4 1 0 4  

固定機構 1 4 4 6 stop bolt 

  

〔サ〕  

サーチコイル 2 2 1 2 search coil 

最終沈降速度 3 1 0 4 terminal sinking velocity 

最小運用深度 1 5 5 6 minimum operational depth 

最小敷設間隔 2 1 3 1 minimum spacing 

最大航走距離 1 5 1 6 max range 

最大航走深度 1 5 4 7 maximum operational depth 

最大操舵量 1 6 1 2 maximum steering angle 

最大探知距離 1 5 2 0 maximum range of detection 

最大調定斜進角 1 6 0 3 maximum heading angle 

再探索 1 6 9 6 re-search 

再探知 1 7 0 2 re-contact 

再捕捉予測点 1 7 1 0 predicted acquisition position 

さく薬 1 1 2 5 high explosive，bursting charge 

サスペンションバンド 1 4 3 4 suspension band 

サルボ 1 9 3 5 salvo 

三軸合成型マグネトメータ 2 2 1 5 total field magnetometer 

  

〔シ〕  

ＣＬケーブル 4 1 3 8 CL-cable 

ＣＬ掃海 4 0 1 7 closed loop sweeps 

ＣＣＯ 1 5 6 8 ceiling cut-off 

シーリング 1 5 5 2 ceiling 

Ｃレンジ 1 7 1 4 C range 

Ｊ型掃海 4 0 1 6 jig type sweeping 

時間自停 1 5 6 7 timer cut-off 

磁気エスカレータ波 4 1 5 4 magnetic escalator wave 
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磁気音響複合掃海 4 0 2 4 combination magnetic and acoustic 

  influence 

磁気環境条件 4 0 2 9  

磁気機雷 2 0 0 6 magnetic mine 

磁気信管 1 1 0 8 magnetic influence fuze 

磁気振幅 4 1 5 3 amplitude for magnetic 

磁気正弦波 4 1 5 5 magnetic sine wave 

磁気掃海 4 0 1 4 magnetic sweeping 

磁気掃海具 4 1 2 8 magnetic influence sweeping gear 

磁気掃海電源装置 4 1 5 7 mine sweeping generator 

磁気発火感度 2 1 1 7 fire sensitivity of magnetic mine 

磁気発火装置 2 2 2 7 magnetic firing mechanism 

磁気プロファイル 4 0 3 8 magnetic profile 

軸出力 1 5 7 6 shaft out-put 

軸端出力 1 5 7 6 shaft out-put 

時限切離装置 2 3 0 8  

時限時間 2 1 1 2 delay arming period 

時限装置 2 2 3 4 arming delay, 

clock delay mechanism 

自己雑音 1 6 6 5 self noize 

自己診断 1 6 4 3 self test 

システム試験 1 3 6 5 system test 

磁性薄膜型磁気センサ 2 2 1 4 magnetic thin film sensor 

自走機雷 2 0 2 3 mobile mine, 

propelled mine 

自走式デコイ 1 7 2 7 mobile decoy  

自走発射 1 9 3 3 swim out 

自走標的 1 3 6 0 self propelled target 

磁場標示灯 4 1 6 0  

歯板型切断器 4 1 0 6 mechanical cutter 

自沈装置 1 3 5 8 scuttling device 

自沈弁 2 2 3 6 shear tube sinking valve 

実装爆雷 3 0 0 1 depth charge 

実装魚雷 1 0 0 2 warshot torpedo 
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用     語 番 号 対   応   英   語  （参 考） 

失探 1 7 0 0 lost contact,lost target 

実用機雷 2 0 2 4 service mine 

実用電池 1 1 6 1 warshot battery 

実用頭部 1 0 3 1 warhead 

実用爆雷 3 0 0 1 depth charge 

質量 1 5 0 2 weight 

自停 1 5 6 5 cut-off 

自動接続装置 3 3 0 5 automatic contact device 

自動調深機構 2 2 5 3 depth control unit 

自動調深敷設 2 5 2 2  

止転操舵 1 6 1 5 roll stabilizing 

自爆 2 5 5 7  

シフタ 2 5 0 8  

自滅スイッチ 1 1 1 5 sterilization switch 

自滅時間 2 1 1 3  

自滅状態 2 5 5 6 sterilization 

自滅装置 2 2 3 9 sterilizer 

ジャイロ航走 1 5 3 1 gyro run 

射角 1 9 5 4 deflection angle 

 3 1 0 3 elevation angle 

射距離 3 1 0 2 range 

射撃処分 4 0 4 8  

シャトル 2 5 0 7  

射出 1 9 3 8 fire out 

射出筒 1 4 5 2 ejection pump 

斜進角 1 6 0 2 gyro angle 

斜進雷道 1 5 2 6 

 

trajectory from launch direction to 

  heading 

射点沈没 1 9 6 3 sinking at splash point 

射点浮上 1 9 6 4 rising at splash point 

射入 1 5 8 2 water entry 

射入角 1 5 8 3 initial dive angle,initial climb angle 

 2 5 3 7  

ジャマー 1 7 1 8 jammer 
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用     語 番 号 対   応   英   語  （参 考） 

ジャンパーケーブル 4 1 3 9 jumper cable 

縦横舵干渉作用 1 6 3 0 excessive rolling steering effect 

周期 2 1 2 5 period 

集合タンク 1 4 5 3 impulse tank 

集磁鉄片 2 2 1 7 coupling nut 

集磁棒 2 2 1 8 extension core 

重錘放出機構 1 3 5 1 lead drop mechanism 

縦舵 1 2 6 0 rudder 

自由浮潜角 1 5 9 6 free pitch angle 

主機関 1 1 5 0 main engine 

主継電器 2 2 1 9 sensitivity relay, sensitrol relay 

受信器 1 2 9 8 receiver 

主電池 1 1 6 0 main battery 

主電動機 1 1 5 8 main motor 

受波感度 1 6 5 3 free-field voltage sensitivity 

受波器 1 2 9 3 hydrophone 

寿命 2 1 3 4 life 

シュラウド 1 1 6 6 shroud 

シュラウドリング 2 2 0 7 shroud ring 

殉爆 2 5 5 9 sympathetic detonation 

殉爆距離 2 1 3 3 sympathetic detonation range 

上昇角 1 5 9 2 climb angle 

上昇機雷 2 0 2 0 rising mine 

衝撃感度 1 1 0 4 impact sensitivity 

上昇追尾機雷 2 0 2 2  

上方深度回復角 1 5 9 8 ceiling recovery angle 

上方制限深度 1 5 5 2 ceiling 

上方探索深度 1 5 4 9 search ceiling 

ショートスコープブイ 4 6 0 2 short scope buoy 

初期上昇角 1 5 9 3 initial climb angle 

初期潜入角 1 5 8 7 initial dive angle 

初期雷道 1 5 2 5 initial trajectory 

初期探索深度 1 5 4 8 Search depth, initial search depth 

触発機雷 2 0 0 2 contact mine 
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初走距離 1 5 1 7 reach 

初探知 1 6 9 9 initial contact 

初探知距離 1 5 1 9 initial contact range 

触角機雷 2 0 0 3 horn mine 

ショックファクタ 2 1 0 9 shock factor 

処分用訓練爆雷 4 4 1 6  

処分用係維索切断器 4 4 1 7  

処分用爆雷 3 0 0 3  

 4 4 1 5  

処分用爆雷発火 4 4 3 4  

初度角 1 6 1 1 initial steering angle 

磁力計型磁気機雷 2 0 0 8  

磁力計型発火装置 2 2 2 8  

シリンダバレル 1 1 5 2 cylinder barrel 

自冷航走 1 5 7 5 cooling run 

磁わい（歪）現象 1 6 5 9 magnetostrictive phenomenon 

深感度 1 6 3 4 depth sensitivity 

真空試験 1 3 6 7 vacuum test 

進出角 1 9 5 5 lead angle 

深深度係維掃海具 4 1 0 3  

深深度初期潜入角 1 5 8 9 deep initial dive angle 

深深度探索上昇角 1 5 9 5 lower search climb angle 

深深度探索潜入角 1 5 9 1 lower search dive angle 

伸張完了圧力 2 4 0 4  

伸張器 2 2 3 3 extender 

 3 2 0 9 booster extender 

深度圧導入口 1 0 4 8 sea water inlet port 

震動機雷 2 0 1 3 seismic mine 

振動子 1 2 9 4 transducer element 

震動センサ 2 2 2 3 seismic sensor 

振動板 4 1 6 6  

深度エネイブル 1 6 4 8 depth enable 

深度検出器 1 2 5 3 depth sensor 
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深度索 2 2 5 5 plummet cord 

 4 1 1 1 float pendent 

深度索絡車 2 2 5 7 Plummet spool 

深度索絡車止転機構 2 2 5 8  

深度索絡車制動力 2 4 0 9 blocking force of plummet spool 

深度自停 1 5 6 9 depth cut-off 

深度錘 2 2 5 6 plummet 

深度錘分離遅延秒時 2 1 1 5 plummet release time 

  

〔ス〕  

水圧感度調節器 2 2 2 1  

水圧機雷 2 0 1 0 pressure mine 

水圧受波装置 2 2 2 2 pressure detector 

水圧弾底信管 3 3 0 6 hydrostatic tail fuze 

水圧発火感度 2 1 1 9 fire sensitivity of pressure mine 

水圧発火装置 2 2 3 1 pressure firing mechanism 

水圧発射 1 9 3 2 hydraulic launch 

水圧分離器 2 2 4 5 hydrostatic release mechanism 

水上発射管 1 4 4 4 over the side torpedo (OTST) 

推進器 1 1 6 3 propeller 

推進器バッフル 1 4 3 3 propeller baffle 

水中攻撃指揮装置 3 3 0 7 sonar fire control system 

水中航走式機雷掃討具 4 4 0 3 mine neutralization system using 

  a underwater vehicle with sonar and 

  disposal charge 

水中線機雷 2 0 0 4 antenna mine 

水中発射管 1 4 4 7 underwater torpedo tube, submerged torpedo

tube 

水中フロート 4 1 1 6 submerged float 

水中雷管 2 3 0 3  

水中雷道 1 5 2 4 underwater trajectory 

垂直操舵 1 6 1 4 pitch steering 

垂直面雷道 1 5 2 8 vertical trajectory 

水平操舵 1 6 1 3 azimuth steering 
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水平探索 1 6 9 1 flat search 

水平探索ドリフト 1 6 2 1 flat search drift 

水平面雷道 1 5 2 7 azimuth trajectory 

水密帯 1 4 5 1 water proof band 

水面航走 1 5 4 5 surface run 

スクープ 1 0 3 9 scoop 

スクイブ 1 1 2 2 squib 

ステアウェイ 1 7 0 6 steer away 

ステアリングゲート 1 6 7 8 steering gate 

ステップ負圧 2 4 1 9  

ストレータム 1 5 5 4 stratum 

スネーク航走 1 5 3 5 snake run 

スパイラル航走 1 5 3 7 spiral run 

スポイラ 2 2 0 4 spoiler 

スポット 1 7 2 2 spot jamming 

スラストニュートラライザ 1 4 4 3 thrust neutralizer 

スラストラグ溝 1 0 4 3 thrust lug groove 

  

〔セ〕  

成形さく薬 1 1 2 6 shaped charge,cavity charge, 

hollow charge,lined charge 

制止回転数 1 6 1 0 brake r.p.m 

制止秒時 1 6 0 9 brake seconds 

清掃率 4 0 4 0 clearance rate 

整備 2 4 0 0 maintenance 

整備信号盤 1 4 0 3 sequence indicator 

整流覆 2 2 0 5 fairing 

セクタ深度調定機構 2 2 5 4  

接合環 1 0 4 7 clamping ring,joint ring 

セットノイズ 1 6 6 6 set noize 

切断器 4 1 0 5 cutter 

旋回航走 1 5 3 6 circular run 

旋回探索 1 6 9 2 circle search 

前駆戦 4 0 0 3 precursor operation 
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浅深度初期潜入角 1 5 8 8 shallow initial dive angle 

浅深度掃海 4 0 1 0 flat shallow sweep 

浅深度探索上昇角 1 5 9 4 shallow search climb angle 

浅深度探索潜入角 1 5 9 0 shallow search dive angle 

潜水艦用射出型ジャマー 1 7 2 5 noize Augmentation Emitter 

せん断栓継手 4 1 1 4 shearing coupling 

先端部 1 0 3 5 nose section 

全長 1 5 0 1 length overall 

潜入角 1 5 8 6 dive angle 

前扉(ぜんぴ) 1 4 4 8 muzzle door 

  

〔ソ〕  

掃海確率 4 0 4 1 statistical sweeping 

掃海具 4 1 0 0 mine sweeping gear 

掃海具信号処理装置 4 1 5 8  

掃海効率 4 0 4 3  

掃海索 4 1 1 0 sweeping wire 

掃海索長 4 1 2 2 sweep wire length 

掃海深度 4 0 2 6 sweep depth 

掃海確率 4 0 4 1 statistical sweeping 

掃海索長 4 1 2 2 sweep wire length 

掃海索沈下量 4 1 2 1 sag of sweep wire 

掃海深度測定用えい航体 4 1 2 5  

掃海諸元 4 0 0 2  

掃海深度 4 0 2 6 sweep depth 

掃海速力 4 0 2 5 sweeping speed 

掃海電線巻揚機 4 2 0 1  

掃海標識 4 2 0 2  

掃海艇用コンソール 4 6 0 4 mine countermeasure common console 

掃海艇用戦術情報処理装置 4 6 0 3 mine countermeasure data processing system

掃海密度 4 0 4 2 sweeping intensity 

掃海面 4 0 4 5 mine sweeping area 

掃海用電極 4 1 3 6  

掃海標灯 4 2 0 4  
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総合作動幅 4 0 2 8 aggregate actuation width 

送受信器 1 2 9 5 transmitter and receiver assembly 

送受波器アレイ 1 2 9 7 transducer array 

送受波器 1 2 9 1 underwater acoustic transducer, 

sonar transducer 

 2 2 6 6 transducer 

送信間隔 1 6 6 4 ping interval 

送信器 1 2 9 6 transmitter 

増深量 2 1 2 9 dip 

操舵感度 1 6 3 2 sensitivity of steering 

掃討用クレーン 4 4 1 4  

送波感度 1 6 5 5 sensitivity to voltage 

送波器 1 2 9 2 underwater sound projector 

送波電圧感度 1 6 5 5 sensitivity to voltage 

送波電力感度 1 6 5 6 sensitivity of transmitter power, 

sensitivity to electric power 

そで索 4 1 1 3 depressor span pendent 

  

〔タ〕  

第１時限 2 1 2 0  

 4 4 2 0  

待機状態 2 5 5 4 alert state 

第５車輪 2 2 4 7 fifth wheel 

第３時限 4 4 2 2  

対潜弾 3 0 0 4  

対潜弾投射機 3 3 0 1 projector 

対潜爆弾 3 0 0 9 depth bomb 

対潜ロケット弾 3 0 0 5  

対潜ロケット演習弾 3 0 0 6 practice round of AS rocket 

対潜ロケット教練弾 3 0 0 8 loading-drill round of AS rocket 

対潜ロケット訓練弾 3 0 0 8 loading-drill round of AS rocket 

対潜ロケット砂てん弾 3 0 0 7 plaster-loaded AS rocket 

対潜ロケットランチャ 3 3 0 3 AS rocket launcher 
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第２時限 2 4 0 7  

 4 4 2 1  

耐続性 2 1 1 0  

ターゲットストレングス 1 6 5 7 target strength 

蛇行角 1 5 9 9 snake angle 

蛇行航走 1 5 3 5 snake run 

蛇行探索 1 6 9 0 snake search 

立上り時間 4 1 7 1  

立上り秒時 4 1 7 1  

ＤＡＣ 1 4 5 9 digital autopilot controller 

ダブルパルス 1 6 7 5 double pulse 

ダミー魚雷 1 0 0 4 dummy torpedo 

ダミー発射 1 9 3 6 dummy launch 

ターミナル誘導 1 7 0 9 terminal attack 

ターンアウェイ 1 7 0 7 turn away 

単軌道投下 2 5 1 8  

短魚雷 1 0 0 8 light weight torpedo 

短係止機雷 2 0 1 9 short tethered mine 

探索 1 6 8 8 search 

探索深度 1 5 4 8 search depth,intial search depth 

探索傾度切換え深度 1 5 5 1 the depth switching the pitch angle 

探索航走 1 5 3 9 search run 

探索航走傾度 1 6 1 9 search angle 

探索モード 1 6 9 7 search mode 

探知 1 6 9 8 contact detection 

探知装置 2 2 6 5  

単艇（艦）掃海 4 0 0 5 single ship sweeping 

弾体外殻 3 2 0 0 bomb body case 

弾道 3 1 0 1 trajectory 

弾頭部 3 2 0 3 bursting head 

単発投下 2 5 1 9  

短絡接栓 1 0 5 1 short plug 
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〔チ〕  

遅動時間 2 1 1 2 delay arming period 

遅動分離装置 2 2 6 1  

着水 1 5 8 4 water entry 

着水角 1 5 8 5 angle of entry 

 2 5 3 6 water entry angle 

着水状態 2 5 3 3 water entry condition 

着水速度 2 5 3 5 water entry speed 

着水点 2 5 3 2  

着底分離 2 5 2 5 bottom separation 

着発信管 1 1 0 1 impact fuze,purcussion fuze 

調圧 1 5 8 1 regulation 

長魚雷 1 0 0 7 heavy weight torpedo 

跳出 1 6 2 0 broach  

調定 1 6 4 1 preset 

調定斜進角 1 6 0 4 heading relative to launch direction 

調定諸元 1 9 4 9 preset contents,fire control setting 

 2 1 1 1  

調定深度 1 5 5 9 set depth 

調定接栓 1 0 4 9 fire control receptacle 

調和圧力 1 5 8 0 regulated pressure 

直撃自停 1 5 7 1 hit cut-off 

直径 1 5 0 0 diameter 

直進距離 1 5 1 5 straight run range 

直進航走 1 5 3 0 straight run 

直進探索 1 6 8 9 straight search 

沈降器 4 1 0 9 depressor kite 

沈降器えい索 4 1 1 2 depressor wire 

沈降器えい索長 4 1 2 3  

沈降状態 2 5 4 0 sinking 

沈底機雷 2 0 1 8 bottom mine,ground mine 

  

〔ツ〕  

対艇距離 4 0 3 7 lateral separation 
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対艇掃海 4 0 0 6 two-ship sweeping 

追尾 1 7 0 5 tracking,pursuit 

通電式磁気掃海具 4 1 2 9  

通電波形 4 1 5 1 wave form 

通電秒時 4 1 4 7 on-time 

通電方向 4 1 4 6  

  

〔テ〕  

出会いホーミング航走 1 5 4 3 target prediction homing run 

ＴＥＭ掃海 4 0 1 8 target emulation mode 

低音秒時 4 1 7 0 off-time 

ＴＣＭ 1 9 7 1 torpedo countermeasure 

ＴＣＯ 1 5 6 7 timer cut-off 

ＴＣＣＭ 1 7 1 7 torpedo counter countermeasure 

ディジタル調定 1 6 4 2 digital preset 

ディジタル調定プロトコル 1 6 4 5 digital preset protocol 

ＴＤＣ 1 4 0 0 torpedo direction controller 

定置掃海 4 0 0 8 static sweeping 

定電流通電 4 1 5 0 steady output 

艇尾えい航法 4 0 3 1 astern method 

ＴＶＣ 1 4 6 0 thrust vector control 

ＴＶＧ 1 6 6 7 time varied gain 

抵抗プラグ 2 2 4 0 resister plug 

定深航走 1 5 3 3 constant depth run 

定深探索 1 6 9 5 level search 

的角 1 9 5 2 target angle 

的針 1 9 6 9 target course 

的速 1 9 6 8 target velocity 

デッキ試験 1 3 6 6 deck test 

Ｄレンジ 1 7 1 5 D range 

デコイ 1 7 1 9 decoy 

テストモード 1 6 4 4 test mode 

展開角 4 0 3 5 float angle 

展開器 4 1 0 8 otter 
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電界機雷 2 0 1 2 electric field mine 

電界センサ 2 2 2 4 electric field sensor 

展開装置切離装置 4 1 2 6  

展開幅 4 0 3 4 spread 

点火薬 1 1 2 4 igniter 

電極磁場 4 1 4 5 electrode fields 

電気雷管 1 1 1 9 electric primer 

 2 2 4 4 electric detonator 

電線磁場 4 1 4 2 cable magnetic field 

電池魚雷 1 0 0 6 electric torpedo 

転動 1 6 3 1 excessive rolling 

伝爆機構 1 1 1 8 explosive train 

伝爆薬筒 1 1 2 1 booster 

電わい（歪）現象 1 6 6 0 electrostrictive phenomenon 

  

〔ト〕  

トーケーブル 4 1 4 1 tow cable,tow and electric cable 

投下 2 5 3 1  

投下（発射）最小深度 1 5 5 7 minimum depth for launnching 

投下傘 2 2 6 8 parachute 

投下傘分離器 2 2 6 9 parachute release mechanism 

投下秒時 2 5 0 3  

同期掃海 4 0 2 0 syncronization sweeping 

統計的評価 4 0 4 4  

搭載間隔 2 5 1 5  

透磁棒 2 5 1 6 core 

導子 1 0 4 6 guide stud 

導子溝 1 4 5 0 guide slot 

同調 4 1 6 8 resonance 

頭部 1 0 3 0 torpedo head 

胴部 1 0 3 7 mid section 

導流環 1 0 4 2 shroud ring 

独立機雷 2 0 0 1 independent mine 

途中分離 2 5 2 4 sub-surface separation 
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ドップラーゲート 1 6 7 0 doppler gate 

トリップ 1 6 7 3 trip 

トリプレン 4 2 0 4 triplen 

トリム 1 5 0 7 trim 

  

〔ナ〕  

内機 2 2 1 1  

内方傾斜 1 6 2 8 inner heel 

   

〔ニ〕   

二重反転機関 1 1 5 1 counter rotating engine 

二重反転推進器 1 1 6 4 counter rotating propeller 

二重反転電動機 1 1 5 9 counter rotating electric motor 

日施掃海 4 0 0 4 daily sweeping 

  

〔ネ〕  

熱気管 1 1 5 7 hot gas pipe 

熱機関魚雷 1 0 0 5 heat engine torpedo 

熱走 1 5 7 4 hot run 

熱電池 1 3 0 1 thermal battery 

燃焼室 1 1 5 6 combustion chamber 

  

〔ノ〕  

ノーズキャップ 1 4 3 7 nose cap 

 2 2 0 5 nose cap 

  

〔ハ〕  

把握かぎ 2 2 0 9 securing hook 

背景磁界 2 4 1 6 background field 

排泥装置 2 2 6 0 mud agitator 

ハードスタート 1 5 7 8 hard start 

排水量 1 5 0 3 displacement 

爆破型切断器 4 1 0 7 explosive cutter 

爆発ボルト 2 2 6 3 explosive bolt 
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用     語 番 号 対   応   英   語  （参 考） 

爆燃 1 5 7 9 explosive combustion 

爆雷 3 0 0 0 depth charge 

爆雷投下機 3 3 0 2 depth charge release track 

爆雷投射機 3 3 0 0 depth charge projector 

発音体 4 1 6 5  

発煙信管 3 2 0 8 smoke generating fuze 

発火信号 2 4 1 1 fire signal 

発火装置 2 2 2 5 firing mechanism 

発火待機時間 4 4 2 5  

発火待機状態 2 5 5 5  

発火母線 4 5 0 2  

発射 1 9 3 0 fire,launch 

発射架台 2 2 6 4  

発射管開度 1 9 4 8 tube installation angle,tube spread angle

発射管深度 1 9 4 6 torpedo tube depth 

発射管据付け角 1 9 4 8 tube installation angle,tube spread angle

発射管占位差 1 9 4 7 horizontal distance from observation 

  origin to torpedo tube exit 

発射管モード発射 1 9 4 2 TUBE launch 

発射きょう 1 4 5 5 launch cage 

発射種別 1 9 4 4 launching mode 

発射信号盤 1 4 0 2 firing indicator 

発射調定 1 9 5 0 preset 

発射筒 3 3 0 4 starting tube 

発射用接栓 1 0 5 0 arming plug 

発停 1 5 6 3 start and cut-off 

発停装置 1 1 5 3 start/stop mechanism 

発動 1 5 6 4 start 

発動管制 1 3 0 4 fire control 

発動装置 2 3 0 1 starter 

ＨＡＴＳ 1 9 4 5 helicopter attack torpedo system 

パッシブモード 1 6 5 2 passive mode 

パネル試験 1 3 6 4 panels test 

バラージ 1 7 2 1 barrage jamming 
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用     語 番 号 対   応   英   語  （参 考） 

パラパックナット 1 4 3 2 parapack nut 

パルサー 1 7 2 0 pulser 

パルス通電 4 1 4 9 pulsed output 

反跳 1 6 2 4 surface bounce 

ＶＡＮＤシステム 1 3 6 3 

 

VAND system， 

vacuum and nitrogen distribution 

  

〔ヒ〕  

ＰＱケーブル 4 1 3 3 PQ-cable 

ＰＨＳＴ 1 4 6 2 packing handling shipping transportation

ＰＦＭ 1 6 6 1 pulsed frequency modulated wave 

ＰＣＷ 1 6 6 3 pulsed continuous wave 

ビームシフト 1 6 5 4 beam shift 

Ｂレンジ 1 7 1 3 B range 

ヒール 1 5 0 8 heel 

ヒール感度 1 6 3 6 heel sensitivity 

ヒール修正 1 6 2 7 heel correction 

ピッチ感度 1 6 3 3 pendulum stiffness,pitch sensitivity 

ピッチペンジュラム 1 2 5 8 pitch pendulum 

ピッチレート 1 6 1 6 pitch rate 

ピッチレート感度 1 6 3 8 sensitivity of pitch rate 

ピッチレートジャイロ 1 2 5 5 pitch rate gyroscope 

比動力 1 5 7 7 specific power 

尾部 1 0 4 0 afterbody 

 3 2 0 2 tail 

標示弾 2 3 0 4 marking fire 

ひれ 1 0 4 1 fin 

ピンガ 1 3 5 3 pinger 

ヒンジトラック 2 5 1 2 hinge track 

   

〔フ〕  

ＶＬＡ 1 0 1 1 vertical launch  ASROC 

ＶＬＳ 1 4 5 8 vertical launching system 

フィンスイッチ 1 1 1 1 fin velocity switch 
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用     語 番 号 対   応   英   語  （参 考） 

不感時間 2 1 2 2 interlock dead period 

 4 4 2 4  

複合機雷 2 0 1 1 combination mine 

複合掃海 4 0 2 3 combination influence sweeping 

浮出 2 5 4 9  

浮上位置表示器 1 3 5 2 EOR locator 

浮上掃海電線 4 1 3 2 buoyant sweep cable 

浮上装置 1 3 5 4 refloat device 

浮上分離 2 5 2 3 surface separation 

敷設 2 5 0 0 planting,launching,laying 

敷設安全距離 2 1 3 0 recommended minimum spacing 

敷設安全時間 2 5 5 3  

敷設安全状態 2 5 5 2  

敷設間隔 2 5 4 4 spacing 

敷設管制盤 2 5 1 3  

敷設軌道 2 5 1 1 track 

敷設後整備 2 4 0 1  

敷設諸元 2 5 0 1  

敷設深度 2 1 2 8 mooring depth, case depth 

敷設水深 2 1 2 7 planting depth 

敷設前整備 2 4 0 3  

敷設操作盤 2 5 1 4  

敷設速力 2 5 0 2 planting speed,launching speed, 

laying speed 

浮潜探索 1 6 9 4 depth search 

浮潜探索角 1 5 9 7 search angle 

普通係維掃海具 4 1 0 2  

普通掃海具巻揚機 4 2 0 0  

不発火感度 2 4 1 2 non-fire sensitivity 

浮標射出器 2 3 0 2  

浮へん状態 2 5 3 8  

浮へん秒時 2 5 3 9  

浮遊機雷 2 0 1 5 drifting mine 

浮遊式投射型ジャマー 1 7 2 4 floating acoustic jammer 
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用     語 番 号 対   応   英   語  （参 考） 

フラックスゲート型磁気センサ 2 2 1 3 fluxgate magnetometer 

ブランキング 1 6 7 6 blanking 

プリエネイブル 1 6 4 7 pre-enable 

プリセッタ 1 3 6 2 presetter 

プリファードエコー 1 6 8 2 preferred echo 

浮流 2 5 5 0 scuttling device 

浮流安全装置 2 2 3 5 scuttling device 

浮流機雷 2 0 1 7 floating mine 

浮量 1 5 0 4 floating 

浮力調整器 4 4 0 8 buoyancy-regulator 

フロート索長 4 1 2 3  

フロートペンデント 4 1 1 1 float pendent 

プログラム航走 1 5 3 4 programed run 

プログラム投下 2 5 1 7 

分離装置 2 2 6 2 separation equipment 

  

〔ヘ〕  

平均雷速 1 5 1 3 average speed 

平衡えい航具 4 1 4 0 equalizing bridle 

閉鎖時間 2 1 2 3 intership dead period 

併走 4 4 1 9 cooperative run 

平定雷速 1 5 1 2 steady state speed,velocity 

ペイロード 1 0 0 9 pay load 

ヘリカル航走 1 5 3 8 helical run 

ヘリカル探索 1 6 9 3 helical search 

ベロシティスティール 1 7 2 9 velocity steal 

偏位えい航法 4 0 3 2  

偏差修正設定器 4 4 1 1 compass declination adjustment 

偏斜 1 5 4 6 sideways creep,sidewise creep 

変調掃海 4 0 2 1 pulsed influence sweeping 

  

〔ホ〕  

ホーミング魚雷 1 0 0 1 homing torpedo 

ホーミング距離 1 5 2 1 maximum homing range 
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用     語 番 号 対   応   英   語  （参 考） 

ホーミング機雷 2 0 2 1 homing mine 

ホーミング性能 1 7 1 6 acoustic homing performance 

ホーミング航走 1 5 4 1 homing run 

ホーミングモード 1 6 5 0 homing mode 

ホーミング装置 1 2 9 0 homing device 

ホーミングレンジ 1 6 7 9 homing range 

ホールドイン 1 6 7 7 hold in 

補助伝爆薬 3 2 1 0 auxiliary booster 

補助母線 4 5 0 3  

没入秒時 2 5 4 1  

捕捉 1 7 0 3 acquisition 

本体 1 0 3 4 main assembly 

ポンプジェット 1 1 6 5 pump jet 

  

〔マ〕  

マーカーフロート 4 1 1 9 marker float 

マーカールック 2 4 2 0  

マーキングブイ 4 2 0 6 marking buoy 

摩擦感度 1 6 3 7 friction sensitivity 

マスターリファレンスブイ 4 6 0 1 master reference buoy 

待受状態 2 5 5 4 alert state 

マルチビーム 1 6 6 2 multi beam 

  

〔ミ〕  

水打ち 1 9 3 9 under-water injection 

ミスディスタンス 1 9 5 9 miss distance 

未掃面 4 0 4 7 dead space 

  

〔ム〕  

ムービングコイル型音響掃海具 4 1 6 4  

ＭＳＥＢ（むせぶ） 1 4 4 1 motor separation explosive block 

  

〔メ〕  

命中公算 1 9 5 7 hit probability 



209 
Y 0041 

用     語 番 号 対   応   英   語  （参 考） 

〔モ〕  

モーションコンペンセーション 4 4 2 7 motion compensation 

モ－タ部 3 2 0 4  

モード１ 4 4 3 2 manual operation 

モード２ 4 4 3 3 automatic operation 

盲目航走 1 5 4 4 blind run 

目標音源レベル 1 6 5 8 target source level,index level 

目標運動予測 1 6 8 5 target movement prediction 

目標検出 1 6 8 6 target detection 

目標識別 1 6 8 7 classification 

目標長 1 9 7 0 target length 

門扉(もんぴ) 1 4 5 4 shutter 

  

〔ヤ〕  

薬室 2 2 0 2 chamber,cartridge chamber 

  

〔ユ〕  

有効掃海幅 4 0 2 7 sweep path 

有線誘導 1 6 8 4 wire-guidance 

有線誘導航走 1 5 4 0 wire-guided run 

誘導型磁気機雷 2 0 0 7 magnetic induction mine 

誘導電線 1 4 0 9 guidance wire harness 

 4 4 0 9  

誘爆 2 5 5 8  

誘爆安全距離 2 1 3 2  

誘爆防止装置 1 1 1 7 anti-induced explosion mechanism 

  

〔ヨ〕  

溶解片 2 2 3 7 soluble washer 

揚収時限 2 3 0 6  

ヨーレート感度 1 6 4 0 sensitivity of yaw rate 

ヨーレート旋回率 1 6 1 8 yaw rate 

抑止 2 4 1 7 block 

予測点追尾 1 7 1 1 predicted trajectory 
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用     語 番 号 対   応   英   語  （参 考） 

〔ラ〕  

雷管用ろ波器 2 2 4 2 radio inter-ference filte 

雷軸 1 5 0 6 torpedo axis 

雷種発信盤 1 4 0 1 torpedo type transmitter 

雷速 1 5 1 0 torpedo speed 

雷道 1 5 2 2 torpedo trajectory 

雷道交角 1 9 5 1 torpedo track angle 

ＲＡＳＰ 1 4 4 0 range and air frame separation programmer

ら（螺）旋探索 1 6 9 3 helical search 

落下状態 2 5 3 0  

落下雷道 2 5 3 4  

ラミナディスタンス 1 9 6 0 laminar distance 

ＬＡＭＳ 1 4 0 8 launcher and missile simulator 

  

〔リ〕  

リーチ 1 5 1 7 reach 

リードフロート 4 1 1 8 lead float 

輪転初回転 1 6 0 8 initial gyro rotor r.p.m 

リリースワイヤ 1 4 3 5 release wire 

  

〔ル〕  

類別用ソーナー 4 4 0 8 sonar for classification 

ルック 2 4 1 3 look 

  

〔レ〕  

冷走 1 5 7 3 cold run 

レート積分モード 1 6 2 2 rate integral mode 

レダクタンス 2 4 1 5 reductance 

レベリングモード 1 6 2 3 leveling mode 

連管 1 4 4 5 group of underwater torpedo tube 

レンジゲート 1 6 7 1 range gate 

レンジスティール 1 7 2 8 range steal 
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用     語 番 号 対   応   英   語  （参 考） 

〔ロ〕  

ロール修正 1 6 2 6 roll control,roll correction 

ロール制御止転 1 6 2 6 roll control,roll correction  

ロールペンジュラム 1 2 5 9 roll pendulum 

ロールレイトジャイロ 1 2 5 7 roll rate gyroscope 

ロールレート 1 6 1 7 roll rate 

ロールレート感度 1 6 3 9 sensitivity of roll rate 

ＬＯＧ・Ｖ電圧 2 4 1 8  

露頂発射 1 9 3 4 periscope depth launch (PD launch) 

  

〔ワ〕  

ワイヤディスペンサ 1 2 5 0 wire dispenser 
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用 語 索 引 （アルファベット順） 

対   応   英   語  （参 考） 番 号 用     語 

〔Ａ〕 
 

 

abeam method 4 0 3 3 げん側えい航法 

A-cable 1 4 5 7 Ａケーブル 

acoustic command signal 4 4 2 3 音響コマンド信号 

acoustic esqualator wave 4 1 7 4 音響エスカレータ波 

acoustic firing mechanism 2 2 3 0 音響発火装置 

acoustic homing performance 1 7 1 6 ホーミング性能 

acoustic influence fuze 1 1 0 9 音響信管 

acoustic influence sweeping 4 0 2 2 音響掃海 

acoustic influence sweeping gear 4 1 6 2 音響掃海具 

acoustic mine 2 0 0 9 音響機雷 

acoustic profile 4 0 3 9 音響プロファイル 

acoustic rubber 1 0 3 6 音響ゴム 

acoustic sine wave 4 1 7 5 音響正弦波 

acoustic sweeping cable 4 1 6 7 音響掃海電線 

acoustic tracking range 1 3 6 9 音響追跡レンジ 

acquisition 1 7 0 3 捕捉 

active mode 1 6 5 1 アクティブモード 

actuation counter 2 2 4 1 航過計数器 

advance 1 9 6 2 横偏量，魚雷縦距 

after body 1 0 4 0 尾部 

aggregate actuation width 4 0 2 8 総合作動幅 

air chamber  1 0 3 8 気室 

air dryer 2 2 4 3 吸湿包 

air frame 1 4 3 8 エアフレーム 

air frame separation explosive block 1 4 4 2 ＡＳＥＢ 

air stabilizer release mechanism 1 4 3 1 エアスタビライザ分離機構 

air trajectory 1 5 2 3 空中雷道 

AIR/ASROC  launch 1 9 4 1 AIR／ASROC モード発射 

alert state 2 5 5 4 待機状態，待受状態 

amplitude gate 1 6 6 9 音圧ゲート 

amplitude for acoustic 4 1 7 3 音響振幅 

amplitude for magnetic 4 1 5 3 磁気振幅 
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対   応   英   語  （参 考） 番 号 用     語 

anchor assembly 2 2 4 6 係維器 

anchor pull 2 1 0 5 係維器把駐力 

angle of entry 1 5 8 5 着水角 

antenna mine 2 0 0 4 水中線機雷 

antenna sweeping 4 0 1 2 アンテナ掃海 

anti submarine rocket missile 1 0 1 0 アスロックミサイル 

anti-broach switch 1 2 5 4 アンチブローチスイッチ 

anti-circular run mechanism 1 2 5 2 ＡＣＲ装置 

anti-gate 1 6 7 2 アンチゲート 

antiinduced explosion mechanism 1 1 1 7 誘爆防止装置 

AQ-cable 4 1 3 4 ＡＱケーブル 

arming 1 5 6 0 アーミング 

arming delay 2 2 3 4 時限装置 

arming device 1 1 1 4 アーミング装置 

 2 2 3 2 アーミング装置 

arming plug 1 0 5 0 発射用接栓 

arming wire 1 3 0 2 アーミングワイヤ 

 3 2 0 1 アーミングワイヤ 

aspect 1 7 0 4 アスペクト 

asphalt compound 2 2 0 3 アスファルト緩衝剤 

AS rocket launcher 3 3 0 3 対潜ロケットランチャ 

ASROC missile  1 0 1 0 アスロックミサイル 

astern method 4 0 3 1 艇尾えい航法 

attack cut-off 1 5 7 0 近接自停（ＡＣＯ） 

auto tension 4 4 2 8 オートテンション 

automatic contact device 3 3 0 5 自動接続装置 

automatic operation 4 4 3 4 処分用爆雷発火 

auxiliary booster 3 2 1 0 補助伝爆薬 

average speed 1 5 1 3 平均雷速 

azimuth steering 1 6 1 3 水平操舵 

azimuth trajectory 1 5 2 7 水平面雷道 

   

〔Ｂ〕   

background field 2 4 1 6 背景磁界 
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対   応   英   語  （参 考） 番 号 用     語 

beam shift 1 6 5 4 ビームシフト 

blanking 1 6 7 6 ブランキング 

blind run 1 5 4 4 盲目航走 

block 2 4 1 7 抑止 

blocking force of cable drum 2 1 1 4 係維索絡車制動力 

blocking force of plummet spool 2 4 0 9 深度索絡車制動力 

blue fields 4 1 4 4 青磁場 

bomb body case 3 2 0 0 弾体外殻 

 3 2 0 0 缶体外殻 

bomb shackle 2 2 0 6 眼環 

booster  1 1 2 1 伝爆薬筒 

booster extender 3 2 0 9 伸張器 

bore rod 1 1 1 3 安全かん 

bottom mine 2 0 1 8 沈底機雷 

bottom separation 2 5 2 5 着底分離 

breake r.p.m 1 6 1 0 制止回転数 

brake seconds 1 6 0 9 制止秒時 

breech door 1 4 4 9 後扉（こうひ） 

broach  1 6 2 0 跳出 

buoy 1 3 5 5 浮袋 

buoyancy 1 5 0 4 浮量 

buoyancy after run  1 5 0 5 航走後浮量 

buoyancy of assembled mine 2 1 0 4 機雷初期浮量 

buoyancy of assembled mine case 2 1 0 3 機雷本体浮量 

buoyancy-regulator 4 4 0 8 浮力調整器 

buoyant sweeping cable 4 1 3 2 浮上掃海電線 

burst depth 1 5 5 8 圧壊深度 

bursting charge 1 1 2 5 さく薬 

bursting head 3 2 0 4 弾頭部 

   

〔Ｃ〕   

cable drum 2 2 4 9 係維索絡車 

cable magnetic field 4 1 4 2 電線磁場 

cage launch 1 9 3 7 きょう発射 
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対   応   英   語  （参 考） 番 号 用     語 

caging 1 6 0 6 ケージング 

canister 1 4 6 1 キャニスタ 

cartridge chamber 2 2 0 2 薬室 

case depth 2 1 2 8 敷設深度 

catalist assy 4 4 0 7 ガス吸収装置 

cavity charge 1 1 2 6 成形さく薬 

ceiling 1 5 5 2 上方制限深度，シーリング 

ceiling cut-off 1 5 6 8 過浅自停 

ceiling recovery angle 1 5 9 8 上方深度回復角 

chamber 2 2 0 2 薬室 

circle search 1 6 9 2 旋回探索 

circular run 1 5 3 6 旋回航走 

clamping ring 1 0 4 7 接合環 

classification 1 6 8 7 目標識別 

CL-cable 4 1 3 8 ＣＬケーブル 

clearance rate 4 0 4 0 清掃率 

climb angle 1 5 9 2 上昇角 

clock delay mechanism 2 2 3 4 時限装置 

close in 1 6 7 4 クローズイン 

closed loop sweep 4 0 1 7 ＣＬ掃海 

cold run 1 5 7 3 冷走 

combination influence sweeping 4 0 2 3 複合掃海 

combination mine 2 0 1 1 複合機雷 

combination magnetic / acoustic influence  

  sweeping 

4 0 2 4 磁気音響複合掃海 

combustion chamber 1 1 5 6 燃焼室 

compass declination adjustment 4 4 1 1 偏差修正設定器 

constant depth run 1 5 3 3 定深航走 

contact detection 1 6 9 8 探知 

contact mine 2 0 0 2 触発機雷 

control battery 1 2 9 9 管制電池 

control unit 1 3 0 3 管制器，管制盤 

controlled mine 2 0 1 4 管制機雷 

cooling run 1 5 7 5 自冷航走 
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対   応   英   語  （参 考） 番 号 用     語 

cooperative run 4 4 1 9 併走 

core 2 2 1 6 透磁棒 

coupling nut 2 2 1 7 集磁鉄片 

counter rotating electric motor 1 1 5 9 二重反転電動機 

counter rotating engine 1 1 5 1 二重反転機関 

counter rotating propeller 1 1 6 4 二重反転推進器 

counterweight 4 4 0 6 カウンタウエイト 

course gyroscope 1 2 5 1 コースジャイロ 

course rate gyroscope 1 2 5 6 コースレートジャイロ 

course sensitivity 1 6 3 5 コース感度 

coverage 1 9 5 8 カバレージ 

crush depth 1 5 5 8 圧壊深度 

cut-off 1 5 6 5 自停 

cutter 4 1 0 5 切断器 

cow tail 2 2 5 2 カウテール 

cylinder barrel 1 1 5 2 シリンダバレル 

   

〔Ｄ〕   

daily sweeping 4 0 0 4 日施掃海 

damage capability 2 1 0 6 危害度 

damage radius 2 1 0 7 危害半径 

damage range 2 1 0 8 危害距離 

 3 1 0 0 危害距離 

danger area 4 0 4 9 危険海域 

data recorder 1 3 5 6 記録器 

dead space 4 0 4 7 未掃面 

deck test 1 3 6 6 デッキ試験 

deep initial dive angle 1 5 8 9 深深度初期潜入角 

deflection angle 1 9 5 4 射角 

degree of damage 2 1 0 6 危害度 

delay arming period 2 1 1 2 時限時間，遅動時間 

depressor kite 4 1 0 9 沈降器 

depressor span pendant 4 1 1 3 そで索 

depressor wire 4 1 1 2 沈降器えい索 
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対   応   英   語  （参 考） 番 号 用     語 

depth bomb 3 0 0 9 対潜爆弾 

depth charge 3 0 0 0 爆雷 

 3 0 0 1 実装爆雷，実用爆雷 

depth charge projector 3 3 0 0 爆雷投射機 

depth charge release track 3 3 0 2 爆雷投下機 

depth cut-off 1 5 6 9 深度自停（ＤＣＯ） 

depth enable 1 6 4 8 深度エネイブル 

depth search 1 6 9 4 浮潜探索 

depth sensitivity 1 6 3 4 深感度 

depth sensor 1 2 5 3 深度検出器 

depth control unit 2 2 5 3 自動調深機構 

detection 1 6 9 8 探知 

diameter 1 5 0 0 直径 

digital autopilot controller 1 4 5 9 ＤＡＣ 

digital preset 1 6 4 2 ディジタル調定 

digital preset protocol 1 6 4 5 ディジタル調定プロトコル 

dip 2 1 2 9 増深量 

displacement 1 5 0 3 排水量 

dive angle 1 5 8 6 潜入角 

doppler gate 1 6 7 0 ドップラーゲート 

double pulse 1 6 7 5 ダブルパルス 

drag plate 2 2 0 8 安定翼 

drain duration 1 9 6 6 駆水秒時 

drain start timing  from engine  stop 1 9 6 7 駆水運動秒時 

drifting mine 2 0 1 5 浮遊機雷 

drill device 2 3 0 0 訓練装置 

drill kit 2 3 0 0 訓練装置 

drill mine 2 0 2 5 訓練機雷 

dummy drill depth charge 3 0 0 2 擬製爆雷 

dummy fuze 3 2 0 7 擬似信管 

 3 2 0 7 擬製信管 

dummy launch 1 9 3 6 ダミー発射 

dummy torpedo 1 0 0 4 ダミー魚雷 

dummy weight liquid discharge 1 9 6 5 駆水 
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対   応   英   語  （参 考） 番 号 用     語 

〔Ｅ〕   

ejection pump 1 4 5 2 射出筒 

electric detonator 2 2 4 4 電気雷管 

electric field mine 2 0 1 2 電界機雷 

electric field sensor 2 2 2 4 電界センサ 

electric primer 1 1 1 9 電気雷管 

electric setting controller 1 4 0 4 魚雷調定管制装置（ＥＳＣ） 

electric torpedo 1 0 0 6 電池魚雷 

electrode fields 4 1 4 5 電極磁場 

electrostrictive phenomenon 1 6 6 0 電わい（歪）現象 

elevation angle 3 1 0 3 射角 

elevator 1 2 6 1 横舵 

emergency local controller 1 4 0 5 応急送信盤 

enable 1 6 4 6 エネイブル 

enabling distance 1 5 1 8 エネイブル距離 

end blind buoyancy 1 5 0 5 航走後浮量 

EOR locator 1 3 5 2 浮上位置表示器 

equalizing bridle 4 1 4 0 平衡えい航具 

equipped guide lope 4 4 0 5 ガイドロープ 

excessive rolling steering effect 1 6 3 0 縦横舵干渉作用 

exercise battery 1 1 6 2 訓練用電池 

exercise mine 2 0 2 5 訓練機雷 

exercise cut-off 1 5 7 2 訓練自停 

exercise head 1 0 3 3 訓練用頭部 

exercise programmer 1 3 5 0 航走プログラマ 

exercise torpedo 1 0 0 3 訓練用魚雷 

exercising 1 9 4 0 空打ち 

exploder 1 1 0 0 起爆装置 

exploder cavity 1 0 3 2 起爆装置室 

exploder mechanism  1 1 0 0 起爆装置 

exploder mechanism inert assembly 1 1 1 0 起爆器 

explosive bolt 2 2 6 3 爆発ボルト 

explosive combustion 1 5 7 9 爆燃 

explosive cutter 4 1 0 7 爆破型切断器 
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対   応   英   語  （参 考） 番 号 用     語 

explosive train 1 1 1 8 伝爆機構 

extender 2 2 3 3 伸張器 

extension core 2 2 1 8 集磁棒 

   

〔Ｆ〕   

fairing 2 2 0 5 整流覆 

false contact 1 7 0 1 虚探知 

false echo 1 6 8 1 偽エコー 

FC-cable 4 1 3 5 ＦＣケーブル 

fifth wheel 2 2 4 7 第５車輪 

fin 1 0 4 1 ひれ 

fin velocity switch 1 1 1 1 フィンスイッチ 

final dead period 2 1 2 6 休止時間 

fire 1 9 3 0 発射 

fire control 1 3 0 4 発動管制 

fire control receptacle 1 0 4 9 調定接栓 

fire control setting   1 9 4 9 調定諸元 

fire out 1 9 3 8 射出 

fire sensitivity of acoustic mine 2 1 1 8 音響発火感度 

fire sensitivity of magnetic mine 2 1 1 7 磁気発火感度 

fire sensitivity of pressure mine 2 1 1 9 水圧発火感度 

fire signal 2 4 1 1 発火信号 

firing indicator 1 4 0 2 発射信号盤 

firing mechanism 2 2 2 5 発火装置 

firing under surface vessel bottom 1 5 6 1 艦底起爆方式 

flat search 1 6 9 1 水平探索 

flat search drift 1 6 2 1 水平探索ドリフト 

flat shallow sweep 4 0 1 0 浅深度掃海 

flight gear 2 2 6 7 降下装置 

float 4 1 1 5 えい航浮標 

float angle 4 0 3 5 展開角 

float pendent 4 1 1 1 深度索、フロートペンデント 

floating 2 5 5 0 浮流 

floating acoustic jammer 1 7 2 4 浮遊式投射型ジャマー 
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floating mine 2 0 1 7 浮流機雷 

floor 1 5 5 3 下方制限深度 

floor search depth 1 5 5 0 下方探索深度 

fluxgate magnetometer 2 2 1 3 フラックスゲート型磁気センサ 

free pitch angle 1 5 9 6 自由浮潜角 

free-field voltage sensitivity 1 6 5 3 受波感度 

friction sensitivity 1 6 3 7 摩擦感度 

   

〔Ｇ〕   

gas generator 1 3 5 7 ガス発生器 

generated range 1 9 6 1 計出距離 

ground mine 2 0 1 8 沈底機雷 

group of underwater torpedo tube 1 4 4 5 連管 

guidance wire harness 1 4 0 9 誘導電線 

guide slot 1 4 5 0 導子溝 

guide stud 1 0 4 6 導子 

gyro angle 1 6 0 2 斜進角 

gyro run 1 5 3 1 ジャイロ航走 

   

〔Ｈ〕   

hard start 1 5 7 8 ハードスタート 

heading relative to launch  direction 1 6 0 4 調定斜進角 

heat engine torpedo 1 0 0 5 熱機関魚雷 

heavy weight torpedo 1 0 0 7 長魚雷 

heel 1 5 0 8 ヒール 

heel correction 1 6 2 7 ヒール修正 

heel sensitivity 1 6 3 6 ヒール感度 

helical run 1 5 3 8 ヘリカル航走 

helical search 1 6 9 3 ヘリカル探索，ら(螺)旋探索 

helicopter attack torpedo system 1 9 4 5 ＨＡＴＳ 

high explosive 1 1 2 5 さく薬 

hinge track 2 5 1 2 ヒンジトラック 

hit cut-off 1 5 7 1 直撃自停（ＨＣＯ） 

hit probability 1 9 5 7 命中公算 
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hold in 1 6 7 7 ホールドイン 

hold-off gear 2 2 5 1 過早止転防止機構 

hollo charge 1 1 2 6 成形さく薬 

homing device 1 2 9 0 ホーミング装置 

homing mine 2 0 2 1 ホーミング機雷 

homing mode 1 6 5 0 ホーミングモード 

homing range 1 6 7 9 ホーミングレンジ 

homing run 1 5 4 1 ホーミング航走 

homing torpedo 1 0 0 1 ホーミング魚雷 

horizontal distance from observation 

  origin to torpedo tube exit 
1 9 4 7 発射管占位差 

horn mine 2 0 0 3 触角機雷 

hot gas pipe 1 1 5 7 熱気管 

hot run 1 5 7 4 熱走 

hull 1 0 4 4 外殻 

hydraulic launch 1 9 3 2 水圧発射 

hydrostatic tail fuze 3 2 0 6 水圧弾底信管 

hydrophone 1 2 9 3 受波器 

 2 2 2 0 音響受波装置 

hydrostatic release mechanism 2 2 4 5 水圧分離器 

   

〔Ｉ〕   

igniter 1 1 2 3 イグナイタ 

 1 1 2 4 点火薬 

ignition and separation assembly 1 4 3 9 ＩＳＡ 

impact angle 1 9 5 6 撃角 

impact fuze 1 1 0 1 着発信管 

impact sensitivity 1 1 0 4 衝撃感度 

impulse tank 1 4 5 3 集合タンク 

independent mine 2 0 0 1 独立機雷 

influence mine 2 0 0 5 感応機雷 

influence sweep 4 0 1 3 感応掃海 

influence sweeping gear 4 1 2 7 感応掃海具 

inertia fuze 1 1 0 2 慣性信管 
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対   応   英   語  （参 考） 番 号 用     語 

inertia switch 1 1 0 3 慣性スイッチ 

influence firing 1 1 0 7 感応起爆 

influence firing  range 1 5 6 2 感応起爆距離 

information processing unit 4 6 0 3 情報処理装置 

initial climb angle 1 5 8 3 射入角 

 1 5 9 3 初期上昇角 

initial contact 1 6 9 9 初探知 

initial contact range 1 5 1 9 初探知距離 

initial dive angle 1 5 8 3 射入角 

 1 5 8 7 初期潜入角 

initial gyro rotor r.p.m 1 6 0 8 輪転初回転 

initial search depth 1 5 4 8 探索深度，初期探索深度 

initial steering angle 1 6 1 1 初度角 

initial trajectory 1 5 2 5 初期雷道 

interlock dead period 2 1 2 2 不感時間 

intership dead period 2 1 2 3 閉鎖時間 

   

〔Ｊ〕   

jig type sweeping 4 0 1 6 Ｊ型掃海 

joint ring 1 0 4 7 接合環 

jumper cable 4 1 3 9 ジャンパーケーブル 

   

〔Ｋ〕   

K-cable 4 1 3 6 Ｋケーブル 

Kimura broach 1 6 2 5 キムラブローチ 

   

〔Ｌ〕   

laminar distance 1 9 6 0 ラミナディスタンス 

lateral separation 4 0 3 7 対艇距離 

latitude correction 1 6 0 5 緯度修正 

launch 1 9 3 0 発射 

launch cage 1 4 5 5 発射きょう（框） 

launcher and missile simulator 1 4 0 8 ＬＡＭＳ 

launcher captain control panel 1 4 0 7 ＬＣＣＰ 
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launching 2 5 0 0 敷設 

launching mode 1 9 4 4 発射種別 

launching speed 2 5 0 2 敷設速力 

laying 2 5 0 0 敷設 

laying speed 2 5 0 2 敷設速力 

lead angle 1 9 5 5 進出角 

lead drop mechanism 1 3 5 1 重錘放出機構 

lead float 4 1 1 8 リードフロート 

length of sweep wire 4 1 2 2 掃海索長 

length overall 1 5 0 1 全長 

level search 1 6 9 5 定深探索 

leveling mode 1 6 2 3 レベリングモード 

life 2 1 3 4 寿命 

light weight torpedo 1 0 0 8 短魚雷 

lined charge 1 1 2 6 成形さく薬 

loading-drill round of AS rocket 
3 0 0 8 対潜ロケット教練弾， 

対潜ロケット訓練弾 

local controlled  launch 1 9 4 3 機側発射 

look 2 4 1 3 ルック 

lost contact, lost target 1 7 0 0 失探 

lower search climb angle 1 5 9 5 深深度探索上昇角 

lower search dive angle 1 5 9 1 深深度探索潜入角 

   

〔Ｍ〕   

magnet separation distance and polarity 4 1 5 6 永久磁石間間隔及び極性 

magnetic and acoustic influence sweep 4 0 2 8 磁気音響複合掃海 

magnetic esqualater wave 4 1 5 4 磁気エスカレータ波 

magnetic firing mechanism 2 2 2 7 磁気発火装置 

magnetic induction mine 2 0 0 7 誘導型磁気機雷 

magnetic influence fuze 1 1 0 8 磁気信管 

magnetic influence sweeping gear 4 1 2 8 磁気掃海具 

magnetic mine 2 0 0 6 磁気機雷 

magnetic pole detector 2 2 5 9 係維索磁極検出器 

magnetic profile 4 0 3 8 磁気プロファイル 
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対   応   英   語  （参 考） 番 号 用     語 

magnetic sine wave 4 1 5 5 磁気正弦波 

magnetic sweeping 4 0 1 4 磁気掃海 

magnetic thin film sensor 2 2 1 4 磁性薄膜型磁気センサ 

magnetostrictive phenomenon 1 6 5 9 磁わい（歪）現象 

main assembly 1 0 3 4 本体 

main battery 1 1 6 0 主電池 

main engine 1 1 5 0 主機関 

main motor 1 1 5 8 主電動機 

maintenance 2 4 0 0 整備 

manual operation 4 4 3 2 モード１ 

marker float 4 1 1 9 マーカーフロート 

mass of assembly 2 1 0 2 機雷装備質量 

marking bouy 4 2 0 6 マーキングブイ 

marking fire 2 3 0 4 標示弾 

master reference buoy 4 6 0 1 マスターリファレンスブイ 

max range 1 5 1 6 最大航走距離 

maximum heading angle 1 6 0 3 最大調定斜進角 

maximum height of mine 2 1 0 1 機雷の高さ 

maximum homing range 1 5 2 1 ホーミング距離 

maximum length of mine 2 1 0 0 機雷の長さ 

maximum operational depth 1 5 4 7 最大航走深度 

maximum range of detection 1 5 2 0 最大探知距離 

maximum steering angle 1 6 1 2 最大操舵量 

mechanical cutter 4 1 0 6 歯板型切断器 

mechanical sweep 4 0 1 1 係維掃海 

mechanical sweep gear 4 1 0 1 係維掃海具 

mid section 1 0 3 7 胴部 

mine 2 0 0 0 機雷 

mine case 2 2 0 1 機雷缶体，外殻 

mine case assembly 2 2 0 0 機雷本体 

mine case depth 2 5 4 6 機雷缶深度 

mine classification 4 4 3 0 機雷類別 

mine clearance 4 6 0 0 機雷排除 

mine create 2 2 7 0 機雷缶クレート 
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mine hunting 4 4 0 0 機雷掃討 

mine hunting system 4 4 0 1 機雷掃討装置 

mine indentification 4 4 3 1 機雷識別 

mine neutralization system 4 4 0 2 機雷処分装置 

mine neutralization system using a underwater 

vehicle with sonar and disposal charge 
4 4 0 3 水中航走式機雷掃討具 

mine neutralization vehicle 4 4 0 4 航走体 

mine neutralization vehicle console 4 4 1 0 機雷処分装置用管制装置 

mine searching 4 4 2 9 機雷捜索 

mine setting mode 4 0 1 9 ＭＳＭ掃海 

mine sweep gear 4 1 0 0 掃海具 

mine sweeping 4 0 0 0 機雷掃海 

mine sweeping genarator 4 1 5 7 磁気掃海電源装置 

minimum depth for launching 1 5 5 7 投下（発射）最小深度 

minimum operational depth 1 5 5 6 最小運用深度 

minimum spacing 2 1 3 1 最小敷設間隔 

miss distance 1 9 5 9 ミスディスタンス 

mobile mine 2 0 2 3 自走機雷 

mono fuel 1 1 5 5 一液燃料 

mono propellant 1 1 5 5 一液燃料 

moored mine 2 0 1 6 係維機雷 

moored mine sweeping 4 0 1 1 係維掃海 

moored sweep gear 4 1 0 1 係維掃海具 

mooring 2 5 4 5 係維状態 

mooring arm 2 2 1 0 係維アーム 

mooring cable 2 2 4 8 係維索 

mooring depth 2 1 2 8 敷設深度 

Motion compensation 4 4 2 7 モーションコンペンセーション 

motor separation explosive block 1 4 4 1 ＭＳＥＢ 

movable fin 1 2 6 2 可動ひれ 

mud agitator 2 2 6 0 排泥装置 

multi beam 1 6 6 2 マルチビーム 

muzzle door 1 4 4 8 前扉(ぜんぴ) 

muzzle velocity 1 5 1 1 管口雷速 
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〔Ｎ〕   

non-fire sensitivity 2 4 1 2 不発火感度 

nose cap 1 4 3 7 ノーズキャップ 

 2 2 0 5 ノーズキャップ 

nose section 1 0 3 5 先端部 

   

   

〔Ｏ〕   

off-time 4 1 7 0 オフ時間，低音秒時 

 4 1 4 8 休止秒時 

on-time 4 1 6 9 オン時間，高音秒時 

 4 1 4 7 通電秒時 

operating depth 1 5 5 5 航走深度 

outer heel 1 6 2 9 外方傾斜 

otter 4 1 0 8 展開器 

over the side torpedo(DTST) 1 4 4 4 水上発射管 

own doppler nullification 1 6 6 8 ＯＤＮ 

   

〔Ｐ〕   

packing handling shipping transportation 1 4 6 2 ＰＨＳＴ 

panels test 1 3 6 4 パネル試験 

parachute 2 2 6 8 投下傘 

parachute release mechanism 2 2 6 9 投下傘分離器 

parapack nut 1 4 3 2 パラパックナット 

permanent magnetic sweeping gear 4 1 3 1 永久磁石式磁気掃海具 

passive mode 1 6 5 2 パッシブモード 

pawling mechanism 2 2 5 0 係維索絡車止転機構 

pay load 1 0 0 9 ペイロード 

pendulum stiffness   1 6 3 3 傾感度，ピッチ感度 

percussion primer 1 1 2 0 撃発信管 

period 2 1 2 5 周期 

periscope depth launch(PD lauch) 1 9 3 4 露頂発射 

ping interval 1 6 6 4 送信間隔 

pinger 1 3 5 3 ピンガ 
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pitch pendulum 1 2 5 8 ピッチペンジュラム 

pitch rate 1 6 1 6 ピッチレート 

pitch rate gyro 1 2 5 5 ピッチレートジャイロ 

pitch sensitivity 1 6 3 3 傾感度，ピッチ感度 

pitch steering 1 6 1 4 垂直操舵 

planting 2 5 0 0 敷設 

planting depth 2 1 2 7 敷設水深 

planting speed 2 5 0 2 敷設速力 

plaster-loaded AS rocket 3 0 0 7 対潜ロケット砂てん弾 

plummet 2 2 5 6 深度錘 

plummet cord 2 2 5 5 深度索 

plummet release time 2 1 1 5 深度錘分離遅延秒時 

plummet spool 2 2 5 7 深度索絡車 

pneumatic launch 1 9 3 1 空気発射 

polarity signal light 4 1 5 9 極性表示灯 

PQ-cable 4 1 3 3 ＰＱケーブル 

practice round of AS rocket 3 0 0 6 対潜ロケット演習弾 

precursor operation 4 0 0 3 前駆戦 

predicted trajectory 1 7 1 1 予測点追尾 

pre-enable 1 6 4 7 プリエネイブル 

preferred echo 1 6 8 2 プリファードエコー 

preset 1 6 4 1 調定 

 1 9 5 0 発射調定 

preset contents 1 9 4 9 調定諸元 

presetter 1 3 6 2 プリセッタ 

pressure cylinder 1 1 5 4 圧力シリンダ 

pressure detector 2 2 2 2 水圧受波装置 

pressure firing mechanism 2 2 3 1 水圧発火装置 

pressure mine 2 0 1 0 水圧機雷 

pressure regulation 1 5 8 1 調圧 

probability exploder 2 1 2 1 確率起爆 

programed run 1 5 3 4 プログラム航走 

projector 3 3 0 1 対潜弾投射機 

propelled mine 2 0 2 3 自走機雷 
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propeller 1 1 6 3 推進器 

propeller baffle 1 4 3 3 推進器バッフル 

proximity fuze 1 1 0 5 近接信管 

 3 2 0 5 近接信管 

proximity range 1 1 0 6 近接起爆距離 

pull around 1 5 0 9 けん(巻)引力 

pulsed continuous wave 1 6 6 3 ＰＣＭ 

pulsed frequency modulated wave 1 6 6 1 ＰＦＭ 

pulsed influence sweeping 4 0 2 1 変調掃海 

pulsed output 4 1 4 9 パルス通電 

pulser 1 7 2 0 パルサー 

pump jet 1 1 6 5 ポンプジェット 

purcussion fuze 1 1 0 1 着発信管 

pursuit 1 7 0 5 追尾 

   

〔Ｒ〕   

radio inter-ference filter 2 2 4 2 雷管用ろ波器 

range 3 1 0 2 射距離 

range and air frame separation programmer 1 4 4 0 ＲＡＳＰ 

range cut-off 1 5 6 6 距離自停 

range gate 1 6 7 1 レンジゲート 

rate integral mode 1 6 2 2 レート積分モード 

reach 1 5 1 7 初走距離，リーチ 

receiver 1 2 9 8 受信器 

recommended minimum spacing 2 1 3 0 敷設安全距離，機雷安全距離 

re-contact 1 7 0 2 再探知 

red fields 4 1 4 3 赤磁場 

re-search 1 6 9 6 再探索 

reductance 2 4 1 5 レダクタンス 

refloat device 1 3 5 4 浮上装置 

regulated pressure 1 5 8 0 調和圧力 

release wire 1 4 3 5 リリースワイヤ 

remote control sweeping gear 4 1 3 0 遠隔操縦式掃海具 

remote mine sweeping 4 0 0 9 遠隔掃海 
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resister plug 2 2 4 0 抵抗プラグ 

resonance 4 1 6 8 共振 

rising at splash point 1 9 6 4 射点浮上 

rising mine 2 0 2 0 上昇機雷 

roll control 1 6 2 6 ロール制御止転，ロール修正 

roll correction 1 6 2 6 ロール制御止転，ロール修正 

roll pendulum 1 2 5 9 ロールペンジュラム 

roll rate 1 6 1 7 ロールレート 

roll rate gyroscope 1 2 5 7 ロールレイトジャイロ 

roll stabilizing 1 6 1 5 止転操舵 

rudder 1 2 6 0 縦舵 

run pattern 1 5 2 9 航走パターン 

running depth 1 5 5 5 航走深度 

running range 1 5 1 4 航走距離 

   

〔Ｓ〕   

safety bar 2 2 3 8 安全バー 

safety pin 1 1 1 2 安全ピン 

safety switch 1 1 1 6 安全スイッチ 

sag of sweep wire 4 1 2 1 掃海索沈下量 

salvo 1 9 3 5 サルボ 

S-cable 4 1 3 7 Ｓケーブル 

scoop 1 0 3 9 スクープ 

scuttling device 1 3 5 8 自沈装置 

 2 2 3 5 浮流安全装置 

sea water battery 1 3 0 0 海水電池 

sea water inlet port 1 0 4 8 深度圧導入口 

search 1 6 8 8 探索 

search angle 1 6 1 9 探索航走傾度 

 1 5 9 7 浮潜探索角 

search ceiling 1 5 4 9 上方探索深度 

search coil 2 2 1 2 サーチコイル 

search depth   1 5 4 8 探索深度，初期探索深度 

search mode 1 6 9 7 探索モード 
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search run 1 5 3 9 探索航走 

securing hook 2 2 0 9 把握かぎ 

seismic mine 2 0 1 3 振動機雷 

seismic sencor 2 2 2 3 振動センサ 

self propelled target 1 3 6 0 自走標的，移動標的 

self test 1 6 4 3 自己診断 

sensitivity adjustment 2 4 1 0 感度調定 

sensitivity of pitch rate 1 6 3 8 ピッチレート感度 

sensitivity of roll rate 1 6 3 9 ロールレート感度 

sensitivity of steering 1 6 3 2 操舵感度 

sensitivity of transmitter power 1 6 5 6 送波電力感度 

sensitivity of yaw rate 1 6 4 0 ヨーレート感度 

sensitivity plug 2 2 2 9 感度プラグ 

sensitivity relay 2 2 1 9 主継電器 

sensitivity to electric power 1 6 5 6 送波電力感度 

sensitivity to voltage 1 6 5 5 送波感度，送波電圧感度 

sensitrol relay 2 2 1 9 主継電器 

separation equipment 2 2 6 2 分離装置 

sequence indicator 1 4 0 3 整備信号盤 

service mine 2 0 2 4 実用機雷 

set depth 1 5 5 9 調定深度 

shaft out-put 1 5 7 6 軸端出力，軸出力 

shallow initial dive angle 1 5 8 8 浅深度初期潜入角 

shallow search climb angle 1 5 9 4 浅深度探索上昇角 

shallow search dive angle 1 5 9 0 浅深度探索潜入角 

shaped charge 1 1 2 6 成形さく薬 

shear tube sinking valve 2 2 3 6 自沈弁 

shearing coupling 4 1 1 4 せん断栓継手 

shell 1 0 4 5 外皮 

ship counter 2 2 4 1 航過計数器 

ship eliminator 2 2 4 1 航過計数器 

ship’s signature 2 1 1 6 艦船シグネチア 

shock factor 2 1 0 9 ショックファクタ 

short scope buoy 4 6 0 2 ショートスコープブイ 
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short plug 1 0 5 1 短絡接栓 

short tethered mine 2 0 1 9 短係止機雷 

shroud 1 1 6 6 シュラウド 

shroud ring 1 0 4 2 導流環 

 2 2 0 7 シュラウドリング 

shutter 1 4 5 4 門扉(もんぴ) 

sideways creep 1 5 4 6 偏斜 

sidewise creep 1 5 4 6 偏斜 

single cycle field 2 4 1 4 ＳＣＦ信号 

 4 1 5 2 ＳＣＦ波 

single cycle magnetic field 2 4 1 4 ＳＣＦ磁気信号 

single ship sweeping 4 0 0 5 単艇（艦）掃海 

sinking 2 5 4 0 沈降状態 

sinking at splash point 1 9 6 3 射点沈没 

smoke generating fuze 3 2 0 8 発煙信管 

snake angle 1 5 9 9 蛇行角 

snake run 1 5 3 5 蛇行航走，スネーク航走 

snake search 1 6 9 0 蛇行探索 

soluble washer 2 2 3 7 溶解片 

sonar fire control system 3 3 0 7 水中攻撃指揮装置 

sonar transducer 1 2 9 1 送受波器 

specific power 1 5 7 7 比動力 

spacing 2 5 4 4 敷設間隔 

spiral run 1 5 3 7 スパイラル航走 

split beam correlation 1 6 8 0 ＳＢ相関 

spoiler 2 2 0 4 スポイラ 

spread 4 0 3 4 展開幅 

spread angle 1 9 5 3 開角 

squib 1 1 2 2 スクイブ 

standard sea level 2 5 5 1 基本水準面 

start 1 5 6 4 発動 

start/stop mechanism 1 1 5 3 発停装置 

start and cut-off 1 5 6 3 発停 

starter 2 3 0 1 発動装置 
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starting tube 3 3 0 4 発射筒 

static sweeping 4 0 0 8 定置掃海 

statistical evaluation 4 0 4 4 統計的評価 

statistical sweeping 4 0 4 1 掃海確率 

status 1 6 4 9 航走ステータス 

steady run 1 5 3 2 安定航走 

steady outoput 4 1 5 0 定電流通電 

steady run angle 1 6 0 0 安定航走角 

steady state speed 1 5 1 2 平定雷速 

steer away 1 7 0 6 ステアウェイ 

steering gate 1 6 7 8 ステアリングゲート 

sterilization 2 5 5 6 自滅状態 

sterilizer 2 2 3 9 自滅装置 

sterilizing switch 1 1 1 5 自滅スイッチ 

stop bolt 1 4 4 6 維持装置 

straight run 1 5 3 0 直進航走 

straight search 1 6 8 9 直進探索 

stratum 1 5 5 4 ストレータム 

submerged float 4 1 1 6 水中フロート 

submerged torpedo tube 1 4 4 7 水中発射管 

sub-surface separation 2 5 2 4 途中分離 

surface bounce 1 6 2 4 半跳 

surface run 1 5 4 5 水面航走 

surface separation 2 5 2 3 浮上分離 

suspension band 1 4 3 4 サスペンションバンド 

sweep depth 4 0 2 6 掃海深度 

sweep path 4 0 2 7 有効掃海幅 

sweep wire 4 1 1 0 掃海索 

sweep wire lengt 4 1 2 2 掃海索長 

sweeping intensity 4 0 4 2 掃海密度 

swept water 4 0 4 6 既掃面 

swim out 1 9 3 3 自走発射 

sympathetic detonation 2 5 5 9 殉爆 

sympathetic detonation range 2 1 3 3 殉爆距離 



234 
Y 0041 

対   応   英   語  （参 考） 番 号 用     語 

syncronization sweeping 4 0 2 0 同期掃海 

systems test 1 3 6 5 システム試験 

   

〔Ｔ〕   

tail 3 2 0 2 尾部 

target angle 1 9 5 2 的角 

target course 1 9 6 9 的針 

target detection 1 6 8 6 目標検出 

target emulation mode 4 0 1 8 ＴＥＭ掃海 

target length 1 9 7 0 目標長 

target movement prediction 1 6 8 5 目標運動予測 

target prediction homing  run 1 5 4 3 出会いホーミング航走 

target source level index level 1 6 5 8 目標音源レベル 

target strength 1 6 5 7 ターゲットストレングス 

target velocity 1 9 6 8 的速 

terminal attack 1 7 0 9 ターミナル誘導 

terminal sinking velocity 3 1 0 4 最終沈降速度 

test mode 1 6 4 4 テストモード 

the depth switching the pitch angle 1 5 5 1 探索傾度切換え深度 

thermal battery 1 3 0 1 熱電池 

thrust lug groove 1 0 4 3 スラストラグ溝 

thrust neutralizer 1 4 4 3 スラストニュートラライザ 

thrust vector control 1 4 6 0 ＴＶＣ 

time varied gain 1 6 6 7 ＴＶＧ 

timer cut-off 1 5 6 7 時間自停 

torpedo 1 0 0 0 魚雷 

torpedo air stabilizer 1 4 3 0 魚雷エアスタビライザ 

torpedo axis 1 5 0 6 雷軸 

torpedo control cable assembly 1 4 5 6 魚雷調定用ケーブル 

torpedo control panel 1 4 0 6 魚雷管制パネル 

torpedo counter countermeasure 1 7 1 7 ＴＣＣＭ 

torpedo countermeasure 1 9 7 1 ＴＣＭ 

torpedo direction controller 1 4 0 0 魚雷発射指揮装置 

torpedo head 1 0 3 0 頭部 
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torpedo preset cable 1 4 5 6 魚雷調定用ケーブル 

torpedo responder 1 3 6 1 魚雷用レスポンダ 

torpedo run 1 5 1 4 航走距離 

torpedo speed 1 5 1 0 雷速 

torpedo target 1 3 5 9 魚雷標的 

torpedo throwing rocket 1 4 3 6 魚雷投射ロケット 

torpedo track angle 1 9 5 1 雷道交角 

torpedo trajectory 1 5 2 2 雷道 

torpedo tube depth 1 9 4 6 発射管深度 

torpedo type transmitter 1 4 0 1 雷種発信盤 

total field magnetometer 2 2 1 5 三軸合成型マグネトメータ 

tow and electrical cable， 

tow cable 

4 1 4 1 トーケーブル 

towed torpedo countermeasures 1 7 2 6 曳航具 

track 2 5 1 1 敷設軌道 

tracking   1 7 0 5 追尾 

training device 2 3 0 0 訓練装置 

training edge homing run 1 5 4 2 犬追いホーミング航走 

trajectory 2 5 4 3 空中雷道 

trajectory 3 1 0 1 弾道 

transducer 2 2 6 6 送受波器 

transducer array 1 2 9 7 送受波器アレイ 

transducer element 1 2 9 4 振動子 

transmitter 1 2 9 6 送信器 

transmitter and receiver assembly 1 2 9 5 送受信器 

trim 1 5 0 7 トリム 

trip 1 6 7 3 トリップ 

tube installation angle 1 9 4 8 発射管据付け角，発射管開度 

TUBE launch 1 9 4 2 発射管（TUBE）モード 

tube spread angle 1 9 4 8 発射管据付け角，発射管開度 

turn away 1 7 0 7 ターンアウェイ 

   

〔Ｕ〕   

uncaging 1 6 0 7 アンケージング 
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underwater acoustic transducer 1 2 9 1 送受波器 

under-water injection 1 9 3 9 水打ち 

underwater sound projector 1 2 9 2 送波器 

underwater torpedo tube 1 4 4 7 水中発射管 

underwater trajectory 1 5 2 4 水中雷道 

   

〔Ｖ〕   

vacuum and nitrogen distribution 1 3 6 3 ＶＡＮＤシステム 

vacuum test 1 3 6 7 真空試験 

VAND system 1 3 6 3 ＶＡＮＤシステム 

velocity 1 5 1 2 平定雷速 

verification 1 7 0 8 検証 

vertical frajectory angle 1 6 0 1 傾走角 

vertical launch ASROC 1 0 1 1 ＶＬＡ 

vertical launching system 1 4 5 8 ＶＬＳ 

vertical trajectory 1 5 2 8 垂直面雷道 

   

〔Ｗ〕   

warhead 1 0 3 1 実用頭部 

warshot battery 1 1 6 1 実用電池 

warshot  torpedo 1 0 0 2 実装魚雷 

water entry 1 5 8 4 着水 

 1 5 8 2 射入 

water entry angle 2 5 3 6 着水角 

water entry condition 2 5 3 3 着水状態 

water entry speed 2 5 3 5 着水速度 

water proof band 1 4 5 1 水密帯 

wave form 4 1 7 2 音響出力形状 

 4 1 5 1 通電波形 

weight 1 5 0 2 質量 

wire dispenser 1 2 5 0 ワイヤディスペンサ 

wire-guidance 1 6 8 4 有線誘導 

wire-guided run 1 5 4 0 有線誘導航走 
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〔Ｙ〕   

yaw rate 1 6 1 8 ヨーレート旋回率 

   

   

 

 

 

.




